
鉄道の特性を活かした
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は　じ　め　に
　岡山駅から伯備線の総社駅を結ぶ吉備線（愛称：桃太郎線）をLRT（Light Rail Transit）化することが、
2018年４月に岡山市・総社市・JR西日本の三者で合意がなされ、10年程度の準備期間を経て、開業を目指す
ことになりました。
　JR西労組は、2003年に今回と同じ岡山の地で吉備線のLRT化の実現を目指し、政策シンポジウムを開催し
ました。それから15年を経て実現に向けて動き出したことは、JR西労組がこれまで各地で取り組んできた、
地域活性化、政策実現の取り組みの成果の一つと言えます。私たちが働くJR西日本は、地域社会・経済を支え
る、まさに地域との共生の上に成り立つ会社であり、地域とともに持続的に発展していかなければなりません。
　会社が策定した「JR西日本グループ中期経営計画2022」において、将来のありたい姿として、「地域共生企
業として、私たちの使命を果たす」ことを謳っていますが、私たちJR西労組は、発足当時より地域活性化の運動
を進め、地域を巻き込み、会社の背中を押してきたという自負があります。また、JR西労組出身の三日月滋賀
県知事が、衆議院議員時代に尽力いただいた「交通政策基本法」が成立して以降、交通政策は事業者任せから、
地域や住民が協力し、自治体がまちづくりの一つとして計画を示し、総合的に持続的な政策を進めていく方向
に転換されています。この流れをさらに加速させるためにも、私たちが応援し当選されてきた地方議員との連
携を深め、交通政策の実現に向けて取り組みを進めていかなければなりません。一方で、三江線（江津駅～三
次駅）は、沿線自治体が中心となって、さまざまな社会実験を行いましたが、鉄道の特性を活かせないという
ことなどにより、2018年3月末をもって廃止されました。
　今後は、この反省に立ち、鉄道の特性を活かした地域活性化が必要となります。JR連合がとりまとめた「鉄
度特性の活性化、公共交通の持続的発展に向けた提言」では、鉄道の特性を活かせないとしても、鉄道事業者
だけでは留まらず、他の交通事業者や地方自治体と連携し、取り組む必要性を提唱しています。JR西労組もこ
の考えに基づき、地域と連携し地域活性化の取り組みを継続していくこととします。
　今回の政策シンポジウムは、「LRTを活かしたまちづくりに向けて」というテーマで開催をしました。LRTの
実現により、沿線のご利用者の利便性が高まるとともに、新たなまちづくりも進むこととなります。
　私たちは、鉄道・公共交通を社会に役立て、持続可能な交通体系づくりと、地域の振興・活性化に向けた取
り組みを引き続き強化していきます。

2020年３月　

1

西日本旅客鉄道労働組合（JR西労組）
政策調査委員長（書記長）　羽 野　敦 之
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第７回
政策シンポジウム
「鉄道の特性を活かした地域活性化」

13：30	 開会あいさつ

13：35	 主催者代表あいさつ

13：50	 来賓あいさつ

14：20	 基調講演	
	 「公共交通が果たすべき役割		吉備線LRT化を契機に岡山で考える」
	 　◆講師：土井	勉氏（一般社団法人・グローカル交流推進機構・理事長）
15：35	 JR西労組の取り組み紹介

16：00	 パネルディスカッション
	 「LRTを活かしたまちづくりにむけて」
	 　◆コーディネーター：土井　勉氏（一般社団法人・グローカル交流推進機構・理事長）
	 　◆パネリスト：岡　	將男氏（NPO法人公共の交通ラクダ会長）
	 	 　平澤	重之氏（岡山市都市整備局次長）
	 	 　岡山	一郎氏（山陽新聞社編集局編集委員室長）
	 	 　大瀧	浩二氏（JR西労組岡山地本執行委員長）
17：15　閉会あいさつ

■開催日時：
　令和元（2019）年５月28日（火）13：30～17：30
■開催場所：
　岡山コンベンションセンター  コンベンションホール

プログラム

第7回政策シンポジウム

2019.5.28 火
13：０0 受付開始 13：30 開会
岡山コンベンションセンター コンベンションホール
基　　調　　講　　演

JR西労組の取り組み

パネルディスカッション

鉄道の特性を活かした
地域活性化

一般社団法人グローカル交流推進機構 理事長　土井　勉 氏
（元大阪大学コミュニケーションデザインセンター 特任教授）

コーディネーター ： 土井　勉 教授
パネラー ： 路面電車と都市の未来を考える会〔RACDA〕会長　岡　將男 氏
　　　　   山陽新聞社 編集委員室長　　　岡山 一郎 氏
　　　　   岡山市 都市整備局次長　　　　平澤 重之 氏
　　　　  JR西労組 岡山地本執行委員長　大瀧 浩二 氏
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当
時
、「
乗
っ
て
残
そ
う
」
を
合
言
葉
に
、
地
元
に
も
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
は
継
続
的
な
利
用

増
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
当
該
区
間
は
2
0
0
3
年
11
月
に

廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
取
り

組
み
が
、
社
会
や
会
社
へ
の
大
き
な
意
義
あ
る
問
題
提
起

に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
、
の
ぞ
み
号
の
新

神
戸
駅
停
車
や
山
陰
本
線
高
速
化
事
業
な
ど
、
私
た
ち
だ

け
の
力
で
実
現
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
様
々
な

J
R
西
労
組
の
企
画
提
案
運
動
が
成
果
を
収
め
て
き
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
J
R
西
労
組
出
身
の
三
日
月
大
造
滋
賀
県
知
事

が
、
衆
議
院
議
員
の
時
代
に
尽
力
を
し
て
い
た
だ
い
た

「
交
通
政
策
基
本
法
」
が
、
2
0
1
3
年
11
月
に
成
立
を

し
、
併
せ
て
「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
」
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
今
日
、
交
通
政
策
は
事
業
者

任
せ
で
は
な
く
、
さ
ら
に
「
乗
っ
て
残
そ
う
」
の
段
階
を

越
え
て
、
地
域
や
住
民
が
協
力
し
て
、
自
治
体
が
計
画
を

示
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
と
と
も
に
、
総
合
的
に

持
続
的
な
政
策
を
進
め
て
い
く
方
向
に
転
換
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

J
R
連
合
の
「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」
を
掲
げ
た
方
針
は
、

こ
の
考
え
方
に
基
づ
く
政
策
実
現
を
具
体
的
に
求
め
る
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
法
の
成
立
な
ど
を
通
じ

て
、
私
た
ち
が
提
起
す
る
交
通
政
策
、
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
活
性
化
の
政
策
の
方
向
性
が
、
社
会
的
な
動
き
を
作
り

出
し
て
き
た
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
J
R
西
労
組
の
運
動

が
、
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
て
い
る
と
自
負
を
し
て
い
ま
す
。

1
年
単
位
で
の
動
き
は
小
さ
い
で
す
が
、
10
年
、
20
年
を

変
な
雇
用
不
安
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

J
R
と
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を
求
め
る
政
策
活
動
は
、

J
R
西
労
組
に
と
っ
て
、
非
常
に
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
社
会
の
動
き
や
会
社
の
施

策
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
お
客
様
に
日
々
接
す
る
と
と
も

に
、
行
政
、
議
員
、
他
の
産
業
に
働
く
連
合
や
交
運
労
協

の
仲
間
と
太
い
パ
イ
プ
を
持
つ
私
た
ち
労
働
組
合
の
強
み

を
活
か
し
、
働
く
側
か
ら
積
極
的
に
政
策
提
起
し
、
そ
の

実
現
に
つ
な
げ
る
私
た
ち
の
企
画
提
案
運
動
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

J
R
西
日
本
は
、「
中
期
経
営
計
画
2
0
2
2
」
の
基
調

と
し
て
、
地
域
共
生
の
方
針
を
謳
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
J
R
西
労
組
は
、
そ
れ
よ
り
か
な
り
前
か
ら 

地
域
活
性

化
の
運
動
を
進
め
、
あ
る
意
味
会
社
の
前
向
き
な
姿
勢
へ

の
転
換
を
後
押
し
し
て
き
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
大
き
な
き
っ
か
け
の
一
つ
と
し
て
、
1
9
9
8
年
に
会

社
が
地
元
の
理
解
が
な
い
中
で
、
広
島
県
の
可
部
線
の
一

部
区
間
（
可
部
～
三
段
峡
間
）
を
廃
止
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

J
R
西
労
組
は
「
可
部
線
対
策
協
議
会
」
を
構
成
す
る
、

沿
線
自
治
体
や
国
会
や
地
方
議
会
の
議
員
の
皆
さ
ん
と
も

懇
談
を
重
ね
、
「
ダ
イ
ヤ
が
不
便
」
と
の
地
元
の
声
を
踏

ま
え
、
利
用
水
準
の
目
標
値
を
定
め
て
、
二
次
に
亘
る
延

べ
約
1
年
3
ヶ
月
の
「
試
験
増
便
」、
当
時
そ
う
い
う
言
葉

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
社
会

実
験
」
を
会
社
に
求
め
て
、
実
施
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

公
共
交
通
の
使
命
「
地
域
共
生
・
地
域
共
創
」

　

公
共
交
通
の
使
命
「
地
域
共
生
・
地
域
共
創
」
第
7
回

政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
多
数
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
、
J
R
西
労
組
と
し
て
は
、
2
0
0
4
年
の
5
月

以
来
、
実
に
15
年
ぶ
り
の
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。
前

回
、
第
6
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
、
同
じ
こ
の
岡
山
で

開
催
し
、
私
は
、
同
J
R
連
合
の
立
場
で
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
が
働
く
J
R
西
日
本
は
、
地
域
の
社
会
・
経
済

を
支
え
る
、
ま
さ
に
地
域
と
の
共
生
の
上
に
成
り
立
つ
会

社
で
す
。
私
た
ち
は
、
鉄
道
・
公
共
交
通
を
社
会
に
役
立

て
、
持
続
可
能
な
交
通
体
系
づ
く
り
と
、
地
域
の
振
興
・

活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
役
割
が
あ
り
ま
す
。
政
策
活
動
の

展
開
を
通
じ
て
、
J
R
と
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を
築
き
、

そ
の
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
私
た
ち
組
合
員
と
家
族
の
雇
用

や
生
活
の
確
保
・
安
定
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
国
鉄
時
代
、
社
会
の
環
境
変
化
や
ニ
ー
ズ
に

背
を
向
け
て
き
た
こ
と
が
、
国
鉄
の
倒
産
に
至
り
、
そ
の

結
果
、
7
万
6
千
人
の
方
々
が
鉄
道
を
去
る
と
い
う
、
大

◆
主
催
者
挨
拶

第
7
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て

J
R
西
労
組

（
西
日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
）

中
央
執
行
委
員
長（
当
時
）

荻
山 

市
朗
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変
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
機
に
、
ま
ず
は
運
営
を
担
う
側
の
我
々
J
R
西
労
組
と

し
て
、
L
R
T
化
の
意
義
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、
社
会

に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
く
ら
優
れ
た
政
策
を
提
起
し
て
も
、
実
現
し
な
け
れ

ば
意
味
を
な
し
ま
せ
ん
。
政
策
実
現
の
た
め
に
は
、
政
治

活
動
へ
の
参
画
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
意
見
を
政
治
や
行
政
に
届
け
、
鉄

道
や
公
共
交
通
を
活
か
し
た
持
続
的
な
地
域
の
発
展
を
築

い
て
い
く
た
め
に
、
皆
様
の
い
っ
そ
う
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
る
よ
う
皆
様

に
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
今
回
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

J
R
西
労
組
の
政
策
活
動
、
企
画
提
案
運
動
の
推
進
、
そ

し
て
吉
備
線
L
R
T
化
の
早
期
実
現
と
成
功
に
繋
げ
て
い

く
よ
う
、
全
力
を
も
っ
て
取
り
組
む
決
意
を
申
し
上
げ
、

主
催
者
を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

れ
を
将
来
、
L
R
T
化
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
3
者
合

意
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
去
年
、
西
日
本
豪
雨
災
害
に
際
し
て
、
み
な
さ
ん

に
は
、
義
援
金
を
い
た
だ
い
た
り
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
鉄
路
の
復
旧
や
、
運
行
停
止
の

伯
備
線
の
早
期
の
開
通
に
向
け
て
、
懸
命
の
努
力
を
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
も
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
代
行
輸
送
に
つ
い
て

も
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
社
市
は
、
被
災
し
、
改
め
て
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。
特
に
財
政
出
動
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
の
大
き

欠
落
の
残
り
の
一
辺
「
岡
山
―
総
社
間
」
を
補
完

　

昨
年
、
J
R
西
日
本
の
来
島
社
長
と
、
大
森
岡
山
市
長

と
私
の
間
で
、
J
R
吉
備
線
・
桃
太
郎
線
に
つ
い
て
、
こ

体
的
構
想
が
あ
っ
た
吉
備
線
L
R
T
化
に
つ
い
て
は
、
昨

年
4
月
、
岡
山
市
、
総
社
市
、
J
R
西
日
本
が
合
意
を
し

て
、
10
年
程
度
の
準
備
期
間
を
経
て
、
開
業
を
目
指
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
大
森
市
長
、
片
岡
市
長
に
改
め
て
御

礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
定
額
を
負
担
し
て
、
運

行
を
担
う
役
割
を
表
明
し
た
J
R
西
日
本
の
経
営
判
断
も

高
く
評
価
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
回
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
も
、
L
R
T
化
実
現
を
訴
え
、
大
変
熱
心
に

こ
の
運
動
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
ラ
ク
ダ
の
岡
会
長
の

ご
尽
力
や
、
J
R
西
労
組
の
仲
間
で
あ
る
楠
本
議
員
や
小

西
議
員
の
ご
努
力
に
も
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

但
し
、
L
R
T
は
、
決
し
て
建
設
す
れ
ば
直
ち
に
必
ず

成
功
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
と
と
も

に
、
こ
の
L
R
T
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
沿
線
の
再
開
発
、

ま
た
駅
か
ら
の
二
次
ア
ク
セ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
検
討
・
促
進
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

振
り
返
る
と
、
大
き
な
前
進
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
2
0
0
5
年
4
月
25
日
、
福
知
山
線
列
車

事
故
を
私
た
ち
は
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

J
R
西
労
組
の
政
策
活
動
は
停
滞
気
味
に
な
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
、
安
全
最

優
先
を
前
提
に
し
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
き
っ
か
け

に
、
企
画
提
案
運
動
を
改
め
て
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
地
域
の
過
疎
化
が
、

さ
ら
に
加
速
す
る
厳
し
い
環
境
変
化
の
中
で
、
私
た
ち
の

政
策
活
動
の
重
要
性
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
新
幹
線
や
京
阪
神
の
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
輸
送
な
ど
、
鉄
道
の
特
性
を
生
か
せ
る
分
野
を
さ

ら
に
磨
く
一
方
で
、
鉄
道
の
特
性
を
活
か
し
き
れ
て
い
な

い
地
方
の
路
線
を
、
地
域
共
生
・
地
域
共
創
の
視
点
か
ら

活
性
化
し
、
鉄
道
や
公
共
交
通
を
活
用
し
た
、
持
続
的
な

地
域
の
発
展
に
繋
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
昨
年
3
月
末
に
は
、
広
島
県
と
島
根
県
を
結
ぶ

三
江
線
が
バ
ス
転
換
さ
れ
る
と
い
う
厳
し
い
選
択
に
も
、

私
た
ち
は
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
J
R
西
日
本
の
中
に

は
、
利
用
減
少
が
進
み
鉄
道
の
特
性
が
発
揮
で
き
て
い
な

い
、
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
地
方
路
線
も
多
く
存
在
を

し
て
い
ま
す
。
問
題
意
識
を
高
め
て
、
鋭
意
政
策
活
動
を

強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
が
、
15
年
前
と
同
じ

岡
山
で
開
催
す
る
の
は
、
私
た
ち
の
政
策
活
動
の
成
果

と
し
て
大
き
く
動
き
出
し
た
、
吉
備
線
（
桃
太
郎
線
）

L
R
T
化
の
具
体
的
実
例
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
早
期
実
現
と
地
域
の
発

展
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
組
合
側
か
ら
内
外
に
発
信
を
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
15
年
前
に
も
す
で
に
具

◆
来
賓
挨
拶

総
社
市
長

　
片
岡 

聡
一
氏
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さ
で
す
。

　

し
か
し
、
市
も
、
生
き
残
り
を
か
け
て
、
懸
命
に
闘
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
財
政
難
の
理
由
は
、
災
害
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
社
会
保
障
費
の
伸
び
で
す
。
介
護
・
福
祉
・

医
療
に
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
社
会
保
険
等
を
全
て
足
す

と
、
も
う
す
で
に
、
市
の
予
算
の
半
分
近
く
に
な
り
ま
す
。

　

今
一
番
多
く
の
お
金
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
予
防
医
学
に
対
し
て
で
す
。
疾
病
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
健
康
政
策
に
は
ど
ん
ど
ん
お
金
を
使
い
な
さ
い
と
言

い
た
い
で
す
。
医
療
費
・
介
護
・
福
祉
の
出
費
を
下
げ
な

い
と
、
こ
の
国
は
潰
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
は
、
人
口
減
少
問
題
で
す
。

総
社
市
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
人
口
が
ど
ん
ど
ん
増
え

て
い
ま
す
。
人
口
増
対
策
に
は
、
金
を
惜
し
む
な
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

人
口
増
対
策
と
い
う
の
は
、
子
育
て
、
外
国
人
を
含
め

た
移
住
政
策
、
そ
し
て
、
最
も
大
切
な
も
の
が
、
交
通
政

策
で
す
。

　

総
社
市
に
と
っ
て
、
こ
の
桃
太
郎
線
の
L
R
T
化
は
、

今
、
生
き
残
り
を
か
け
た
戦
い
で
す
。
お
そ
ら
く
、
全
国

ど
こ
の
市
も
、
人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
、
利
便
性
の
高

い
交
通
政
策
を
持
つ
か
持
た
な
い
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
鍵

に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵

ま
れ
て
い
る
岡
山
市
と
総
社
市
は
、
本
当
に
幸
運
だ
と
思

い
ま
す
。
今
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
、
こ
の
気
運
を
盛
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
、
非
常
に
大
事
な
ジ
ャ
ッ
ジ
に
な
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
岡
山
県
の
人
口
は
、
約
2
0
0
万
人
。
そ
し
て
、

岡
山
市
、
倉
敷
市
、
総
社
市
、
こ
の
三
角
形
の
な
か
に
、

人
口
の
7
割
が
定
住
し
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
岡
山
市
と

倉
敷
市
の
鉄
の
陸
路
は
充
実
し
て
い
ま
す
。
倉
敷
と
総
社

の
鉄
の
陸
路
は
、
ま
ず
ま
ず
充
実
し
て
い
ま
す
。
一
番
欠

落
し
て
い
る
の
が
、
残
り
の
一
辺
で
あ
る
岡
山
―
総
社
間

で
す
。
鉄
路
・
陸
路
と
も
に
、
も
う
一
つ
で
す
。
こ
の
三

角
形
の
一
辺
を
、
我
が
県
が
補
完
し
さ
え
す
れ
ば
、
岡
山

県
は
爆
発
的
に
伸
び
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
我
が
総
社
市
と
し
て
も
、
来
島
社

長
を
初
め
、
J
R
西
労
組
の
皆
様
方
と
手
を
携
え
て
、
将

来
の
岡
山
県
、
将
来
の
西
日
本
の
中
核
を
な
す
よ
う
な
、

そ
う
い
う
夢
や
希
望
を
持
っ
て
、
L
R
T
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
指
導
と

お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ち
が
変
わ
る
。
生
活
が
変
わ
る
。
桃
太
郎
沿
線
。

　

こ
れ
か
ら
、
少
子
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え
、
や
は
り
公

共
交
通
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
、
定
時

性
を
確
保
で
き
る
鉄
道
は
、
よ
り
存
在
感
を
増
し
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

J
R
の
皆
さ
ん
、
J
R
西
労
組
の
方
と
は
、
楠
木
議
員

を
通
じ
て
何
度
も
よ
く
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
有
田
支
社
長
と
は
、
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
、
一
番
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
は
、
岡
山
駅

の
路
面
電
車
の
乗
り
入
れ
で
す
。
ま
ず
ア
ク
セ
ス
性
が
非

常
に
よ
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
岡
山
駅
そ
の
も
の
も
、

非
常
に
緑
溢
れ
る
公
園
の
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
人
が
集

い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
よ
り
賑
わ
い
、
そ
し
て
駅
に
降

り
た
時
の
岡
山
ら
し
さ
み
た
い
な
も
の
が
、
醸
し
だ
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
L
R
T
に
つ
い
て
で
す
が
、
J
R
西
日
本
と
総

社
市
と
一
緒
に
合
意
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
桃
太
郎
線
の

L
R
T
化
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
今
の
路
線
が
L
R
T
に
替
わ
る
こ

と
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ま
ち
が
変
わ
っ
て
い
く
。
沿

線
の
人
た
ち
の
生
活
が
変
わ
っ
て
い
く
。
駅
も
増
え
て
い

く
。
便
数
も
増
え
て
い
く
。
こ
う
い
う
中
で
、
こ
の
桃
太

郎
沿
線
の
生
活
が
向
上
し
て
い
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
方
も
、
非
常
に
待
ち
わ
び
て
い
ま

す
。
J
R
西
日
本
さ
ん
と
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

片
岡
市
長
と
も
一
緒
に
な
っ
て
、
着
実
に
そ
し
て
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
、
前
に
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
も
、
J
R
西
労
組
の
皆
さ
ん
方
と
は
、
十
分

に
意
思
の
疎
通
を
は
か
り
な
が
ら
、
お
互
い
に
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
く
話
し
合
い
な
が
ら
、
前

へ
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

訪
れ
た
い
ま
ち
・
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い

　

吉
備
線
の
L
R
T
化
に
つ
い
て
は
、
15
年
前
の
、

岡
山
市
長

　
大
森 

雅
夫 

氏

J
R
西
日
本	

執
行
役
員
岡
山
支
社
長

　
有
田 

泰
弘 

氏
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鉄
道
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
や
第
4
次
産
業
革
命
等
の

将
来
図
を
踏
ま
え
つ
つ
、
J
R
の
エ
ゴ
に
陥
る
こ
と
な
く
、

鉄
道
特
性
を
よ
り
一
層
発
揮
で
き
、
将
来
に
希
望
の
持
て

る
鉄
道
の
あ
り
方
・
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
日
本

に
お
け
る
交
通
運
輸
産
業
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
そ
の

な
か
の
鉄
道
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
J
R
及
び
行
政
が
担

う
役
割
は
何
か
を
考
え
、
結
果
と
し
て
「
チ
ー
ム
公
共
交

通
」「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」
と
い
う
概
念
に
至
り
、
こ
れ
に

基
づ
き
、
働
く
者
の
立
場
か
ら
、
提
言
の
4
本
柱
と
9
つ

の
提
言
を
内
外
に
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

2
0
1
3
年
12
月
に
は
、
J
R
連
合
の
、
そ
し
て
私
た

ち
が
加
盟
す
る
交
運
労
協
の
悲
願
で
も
あ
っ
た
「
交
通
政

策
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
後
、「
地
域
公
共
交
通
活

性
化
再
生
法
」
や
「
物
流
総
合
効
率
化
法
」
の
改
正
な
ど
、

総
合
交
通
政
策
の
推
進
、
貨
物
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進
な

ど
に
資
す
る
環
境
整
備
が
徐
々
に
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
も
の

の
、「
交
通
政
策
基
本
法
」
に
基
づ
く
各
自
治
体
が
行
う
地

域
交
通
・
公
共
交
通
網
、
形
成
計
画
の
作
成
は
、
道
半
ば

で
す
。
依
然
と
し
て
日
本
の
交
通
政
策
に
は
、
大
き
な
偏

り
が
あ
る
の
が
現
実
で
す
。
こ
れ
ら
を
念
頭
に
置
き
、
本

日
の
J
R
西
労
組
の
第
7
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果

と
課
題
を
J
R
連
合
と
し
て
も
、
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

将
来
に
夢
と
希
望
の
持
て
る
鉄
道
公
共
交
通
の
創
出
に
向

け
て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
奮
闘
し
て
い
く
こ
と
を
申
し
上

げ
、
連
帯
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

を
い
ち
早
く
再
開
し
、
お
客
様
・
地
元
の
方
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
と
い
う
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
岡
山
市
長

か
ら
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
鉄
道
は
、
駅
前
の
結
節
点
と

い
う
も
の
を
大
切
に
し
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
な
く
し

て
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
後
L
R
T
を
通
じ
て
、
岡
山
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、

「
訪
れ
た
い
ま
ち
・
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
、
そ
う
い
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
地
元
と
と
も
に
、
皆
様
と
と
も
に
、
企
業
と

し
て
、
今
後
と
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」
を
旗
印
に

　

本
日
の
J
R
西
労
組
の
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
が
、

鉄
道
の
特
性
を
生
か
し
た
、
地
域
活
性
化
、
そ
し
て
吉
備

線
の
L
R
T
化
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
J
R
連
合
に
お
い
て
も
、
J
R
の
責
任
産
別

と
し
て
、
2
0
1
2
年
9
月
に
鉄
道
特
性
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
二
度
の
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

の
議
論
経
過
を
踏
ま
え
、
皆
様
の
協
力
を
得
つ
つ
、
実
に

4
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
2
0
1
7
年
の
定
期
大
会
に

お
い
て
、
最
終
答
申
を
提
起
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
鉄
道
特
性
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
ま

さ
に
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
急
激
に
進
展
す
る
な
か
、

2
0
0
4
年
の
5
月
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
そ

の
後
も
J
R
西
労
組
で
い
ろ
ん
な
検
討
・
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
き
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
鉄
道
の
特
性
を
活
か

し
た
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
で
ま
で
も
J
R

西
労
組
と
議
論
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
一
緒
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

吉
備
線
に
つ
い
て
は
、
岡
山
市
と
総
社
市
を
結
ぶ
重
要

な
線
区
と
い
う
認
識
の
も
と
、
私
ど
も
と
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
は
、
桃
太
郎
線
の
愛
称
や
、
桃
太
郎
に
ち
な
ん
だ

ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
電
車
を
走
ら
せ
る
な
ど
、
取
り
組
み
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

岡
山
市
そ
し
て
総
社
市
の
利
用
促
進
な
ど
の
取
り
組
み

を
し
て
、
現
在
も
、
利
用
客
は
一
定
数
乗
っ
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
将
来
は
人
口
減
少
・
高
齢
者
社
会
と
い
う
も
の
が

控
え
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
は
、
公
共

交
通
へ
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
L
R
T
に
し
ま
す
と
、
低
床
車
両
が
走
る
の
で
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
図
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、

高
齢
化
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
も

の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
L
R
T
化
自
体
が
起
爆
剤
と
し
て
、
沿
線

の
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
や
交
流
人
口
の
増
加
等
、
期
待
が

で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
連
携
し

た
持
続
可
能
な
鉄
道
を
作
り
上
げ
る
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

昨
年
4
月
に
、
岡
山
市
は
、
総
社
市
と
J
R
西
日
本
と

の
間
で
、
L
R
T
化
の
役
割
分
担
や
費
用
負
担
の
考
え
方

に
つ
い
て
、
一
定
の
合
意
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

具
体
的
な
計
画
策
定
や
事
業
化
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
、
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
国
と
も
協
調
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
、
総
社
市
長
か
ら
、
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
お
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
私
た
ち
の
仕
事
は
、
伯
備
線

J
R
連
合	

会
長（
当
時
）

　
松
岡 

裕
次 

氏
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自
分
た
ち
の
仕
事
も
上
手
く
い
く
と
い
う
の
が
、
近
江
商
人
の

「
三
方
よ
し
」
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　
「
四
方
よ
し
」
と
い
う
の
は
、
非
常
に
利
便
性
が
高
い
交
通

政
策
・
公
共
交
通
を
実
現
す
る
と
、
利
用
者
の
方
々
に
と
っ
て

も
い
い
、利
用
者
が
増
え
、交
通
事
業
の
分
野
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
も
、
い
い
話
で
、
二
つ
目
の
よ
し
で
す
。

　

三
つ
目
に
は
、
そ
う
や
っ
て
い
ろ
ん
な
人
た
ち
が
ま
ち
に
来

て
く
れ
る
と
、
ま
ち
に
と
っ
て
も
賑
わ
い
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

か
ら
お
店
の
方
に
と
っ
て
も
、
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
は
よ
ろ
し
い
。

　

最
後
に
4
番
目
に
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
行
政
の
人
に

と
っ
て
も
、
人
が
ま
ち
に
出
て
き
て
賑
わ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

健
康
に
な
っ
た
り
、
後
継
者
の
方
が
育
っ
て
い
っ
た
り
、
そ
の

地
域
が
安
定
し
て
雇
用
が
増
え
、
あ
る
い
は
税
収
も
上
が
る
と

い
う
こ
と
で
、
行
政
の

方
に
と
っ
て
も
い
い
。

利
用
者
に
と
っ
て
も
い

い
、
交
通
業
者
・
関
係

者
の
方
々
に
と
っ
て
も

い
い
、
ま 

ち
に
と
っ
て

も
い
い
、
そ
う
い
う
ま

ち
を
、
公
共
交
通
を
中

心
に
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
が
、

皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た

い
究
極
の
テ
ー
マ
で
す

（
図
1
）。

　

2
0
0
4
年
か
ら
15
年

ぶ
り
に
、
政
策
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
さ
れ
、
こ
の

場
で
講
演
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
は
、
非
常
に

光
栄
な
気
持
ち
で
す
。

　

私
は
、
富
山
港
線
の
最

初
の
時
期
か
ら
、
富
山
市

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
富

山
港
線
の
L
R
T
化
、
富

山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
、
富
山

市
内
電
車
の
環
状
線
の
話

を
お
手
伝
い
し
て
い
て
、

今
日
、
吉
備
線
を
み
る
と
、
富
山
港
線
の
最
後
の
頃
か
ら
比
べ

る
と
、
吉
備
線
は
市
街
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
か
な
り
い
い

L
R
T
・
鉄
道
網
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
日
、
皆
さ
ん
に
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、「
公
共

交
通
が
果
た
す
べ
き
役
割
」と
し
て
、「
吉
備
線
L
R
T
化
を
契

機
に
岡
山
で
考
え
る
」
四
方
よ
し
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
で
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
「
四
方
よ
し
」
と
い
う
の
は
、
近
江
商
人
の
仕

事
の
や
り
方
か
ら
き
て
い
ま
す
。
近
江
商
人
は
、
自
分
だ
け
儲

け
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
そ
う
で
す
。
売
り
手
が
よ
か
っ
た
ら

い
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、「
買
い
手
も
よ
し
」、
三
つ
目
に

「
世
間
よ
し
」
だ
そ
う
で
す
。
世
の
中
が
良
く
な
っ
て
初
め
て
、

◆
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

基
調
講
演

「
公
共
交
通
が
果
た
す
役
割
」
〜
吉
備
線
L
R
T
化
を
契
機
に
岡
山
で
考
え
る
〜

一
般
社
団
法
人
グ
ロ
ー
カ
ル
交
流
推
進
機
構	

理
事
長
　
土
井
　
勉 

氏

「
四
方
よ
し
」の
ま
ち
づ
く
り

【図1】

四方良しの都市経営

• 「乗って残そう」から「乗って創ろう魅力あるまち」

• 公共交通のサービス向上で利用が増えると

① 交通事業者は喜ぶ

② 利用者は便利になり、また健康になり喜ぶ

③ まちは来訪者が増えて喜ぶ

④ 行政も様々なコストが軽減でき喜ぶ。雇用が

増えて喜ぶ

68

【演者プロフィール】
1950年　京都市右京区生まれ
1976年　名古屋大学大学院工学研究科修了
  同年 京都市採用
1884年　技術士（都市及び地方計画）
1991年　阪急電鉄株式会社
1997年　京都大学博士（工学）
2003年　土木学会特別上級技術者（調査計画分野）
2004年　神戸国際大学経済学部教授
2010年　京都大学大学院工学研究科・医学研究科
 安寧の都市ユニット副ユニット長・特定教授
2015年　大阪大学コミュニケーションデザイン・センター
 特任教授
2019年　一般社団法人グローカル交流推進機構・理事長
 NPO法人再生塾理事、
 一般社団法人システム科学研究所理事 等

　交通政策や都市行政に関わる様々な
行政等の委員の他、まちづくりの現場
における活動、NPO法人・「持続可
能なまちと交通をめざす再生塾」（略
称、再生塾）の理事（二代目理事長）
として交通政策に携わる人材育成にも
取り組んでいる。

一般社団法人グローカル交流推進機構	理事長
土井　勉 氏
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か
と
思
う
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
鉄
道
・
バ
ス
に「
乗
っ
て
残
そ
う
」

な
ん
て
、
私
た
ち
に
そ
ん
な
役
割
が
あ
る
の
か
と
思
う
で
し
ょ

う
。
地
域
の
人
に
と
っ
て
は
、「
乗
っ
て
残
そ
う
」
で
は
な
く
て
、

乗
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
い
ま
ち
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
ら
、

「
あ
あ
そ
う
か
な
」
と
共
感
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、「
乗
っ
て

作
ろ
う
『
四
方
よ
し
』
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
も
の
を
目
指

そ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ほ
う
が
、
た
ぶ
ん
「
乗
っ
て
残
そ

う
」
よ
り
も
、
よ
り
地
域
の
人
た
ち
と
の
会
話
が
増
え
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
の
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、「
人
口
減
少
と
ま
ち
と
公
共
交
通
」
に
つ
い
て
で

す
（
図
3
）。

　

日
本
の
総
人
口
が
、
2
0
1
0
年
か
ら
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
き

て
、
8
6
0
0
万
人
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
（
図
4
）。
確
か
に

大
変
で
す
。
私
は
、今
年
の
3
月
ま
で
、大
阪
大
学
で
、
若
い
学

生
に
講
義
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

の
時
、「
人
口
減
少
社
会
は
、学
生
諸
君

に
と
っ
て
は
、ピ
ン
チ
か
チ
ャ
ン
ス
か

ど
ち
ら
で
す
か
」
と
聞
い
て
み
た
の
で

す
（
図
5
）。

　

半
分
く
ら
い
の
学
生
が
、「
チ
ャ
ン

ス
」
と
答
え
て
い
ま
す
。「
君
た
ち
は

ど
う
し
て
チ
ャ
ン
ス
と
思
う
か
」
と
聞

を
持
つ
危
な
い
数
字
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
対
策
と
し
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
い
っ
ぱ
い
作
る

と
い
う
の
は
、本
当
に
い
い
ま
ち
に
な
る
か
と
い
う
と
、ち
ょ
っ

と
考
え
も
の
で
す
。
自
動
車
は
大
事
で
す
け
れ
ど
、
自
動
車
だ

け
に
依
存
す
る
よ
う
な
生
活
か
ら
、
も
っ
と
別
の
、
例
え
ば
歩

く
、
さ
ら
に
公
共
交
通
を
使
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
生
活
環

境
を
作
り
上
げ
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
で
柵
を

い
っ
ぱ
い
作
る
よ
り
も
、
実
は
い
い
生
活
が
で
き
る
だ
ろ
う
し
、

自
分
が
加
害
者
に
な
る
恐
れ
も
減
っ
て
い
く
。
だ
か
ら
公
共
交

通
と
い
う
の
は
、
と
て
も
大
事
な
の
で
す
。

　
「
四
方
よ
し
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
作
り
上
げ
て
い
く
の
は
、

「
乗
っ
て
残
そ
う
」
と
い
う
運
動
は
大
事
で
す
が
、「
乗
っ
て
残

そ
う
」
を
越
え
て
、
む
し
ろ
次
の
段
階
に
来
て
い
る
と
い
う
お

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
私
も
非
常
に
同
感
す
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

　
「
乗
っ
て
残
そ
う
」。
確
か
に
公
共
交
通
の
事
業
者
と
し
て
は
、

そ
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
大
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
の

人
に
と
っ
て
は
、
乗
っ
て
残

す
こ
と
は
、
何
が
大
事
な
の

　

5
月
に
、
滋
賀
県
の
大
津
で
、（
幼
稚
園
児
の
列
に
車
が
突
っ

込
む
）
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
最
も
悲
し
い
事
故
で
す
。
今
思
い
出
し
て
も
胸
が
痛
み

ま
す
。
こ
の
対
策
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
と
、
縁
石

で
は
ダ
メ
で
し
た
の
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を

つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
話
が
進
ん
で
い
ま
す
。
確
か

に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
図
2
）。

　

こ
の
事
故
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
た
。
日
本

の
自
動
車
の
保
有
台
数
1
台
あ
た
り
の
交
通
事
故
の
件
数
が
ど

れ
く
ら
い
あ
る
か
と
い
う
と
、
0
・
52
％
で
す
。
1
台
あ
た
り
、

1
年
間
で
交
通
事
故
に
遭
う
、
あ
る
い
は
自
分
が
起
こ
す
可
能

性
が
、
0
・
52
％
。
0
・
52
％
と
い
う
の
は
、
少
な
い
と
思
わ

れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
全
国
の
い
ろ
ん
な
市
町
村
で
、

公
共
交
通
に
対
す
る
予
算
は
、
4
0
0
0
万
や
8
0
0
0
万
と

あ
り
ま
す
が
、
一
般
会
計
を
分
母
に
し
て
、
交
通
政
策
の
予
算

の
シ
ェ
ア
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
と
い
う
と
、
全
国
の
平
均
は
1
％

も
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
は
、
0
・
5
％
や

0
・
8
％
ぐ
ら
い
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
こ

の
0
・
52
％
と
い
う
数
字
は
、リ
ア
リ
テ
ィ
ー

0・52
％
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

〜
保
有
台
数
1
台
あ
た
り
の
交
通
事
故
の
件
数
〜

人
口
減
少
と
ま
ち
と
公
共
交
通

【図3】

【図4】

【図2】

5

日経新聞
20180608
朝刊27面

↓
20180620
合計8回連載

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO31480320X00C18A6SHE000/

0.58%
保有台数当たりの交通事故201803
警視庁交通局/自動車検査登録情報協会

2
京都新聞

【図5】

人口減少社会の到来！

ピンチ？

チャンス？

7

我が国の総人口の推移と推計

6国交省資料

我が国の総人口の推移と推計

6国交省資料
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ル
で
す
。
こ
の
渋
滞
を
な
ん
と
か
し
ま
せ
ん
か
、
で
き
ま
せ
ん

か
。
道
路
を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
い
っ
た
ら
解
決
で
き
ま
す
か
と

い
う
話
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ど
れ
だ
け
道
路
を
作
っ
て
も
解
決

で
き
ま
せ
ん
。

　

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
、
要
す
る
に
自
動
車
以
外
の
交
通
手
段
に

転
換
し
て
い
か
な
い
と
、
こ
う
い
う
問
題
は
な
か
な
か
解
決
し

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
日
本
で
も
、
こ
う
い
う
渋
滞
対
策
を
、

高
度
経
済
成
長
期
も
、
ず
っ
と
今
ま
で
や
り
続
け
て
き
た
の
で

す
。
何
を
や
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
基
本
的
に
は
、
渋
滞
問

題
は
容
量
問
題
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
道
路
を
増
や
し
て
渋

滞
に
対
応
し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
渋
滞
に
よ
っ
て
、
年
間
15
兆
円
ぐ
ら
い
の
機
会
費
用
が

失
わ
れ
ま
す
。
時
間
の
ロ
ス
を
お
金
に
置
き
換
え
る
と
、
15
兆

円
ぐ
ら
い
の
国
民
の
富
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
5
兆
円

ぐ
ら
い
か
け
て
、
ガ
ソ
リ
ン
税
等
で
、
お
金
を
皆
さ
ん
か
ら
集

た
。
そ
の
時
は
、
人
口
増
加
を
チ
ャ
ン
ス
だ
と
言
っ
て
い
る
人

は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
人
口
が
増
加
し
て
、
渋

滞
が
増
え
て
大
変
、
住
宅
問
題
が
大
変
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
ど

ん
ど
ん
作
り
ま
し
ょ
う
、
郊
外
に
ど
ん
ど
ん
団
地
を
作
り
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
が
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
か

ら
、
人
口
増
加
時
代
も
実
は
ピ
ン
チ
だ
っ
た
の
で
す
。

　

時
代
が
変
わ
っ
て
、
人
口
減
少
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
れ
は
そ
れ
で
や
っ
ぱ
り
ピ
ン
チ
で
す
。
そ
れ
で
も
、
人
口
減

少
だ
か
ら
と
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
人
口
減
少
で
あ
っ
て
も
、

活
動
量
が
増
え
る
と
、
社
会
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
、
か
な
り

維
持
で
き
ま
す
。
人
口
増
加
の
時
は
、人
が
集
ま
る
か
ら「
分
散
」

し
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
の
時
は
、「
束
ね
る
」
こ
と
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。
人
が
集
ま
る
よ
う
な
社
会
の
仕
組
み
を

作
っ
て
、
一
人
当
た
り
の
活
動
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

交
通
で
い
う
と
、「
分
散
」
は
、
自
動
車
が
得
意
で
す
。
し

か
し
、「
分
散
」
し
た
車
社
会
を
「
束
ね
る
」
こ
と
は
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。「
束
ね
る
」
と
い
う
の
は
、
公
共
交
通
が
得

意
の
分
野
で
す
。
公
共

交
通
が
も
っ
と
も
っ
と

今
ま
で
以
上
に
役
割
を

果
た
さ
な
い
と
い
け
な

い
時
代
が
来
た
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
交
通
政

策
と
い
う
の
は
、
基
本

的
に
、「
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
」
都
市
へ
の
人

の
集
中
で
す
（
図
7
・

8
・
9
）。
こ
れ
は
モ
ン

ゴ
ル
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

く
と
、
い
ろ
ん
な
答

え
が
あ
る
の
で
す
が
、

「
人
口
が
少
な
く
な
る

と
、
無
用
な
競
争
が

な
く
な
っ
て
い
い
」

と
い
う
も
の
が
多
い

で
す
。
そ
れ
か
ら
、

「
自
分
の
生
き
方
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
人
口
が
た
く
さ
ん
だ

と
、
少
な
い
席
を
み

ん
な
で
奪
い
合
う
よ

う
な
こ
と
が
な
く
な

り
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
自
分
が
や
れ
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
」
「
人
が
た
く
さ
ん
い
る

と
、
誰
か
に
先
を
越
さ
れ
て
と
い
う
の
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
け

れ
ど
、
チ
ャ
ン
ス
を
奪
い
合
う
と
い
う
よ
り
も
、
自
分
が
感
じ

た
チ
ャ
ン
ス
を
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
い
く
機
会
も
あ
る
」
と
い

う
よ
う
に
感
じ
る
若
い
人
た
ち
も
結
構
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

（
図
6
）。

　

20
年
ぐ
ら
い
前
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
人
口
増
加
期
で
し

「
分
散
」か
ら「
束
ね
る
」へ

【図7】

【図8】

【図9】

【図10】

これまでの交通政策

～モータリゼーションの進展～

10

11

交通問題といえば渋滞！

これをどうすれば良いのか？
誰が渋滞の原因やねん

その結果、日本中に…

12
自動車は集中すると渋滞＝機能低下→拡散を志向する

都市の外延化

人口集中地区の変化＇M市（

13

人口は約1.2倍
DID面積は約3.8倍

国交省資料

都市の外延化

人口集中地区の変化＇M市（

13

人口は約1.2倍
DID面積は約3.8倍

国交省資料

【図6】

人口減少社会の到来！

人口増加の時代もピンチだった

人口減少であっても活動が増えることで社会のア
クティビティは維持ができる…可能性がある

減少/増加の時代，やるべきことが異なる

「分散」から「束ねる」活動へ

活動は交通と密接な関係がある

8
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い
で
、
渋
滞
対
策
を
一

生
懸
命
や
っ
て
、
郊
外

化
を
進
め
て
行
っ
た

こ
と
が
、
問
題
だ
っ
た

の
で
す
。

　

今
ま
で
の
交
通
政

策
は
、
自
動
車
が
走
り

や
す
い
よ
う
に
、
公
共

交
通
、
鉄
道
・
バ
ス
も

駅
前
も
き
ち
ん
と
や

り
ま
し
ょ
う
。
一
生
懸

命
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
全
部
バ
ラ
バ
ラ
で
、
全
体
を
考

え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

な
っ
て
き
た
原
因
だ
と
思
い
ま
す
（
図
13
）。

　

新
た
な
都
市
図
・
都
市
政

策
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
人
口

減
少
時
代
の
都
市
政
策
は
、

基
本
的
に
は
、
人
々
が
繋
が

る
社
会
を
作
っ
て
い
く
と

い
う
の
が
、
お
そ
ら
く
究
極

の
目
標
で
、
ど
ん
な
仕
組
み

を
作
っ
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
と
と
、
そ
の
仕
組
み
を

支
え
る
交
通
政
策
を
考
え

て
い
く
。
実
現
す
る
べ
く
生

活
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
生

活
像
と
い
う
も
の
を
、
私
た

ち
は
考
え
て
い
か
な
い
と
、

単
に
人
々
を
運
ぶ
、
移
動
し

や
す
い
ま
ち
を
作
っ
て
い

く
と
い
う
だ
け
で
は
、
モ
ー

　

人
口
集
中
の
結
果
、
公
共
交
通
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
起
こ

り
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
公
共
交
通
利
用
者
が
減
る
と
人
口
が

減
り
、
人
口
が
薄
く
広
が
っ
て
い
き
、
利
用
者
が
減
少
し
、
利

用
者
が
減
少
す
る
と
当
然
運
賃
収
入
が
減
り
、
運
賃
収
入
が

減
っ
て
も
、
頑
張
っ
て
維
持
し
よ
う
と
す
る
と
、
コ
ス
ト
を
下

げ
る
。
1
時
間
に
4
本
だ
っ
た
も
の
が
、
1
時
間
に
2
本
の
バ

ス
や
鉄
道
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
す
る
と
、
さ
ら
に
利
用
者
も
減
っ
て
く
る
。

究
極
の
対
策
と
し
て
、
も
う
廃
止
す
る
し
か
な
い
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
、
私
た
ち
は

目
の
前
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ま
ち
に
と
っ
て
も
、

利
用
す
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
住
め
な
く
な
り
、
人
口
流
出

へ
と
繋
が
り
ま
す
（
図
12
）。

　

人
口
が
集
中
す
る
か
ら
こ
う
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
便
利
で
快
適
な
自
動
車
を
使
う
こ
と
だ

け
が
求
め
ら
れ
、
ど
ん
な
都
市
図
を
描
き
た
い
の
か
、
ど
う
い

う
ま
ち
に
住
み
た
い
の
か
と
い
う
明
確
な
都
市
政
策
を
持
た
な

め
て
、
道
路
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

　

何
故
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
自
動

車
が
ま
ち
の
な
か
に
集
中
す
る
と
、
渋
滞
を
起
こ
す
。
集
中
し

て
渋
滞
を
起
こ
す
か
ら
、
渋
滞
を
し
な
い
よ
う
に
分
散
を
し
て

き
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
鉄
道
に
と
っ
て
も
、
バ
ス
に
と
っ
て
も
、
非
常
に

大
き
い
問
題
で
、
松
江
の
中
心
部
は
、
道
路
整
備
に
伴
っ
て
、
ど

ん
ど
ん
人
口
が
、
外
側
に
出
て
き
ま
し
た
。
人
口
は
1
9
6
0

年
か
ら
2
0
0
5
年
の
間
に
、
1
・
2
倍
に
な
り
ま
し
た
が
、

人
口
集
中
地
区
の
面
積
は
3
・
8
倍
に
な
り
ま
し
た
。
要
す
る

に
、
人
口
密
度
の
薄
い
市
街
地
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
（
図

10
）。

　

そ
う
す
る
と
、
バ
ス
や
鉄
道
と
い
う
の
は
、
人
が
集
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
路
線
が
あ
っ
て
、
利
用
者
が
増
え
る
。
利
用
者

の
方
が
乗
り
や
す
い
わ
け
で
す
か
ら
、
薄
い
市
街
地
が
ど
ん
ど

ん
広
が
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
公
共
交
通
に
と
っ
て
は
、
大

変
使
い
に
く
い
ま
ち
が
出
来
上
が
っ
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
中
に
、
こ
う
い
う
ま
ち
が
増
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
、
自
動
車
が
増
え
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
自
動
車
が
走
り
や
す
く
て
便
利
な
ま
ち
、

人
々
が
自
動
車
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
郊
外
型
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
自

分
の
家
か
ら
、
生
活
道
路
を
通
っ
て
、
幹
線
道
路
を
通
っ
て
、

買
い
物
に
行
く
。
帰
り
も
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
歩
く
と
い
う

よ
り
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
も
車
に
乗
っ
て
生
活
す
る
。
そ
う

す
る
と
、
当
た
り
前
で
す
け
れ
ど
、
市
街
地
が
広
が
っ
て
い
き
、

公
共
交
通
は
衰
退
し
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
中
心
市
街
地
も
衰
退

し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
、
ま
ち
が
疲
弊
を
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
渋
滞
対
策
を
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
、人
々

の
生
活
は
郊
外
化
し
空
洞
化
し
て
い
き
ま
す
（
図
11
）。

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
光
と
影

新
た
な
都
市
図・都
市
政
策
を

【図13】

【図11】

【図12】

その結果，モータリゼーション=自動車型社会
の光と影

14Doi KIU 14
1414

自動車が走りやすい空間を･･･
人の姿がない：低密度な市街地が拡大…

自動車型ライフスタイル
郊外型ライフスタイル

公共交通の衰退
中心市街地の衰退

自動車が便利
自動車が走りやすい

渋滞対策→郊外化→まちの空洞化

その結果…公共交通も負のスパイラル

15

①利用者減少

②収入減少④ サービス低下

③コスト削減
補助金
の投入

コミュバス
の運行

イベントの
実施

究極の赤字対策
廃線

中心市街地の衰退も同様

渋滞対策→郊外化→まちの空洞化

なんで，こうなった

① 便利で快適への希求

② めざすべき生活像・都市像が曖昧

③ 交通政策が手段ごとに別々

清濁両面の事柄

16

なんで，こうなった

① 便利で快適への希求

② めざすべき生活像・都市像が曖昧

③ 交通政策が手段ごとに別々

清濁両面の事柄

16
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モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
失
敗
を
犯
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
こ
と
を
、こ
う
い
っ
た
「
束
ね
る
力
」
と
い
う
も
の
が
、救
っ

て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
公
共
交
通
を
中
心
に
し
た
交
通
政
策
は
、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
＋
コ
ン
パ
ク
ト
」
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
、
拡
大
し
た
ま
ち
を
、
こ
れ
か
ら
人
口
減
少
時
代
に

ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
の
は
、
国
土
交
通
省
で
は
、「
コ
ン

パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
型
都
市
構
造
と
い
う
よ
う
で
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
き
ち
ん
と
作
り
、
人
の
移
動
の
仕
組
み
を
き

ち
ん
と
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
交
わ
り

部
分
に
、
拠
点
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
が
で
き
て
い
き
ま
す
（
図
16
）。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
人
の
移
動
を
束
ね
る
仕
組
み
を
作

る
こ
と
は
、
公
共
交
通
の
得
意
分
野
で
す
か
ら
、
こ
の
得
意
分

野
を
き
っ
ち
り
と
労
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
公
共
交
通

は
極
め
て
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
口
減
少
し
て
も
活
動

量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
社
会
の
健
全
な
発
展
は
、

ま
だ
ま
だ
で
き
そ

う
だ
と
思
い
ま
す
。

活
動
量
の
増
加
は
、

活
動
の
目
的
と
移

動
手
段
を
充
実
さ

せ
ま
す
。
こ
う
い

う
仕
組
み
を
作
る

こ
と
が
大
事
だ
と

い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
（
図
17
）。

て
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
失
敗
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
な
自
動
運
転
社

会
を
ど
の
よ
う
に
作
り
上
げ
て
い
く
か
、
こ
れ
を
き
っ
ち
り
と

考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
曖
昧

な
ま
ま
で
、
技
術
開
発
だ
け
に
奔
走
す
る
こ
と
を
心
配
す
る
の

は
、と
っ
て
も
大
事
な
の
で
す
。
技
術
的
進
行
を
一
生
懸
命
や
っ

て
く
の
と
同
時
に
、
法
整
備
で
あ
る
と
か
、
社
会
的
に
そ
れ
を

ど
う
い
う
ふ
う
に
受
け
入
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
一
緒
に

な
っ
て
考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
50
人
の
人
を
車
1
台
ず
つ
50
台
の
車
」
と
「
電
車
で
50
人
」、

ど
っ
ち
の
ほ
う
が
都
市
空
間
と
し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ

は
、
富
山
の
高
岡
市
の
写
真
で
す
が
（
図
15
）、
車
50
台
と
い

う
の
は
、
結
構
な
イ
ン
パ
ク
ト
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
電
車
に
こ

れ
だ
け
の
人
が
乗
っ
て
く
れ
た
ら
、
す
ご
く
効
率
的
に
人
を
運

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
車
を
停
め
る
場
所
も
要
り
ま

す
。
駐
車
場
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
車

で
1
0
0
人
来
る
と
、
渋
滞
が
凄
い
と
い
う
の
で
、
道
路
拡
幅

し
よ
う
と
思
う
と
、
ビ
ル
を
潰
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
ビ
ル
を

潰
す
わ
け
に
い
か
な
い
か
ら
、
外
側
に
道
路
を
作
る
と
、
外
側

の
ま
ち
が
疲
弊
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
結
局
は

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
の
間
違
い
を
繰
り
返
す
か
も
し
れ
ま

せ
ん
（
図
14
）。

　

最
近
、
自
動
運
転
の
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
自
動
運
転
も
技

術
革
新
の
成
果
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
都
市
の
移
動
の
仕
組

み
で
す
が
、
自
動
運
転
が
全
て
を
解
決
す
る
か
、
自
動
運
転
で

き
た
ら
何
で
も
O
K
か
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
と
い
う

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。
バ
ス
が
自
動
運
転
に
な
れ
ば
、
人
を
大

量
・
中
量
に
輸
送
で
き
る
仕
組
み
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
バ
ス
レ
ベ
ル
の
自
動
運
転
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
何
故
か
と
い
う
と
、
自
動
運
転
と
い
う
の
は
、
運
転
手
の

役
割
を
機
械
が
や
っ
て
安
全
に
運
行
す
る
わ
け
で
す
。
バ
ス
の

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
運
転
手
だ
け
で
は
な
く
車
掌
の
役
割
も
し
て

い
ま
す
。
人
間
な
ら
で
き
る
些
細
な
心
遣
い
を
、
A
I
が
ど
こ

ま
で
で
き
る
か
と
い
う
と
、
ま
だ
、
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

自
動
運
転
と
い
う
の
は
、
基
本
的
に
は
安
全
運
転
を
し
て
く

れ
る
、
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
車
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
そ
れ
が
都
市
に
集
中
す
る
と
、
ま
た
渋
滞
問
題
み

た
い
な
も
の
が
起
こ
っ
て
き
て
、
そ
れ
を
ど
う
解
決
す
る
か
と

い
う
こ
と
で
、
都
市
が
広
が
っ
て
行
っ
て
、
先
ほ
ど
言
っ
た
集

中
の
時
代
の
対
策
を
取
る
と
、
ま
た
都
市
の
空
洞
化
が
始
ま
っ

「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」型
都
市
構
造

【図16】

【図17】

これ支える交通政策が必要

• まちに対してネットワーク+コンパクト

• 人々の移動を「束ね」，都市空間を「分かち合う」

• これこそ公共交通の得意分野＇自動車は分散化
し，専用化する交通手段（

20

公共交通の重要性

社会の活力＝＇人口（×＇活動量（

人口が減少するなら

活動量を増やすことができれば社会の活力は維持

活動量の増加：活動の目的と移動手段の充実

○活動の目的：愉しみの活動＇３K+T（
○移動手段：「束ねる」

公共交通の得意分野
21

【図15】

これを支える交通政策が必要

富山県高岡市エコライフ撮影会写真より
＇撮影：(財)とやま環境財団，一部土井修正（

同じ50人を運ぶために必要となる都市空間

【図14】

これまでの政策＇交通だけでなく（
からの転換

• 産業革命以降の都市への集中・過密対策からの
転換＝成長・拡大に対する歪みの是正＝分散化

• これまでのようにお金をかけることからも転換

• 新たな都市政策が期待される時代

17

それは，どんなものか？
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乗
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
観
光
の
需
要
が
大
き
い
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
（
図
20
）。

　

も
う
一
つ
は
、
定
期
券
の
利
用
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

通
勤
・
通
学
者
の
定
期
券
で
す
。
通
学
の
定
期
は
、
高
校
が
廃

校
に
な
っ
て
、
遠
距
離
通
学
す
る
よ
う
な
人
た
ち
が
増
え
た
こ

と
で
利
用
が
増
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
鉄
道
・
バ
ス
の
利
用
者

の
非
常
に
重
要
な
担
い
手
は
高
校
生
で
す
。
高
校
生
を
き
っ
ち

り
と
運
ん
で
あ
げ
な
け
れ
ば
、
通
学
の
選
択
肢
が
な
く
な
る
と
、

そ
こ
に
は
も
う
住
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
家
族
全
員
が
引
っ

越
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
人
口
が
減

り
、
過
疎
地
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
少
な
く
と
も
高
校
卒
業
ま

で
は
、
行
き
た
い
高
校
に
行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
仕
組
み
を

か
と
い
う
と
、
意
外
に
そ
う
で
は
な
く
、
減
っ
て
い
る
と
こ
ろ

と
増
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
二
極
化
し
て
い
る
と
い
う
の

が
実
態
か
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
で
き
る
だ
け
頑
張
っ
て
、

お
客
様
が
増
え
る
ほ
う
の
世
界
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
（
図
19
）。

　

こ
れ
は
過
疎
地
の
過
疎
地
。
と
て
も
い
い
と
こ
ろ
で
、
豊
か

で
す
。
そ
こ
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
、
い
ろ
い
ろ
政
策

を
あ
の
手
こ
の
手
と
変
え
て
い
く
と
、
利
用
者
も
少
し
増
え
て

き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
利
用
者
が
増
え
て
い
る
の
は
何
故
で

し
ょ
う
か
。
一
つ
は
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
人
た
ち
が
昼
に

　

こ
れ
は
、
J
R
姫
路
駅
前
の
北
側
、
駅
前
広
場
で
す
。
横
断

歩
道
か
ら
手
前
の
駅
側
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
だ
け

で
す
。
そ
れ
以
外
の
一
般
車
は
入
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
と
い
う
の
で
す
が
、

人
が
た
く
さ
ん
歩
い
て
い
ま
す
。
夏
は
、
こ
の
広
場
に
切
り
込

み
が
あ
り
、
水
が
流
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で
い

ま
す
。
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
、
お
母
さ
ん
が
、
そ
の
遊
ん
で
い
る

姿
を
見
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
、
駅
前
に
人
が
集
ま
っ

て
、こ
こ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
た
り
、カ
ッ
プ
ル
が
座
っ
て

い
た
り
し
ま
す
。
交
通
が
変
わ
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
ま
ち
が
変
わ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
ま
ち
を
私
た
ち
も
で
き
る
だ

け
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
図
18
）。

　

次
に
、
公
共
交
通
の
現
状
に
つ
い
て
で
す
。
公
共
交
通
は
、

確
か
に
人
口
減
少
で
利
用
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

冷
静
に
考
え
て
み
る
と
、
乗
合
バ
ス
の
輸
送
人
員
、
地
域
鉄
道

の
輸
送
人
員
の
推
移
を
見
る
と
、
平
成
の
初
め
の
頃
が
ピ
ー
ク

で
徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
21
年
ご
ろ
を
底

に
、回
復
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
に
つ
い
て
も
、3
大
都
市
圏
で
も
、

20
年
頃
を
ボ
ト

ム
に
し
て
減
っ

て
い
ま
す
。

　

他
の
地
域
で

は
、
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
下

が
り
方
は
大
き

く
あ
り
ま
せ
ん
。

鉄
道
も
バ
ス
も
、

ピ
ー
ク
に
比
べ

る
と
ず
い
ぶ
ん

減
っ
て
い
ま
す
。

減
っ
て
い
く
の

公
共
交
通
増
加
の
背
景
と
可
能
性

公
共
交
通
の
現
状
と
サ
ー
ビ
ス

〜
交
通
が
変
わ
る
と
ま
ち
が
変
わ
る
〜

【図19】

【図18】

【図20】

公共交通の利用者数は減少,YorN

【地方鉄道の利用者数推移】

【乗合バスの輸送人員の推移】

国交省資料

交通が変わるとまちが変わる！

22

公共交通の利用者数は減少,YorN

【地方鉄道の利用者数推移】

【乗合バスの輸送人員の推移】

国交省資料

実際には、努力して潜在需要を掘り起こし、増加

25

実際には、努力して潜在需要を掘り起こし、増加

25
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3
割
く
ら
い
お
り
、
こ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め
に
、
公
共
交
通

を
整
備
す
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
な
り
の
値
打
ち
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
3
割
の
中
に
は
、
体
調
悪
い
時
、
運
転
で
き
な

い
時
に
外
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
、
含
ま
れ
ま
す
。

あ
る
い
は
天
候
の
悪
い
時
な
ど
、
い
ろ
ん
な
条
件
で
こ
の
3
割

は
増
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
3
割
の
人
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、
公
共
交
通
と
い
う
の
は
、
実
は
、
運
転
す
る
人
た

ち
の
た
め
に
も
必
要
な
も
の
で
す
。
公
共
交
通
不
要
論
は
、
車

ば
か
り
乗
っ
て
い
る
人
の
公
共
交
通
に
対
す
る
偏
見
だ
と
言
え

ま
す
（
図
22
・
23
）。

　

最
近
、
若
い
人
は
ネ
ッ
ト
ば
っ
か
り
し
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど

外
出
し
な
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
調
べ
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、外
出
の
多
い
人
の
ほ
う
が
、ネ
ッ
ト
を
た
く
さ
ん
使
っ

　

確
か
に
大
人
一
人
に
車
1
台
あ
る
よ
う
な
地
域
（
加
西
市
）

は
、
下
は
5
歳
か
ら
14
歳
の
子
ど
も
、
上
は
90
歳
以
上
も
含
め

て
、
外
出
す
る
人
の
8
割
が
、
自
動
車
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
車
を
気
軽
に
利
用
で
き
な
い
人
も
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
車
を
気
軽
に
利
用
で
き
な
い
人
は
ど
れ
く
ら

い
い
る
の
で
し
ょ
う
。
車
を
気
軽
に
利
用
で
き
な
い
人
と

い
う
の
は
、
一
つ
は
「
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
」。

も
う
一
つ
は
、「
そ
の
世
帯
に
車
が
な
い
」。
こ
う
い
う
世

帯
の
人
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
み
る
と
、
29
％
に
の
ぼ
り
ま

す
。
3
割
の
人
が
車
を
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

自
動
車
型
の
都
市
で
あ
る
富
山
市
で
も
同
じ
調
査
を
す

る
と
、
や
は
り
3
割
が
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
車
を

自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
人

た
ち
は
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
誰
か
に

送
迎
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
送
迎
し
て
も
ら
う
人
は
、

作
っ
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大
事
で
す
。

　

そ
し
て
、
通
勤
も
増
え
て
い
ま
す
。
通
勤
は
何
故
増
え
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
も
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、

一
つ
は
、
外
国
人
労
働
者
の
方
が
通
勤
に
使
わ
れ
る
と
い
う
の

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
上
げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
例

え
ば
、
バ
ス
と
鉄
道
の
乗
り
継
ぎ
を
し
や
す
く
す
る
と
、
定
期

を
買
っ
て
通
勤
し
よ
う
と
す
る
人
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
こ
れ
も
増
え
る
要
素
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
3
番
目
に
「
愉
し
み
の
交
通
」
で
す
。
こ
れ
は
、

実
は
今
ま
で
あ
ま
り
調
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
い

ろ
い
ろ
調
べ
る
と
面
白
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
。

人
の
交
通
は
、
基
本
的
に
は
通
勤
・
通
学
、
買
い
物
、
病
院
に

行
く
と
か
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
が
多
い
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

友
だ
ち
と
一
緒
に
遊
び
に
行
く
、
食
事
を
す
る
、
趣
味
の
活
動

を
す
る
た
め
の
利
用
が
多
い
で
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
「
愉

し
み
の
活
動
」
と
い
う
名
前
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
量
を
的
確
に
掴
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
も
、
こ
れ

か
ら
は
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
間
違
え
て
は

い
け
な
い
の
は
、
決
し
て
公
共
交
通
の
利
用
が
減
り
続
け
て
は

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
（
図
21
）。

【図22】

【図23】

【図24】

この地域はクルマがあればとっても便利

高齢者になったら公共交通のお世話になりたいが…
大人一人に1台のクルマが普及しているし…

ほんまに全員クルマを使っているのか？

27

増加の背景
この地域はクルマ社会だから…

28

■ 交通手段別分担率＇平成22年PT調査（

5～14歳を含んで

■ クルマを気軽に利用できない人の人口割合＇平成22年PT調査（

○クルマを気軽に利用できない人の定義
次のいずれかに該当する人
・自動車運転免許証を持っていない
・世帯にクルマがない

とっても住みやすい都市なのだけど
加西市公共交通活性化協議会資料

「30～40歳代の活動実態と個
人の意識の関係分析を通じた
都市交通政策に関する考察-
交通行動やインターネット利用
等の活動に着目して-」 
 
運輸政策研究No.77 
2018.07 

論文：ネットと外出活動の関係

西堀，土井他：

増加の背景
最近の若い者はネットばかりで…

29

実は，ネット利用時間が多い人
たちは外出も多い．

ネット利用時間が短い人たちは
外出も少ない

「30～40歳代の活動実態と個
人の意識の関係分析を通じた
都市交通政策に関する考察-
交通行動やインターネット利用
等の活動に着目して-」 
 
運輸政策研究No.77 
2018.07 

論文：ネットと外出活動の関係

西堀，土井他：

増加の背景
最近の若い者はネットばかりで…

29

実は，ネット利用時間が多い人
たちは外出も多い．

ネット利用時間が短い人たちは
外出も少ない

【図21】

近年の増加の背景

① 観光

② 通勤・通学

③ 愉しみの交通

→努力の成果と，マーケットを見誤らないように

26
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の
交
流
」
や
「
ス
ポ
ー
ツ
・
習
い
事
」
と
い
う
の
も
増
え
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
う
い
う
活
動
も
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い
け
な

ま
せ
ん
し
、
バ
ス
を

待
っ
て
、
鉄
道
を
待
っ

て
外
出
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ

ん
（
図
27
）。

　

免
許
の
有
無
で
、
違

い
ま
す
。
こ
れ
は
何
か

と
い
う
と
、「
社
交
・

レ
ジ
ャ
ー
・
散
歩
」
で

す
。
病
院
で
あ
れ
ば

送
っ
て
く
れ
る
が
、
友

だ
ち
と
遊
び
に
行
く
の

に
ま
で
、
送
っ
て
い
く

の
は
嫌
だ
と
思
う
人
が

い
た
り
、
遠
慮
し
た
り

し
て
、
な
か
な
か
外
出

で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
う
い
う
生
活

を
豊
か
に
す
る
よ
う
な

交
通
、
こ
こ
に
「
愉
し

み
の
活
動
」
と
書
い
て

い
ま
す
が
、
ど
う
し
て

も
潜
在
化
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
（
図
28
）。

　

こ
こ
に
交
通
手
段
を

入
れ
た
ら
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
か
。
神
戸
の
高

台
の
住
宅
で
、「
バ
ス

が
存
在
す
る
こ
と
で
実

現
す
る
活
動
は
何
か
」

と
い
う
こ
と
を
聞
く
と
、

当
然
な
が
ら
、
免
許
の

な
い
人
は
、
買
物
や
通
院
で
、
バ
ス
を
使
っ
て
い
て
助
か
っ
た

と
い
う
人
も
多
い
で
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
、「
知
人
と

て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
る
人
た
ち
が
外
出
も
多
い
と

い
う
こ
と
は
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
外
出
を
し
て
も
ら
う
よ
う
な

ア
ピ
ー
ル
を
し
た
ら
、
も
っ
と
外
出
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
因
果
関
係
で
は
な
く
、
相
関
関

係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
ど
ち
ら
が
原
因
か
は
よ
く
分

か
ら
な
い
で
す
が
、
少
な
く
と
も
外
出
を
し
て
い
る
人
た
ち
は

ネ
ッ
ト
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
を
た
く
さ
ん
使
っ

て
い
る
人
は
外
出
も
多
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
諦
め
る
と
い
う
必
要
は
全
く
な
く
、
そ
れ

を
逆
手
に
と
っ
て
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
の
た
め
の
選
択
肢

と
し
て
使
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
図
24
）。

　

最
後
に
、「
愉
し
み
の
交
通
」
で
す
。
も
う
公
共
交
通
の
潜

在
的
な
利
用
者
は
全
然
い
な
い
の
で
は
、
と
い
う
勘
違
い
を
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
内
閣
府
が
、
2
0
1
7

年
に
、
日
本
全
体
で
公
共
交
通
に
関
す
る
世
論
調
査
を
し
ま
し

た
。
そ
の
中
の
設
問
の
一
つ
に
、「
利
便
性
が
向
上
す
る
と
外

出
回
数
が
増
え
る
」
と
答
え
た
人
が
4
割
い
ま
す
。「
増
え
る

と
思
う
」
と
「
少
し
は
増
え
る
と
思
う
」
を
合
わ
せ
る
と
39
・

4
％
の
人
が
、
サ
ー
ビ
ス
が
上
が
る
と
、
利
便
性
が
向
上
す
る

と
外
出
す
る
と
答
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
こ
の
辺
り
に
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
可
能
性
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う

の
を
調
べ
て
み
ま
し
た
（
図
25
・
26
）。

　

高
齢
者
を
例
に
、
前
期
高
齢
者
と
後
期
高
齢
者
で
、
免
許
を

持
っ
て
い
る
人
と
持
っ
て
い
な
い
人
で
、
外
出
に
ど
ん
な
差
が

あ
る
か
と
い
う
の
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
パ
ー
ソ
ン
ト

リ
ッ
プ
調
査
、
生
成
原
単
位
と
い
う
も
の
で
す
が
、
近
畿
で
調

べ
て
み
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
前
期
・
後
期
で
も
、
高
齢
者

で
も
関
係
な
く
、
免
許
有
・
免
許
無
で
も
、
あ
ま
り
関
係
な
い

の
は
、「
通
院
」
な
の
で
す
。
通
院
の
た
め
に
は
、
頑
張
っ
て

移
動
を
さ
れ
ま
す
。
誰
か
に
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
か
も
し
れ

潜
在
的
な
交
通
需
要

〜「
愉
し
み
の
交
通
」の
可
能
性
〜

【図25】【図26】

愉しみの活動と生きがいと会話

30生きがい尺度を４点以下から9点の4区分

土井・西堀ほか：「愉しみの活動」に対
して生活に身近な「都市の装置」が果
たす役割：活動内容と会話に着目して

「Co*Design第5号」大阪大学COデザイ
ン，2019年4月
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い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
う
い
う
活
動
に
対
し

て
も
、
き
ち
ん
と
サ
ー

ビ
ス
を
つ
け
て
い
く
こ

と
で
、
人
々
は
そ
こ
に

住
ん
で
く
れ
て
、
利
用

者
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
す

（
図
29
）。

　

最
後
に
、
ま
だ
ま
だ

利
用
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
可
能
性
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
送
迎
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

こ
の
送
迎
と
い
う
の
は
、

送
迎
さ
れ
る
ほ
う
も
、
実
は
遠
慮
も
あ
り
、
送
迎
す
る
ほ
う
は

実
は
負
担
に
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
負
担
と
今
ま
で
分
析
さ

全
で
な
か
っ
た
り
、
接
遇
が
だ
め
だ

と
い
う
の
は
、
論
外
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
で
、

6
つ
程
度
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

鉄
道
の
場
合
は
、
き
ち
っ
と
し
た
路

線
を
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
う
。
あ

る
い
は
ど
こ
に
駅
を
作
る
か
。
今
回

の
吉
備
線
L
R
T
化
に
つ
い
て
も
、

駅
を
適
切
に
配
置
し
て
い
く
が
、
駅

に
、
H
U
B
と
書
い
て
ま
す
が
、
結

節
点
、
結
節
機
能
を
高
め
る
と
い
う

意
味
で
書
い
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
バ
ス
と
う
ま
く
乗
り
換

え
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
バ
ス
の
路
線
を
う
ま
く
持
っ
て
く
る
。

そ
の
運
行
ダ
イ
ヤ
を
き
ち
ん
と
設
計
す
る
。
そ
れ
は
自
分
た
ち

の
ダ
イ
ヤ
だ
け
で
は
な
く
、ハ
ブ
に
来
る
バ
ス
と
の
乗
り
換
え

時
間
を
、そ
ん
な
に
時
間
が
か
か
ら
ず
乗
り
換
え
が
で
き
る
。

運
賃
を
全
体
通
し
て
適
正
に
す
る
。
適
正
な
車
両
に
す
る
。
更

に
大
事
な
の
は
、
情
報
提
供
で
す
。
知
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
何

も
な
い
の
と
一
緒
で
す
。

　

こ
う
い
う
6
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
全
体
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
地
域
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
、
お
客
さ
ん
に
乗
っ
て

も
ら
い
、
遠
方
か
ら
来
て
い
た
だ
く
お
客
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
30
）。

　

滋
賀
県
竜
王
町
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
生
徒
・
学
生
を
、

保
護
者
、
子
ど
も
の
送
迎
を
や
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
方
に
聞
く

と
、
45
％
が
「
と
て
も
負
担
に
感
じ
て
い
る
」。「
や
や
負
担
に

感
じ
て
い
る
」
を
合
わ
せ
る
と
、
8
割
ぐ
ら
い
の
人
が
、
送
迎

に
負
担
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
（
図
31
）。

　

し
か
も
、
送
迎
は
、
公
共
交
通
、
バ
ス
や
鉄
道
の
利
用
が
少

な
い
エ
リ
ア
ほ
ど
多
い
と
い
う
こ
と
が
、
も
う
一
つ
の
デ
ー
タ

で
分
か
っ
て
い
ま
す
。
近
畿
圏
で
調
べ
る
と
、
35
歳
か
ら
44
歳

の
女
性
が
圧
倒
的
に
送
迎
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
、1
年

2
5
0
日
と
し
て
、
貨
幣
価
値
に
換
算
す
る
と
、
約
1
年
間
で

1
3
5
0
億
円
に
な
り
ま
す
。
凄
い
金
額
で
す
。
送
迎
片
道
だ

け
で
、帰
っ
て
く
る
時
間
を
計
算
し
て
い
な
い
の
で
、合
わ
せ
る

と
2
7
0
0
億
円
ぐ
ら
い
あ
る
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
（
図
32
）。

　

こ
う
い
う
こ
と
を
解
決
す
る
た
め
に
、
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ

ス
を
上
げ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
と
は

何
で
し
ょ
う
か
。
安
全
と
接
遇
は
当
然
必
要
な
こ
と
で
す
。
安

利
用
者
増
加
に
つ
な
が
る
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス

〜
結
節
機
能
を
高
め
る
〜

【図31】

送迎を受ける方も送迎する方も大変

37

滋賀県竜王町 H.30.2

生徒・学生の保護者対象の調査

問 子供の送迎の負担感

カテゴリ

とても負担に感じている

やや負担に感じている

あまり負担と感じていない

まったく負担と感じていない

不明・無回答

＇％ﾍﾞｰｽ（

N=264

公共交通の分担率が低いエリアほど送迎が多い

西堀・土井：「送迎交通とその担い手に着目した実態分析」，土木計画学研究・講演集No.59 ,201906

【図32】

38

指標 値 単位

送迎の担い手の人口 741.7 千人

全送迎回数(a) 1,156.2 千トリップ

送迎トリップの平均所要時間(b) 15.4 分

総送迎トリップの所要時間(a*b) 29.7 万時間/日

平均所定内労働時間(c) 7.3 時間

労働力換算(a*b/c) 40.7 千人・日

乗用車の時間価値(d) 39.6 円/分・台

乗用車の平均乗車人数(e) 1.31 人/台

送迎時間の費用換算値(a*b*d/e) 5.4 億円/日
資料

a,b: 第5回近畿圏PT調査

c: 厚生労働省平成29年度平均所定内労働時間

d: 国土交通省道路局費用便益分析マニュアル　平成30年2月
e: 平成27年度道路交通センサス速報値

近畿圏では ～ 歳の女性の約 ％
が送迎を担っている
これを貨幣換算すると

年間約 億円： 億円 日× 日

【図33】

【図34】

利用者増加につながる
公共交通のサービスとは

39

利用者増加につながる
公共交通のサービスとは

39

公共交通のサービスの本質
美味しいレストランになるためには

① LINK＇路線・系統（

② NODE・HUB＇バス停・乗換・

ターミナル・駅（

③ ダイヤ＇頻度・所要時間・接続（

④ 運賃

⑤ 車両

⑥ 情報提供

40

×
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２．創造

安全と接遇は当然として

公共交通のサービスの本質
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×

利用促進

１．転換

２．創造

安全と接遇は当然として

【図29】

バスが存在することで実現する活動（免許の有無）
愉しみの交通が顕在化

34

**：1％有意
＊：5％有意

生活に不可欠な移動（通勤・通学，買物，通院・デイケア）だけでなく，

知人との交流，スポーツ・習い事など愉しみの交通が顕在化する

住吉台と渦森台の合計値

【図30】 増加の背景
送迎は美談か？

36

送迎の車内は，娘と会話ができる数少ない時間

実は，送迎される方も遠慮するし，送迎する方の負担も…
送迎交通は公共交通利用分担率と逆相関

誰が送迎しているのだろうか？

増加の背景
送迎は美談か？

36

送迎の車内は，娘と会話ができる数少ない時間

実は，送迎される方も遠慮するし，送迎する方の負担も…
送迎交通は公共交通利用分担率と逆相関

誰が送迎しているのだろうか？
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M
a
a
S
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
行

き
た
い
と
こ
ろ
、
目
的
地
ま
で
ス
ト
レ
ス
な
く
移
動
で
き
る
ア

イ
テ
ム
で
す
。
い
ろ
ん
な
ル
ー
ト
案
の
な
か
で
、
自
分
に
相
応

し
い
ル
ー
ト
案
を
提
案
し
て
も
ら
え
ま
す
。
そ
れ
か
ら
決
済
も

し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
前
段
に
情
報
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
な
く
す
こ
と
が
前
提
と

し
て
あ
り
ま
す
。
J
R
東
海
と
J
R
西
日
本
を
例
に
と
る
と
、

J
R
東
海
の
東
海
道
新
幹
線
が
、
京
都
駅
に
着
く
前
に
は
、「
大

津
方
面
に
行
か
れ
る
方
は
、
J
R
東
海
道
線
、
高
槻
方
面
も

J
R
東
海
道
線
に
乗
り
ま
し
ょ
う
」。「
嵯
峨
・
嵐
山
方
面
は
山

陰
線
に
乗
っ
て
く
だ
さ
い
」。
こ
う
い
う
車
内
放
送
が
流
れ
ま
す
。

　

一
方
、
J
R
西
日
本
の
京
都
駅
に
降
り
る
と
、
東
海
道
線
が

あ
ま
り
な
く
て
、
琵
琶
湖
線
で
あ
っ
た
り
、
京
都
線
で
あ
っ
た

り
、
嵯
峨
野
線
で
あ
っ
た
り
、
情
報
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
山
盛
り

で
す
。
そ
う
い
う
情
報
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
ど
う
埋
め
て
い
く
の

か
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
公
共
交
通
を
使
う
人

の
な
か
に
は
、
も
ち
ろ
ん
ハ
ー
ド
な
ユ
ー
ザ
ー
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
初
め
て
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
初
め
て
の
方

に
も
使
い
や
す
い
も
の
に
し
て
い
く
と
、
い
つ
も
乗
っ
て
い
る

人
に
も
、
と
っ
て
も
使
い
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
37
）。

　

吉
備
線
L
R
T
化
は
、
素
晴
ら
し
い
で
す
。
よ
く
こ
こ
ま
で

で
き
た
な
と
思
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
十
数
年
前
と
は
、
状
況
が
変
わ
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
今
、
L
R
T
化
を

す
る
こ
と
で
、
ど
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
L
R
T
を
導
入
し
て
、
今
ま
で
ピ
ー
ク
時
3
本
だ
っ

た
本
数
を
増
や
し
ま
す
。
駅
も
7
箇
所
増
や
し
ま
す
。皆
さ
ん

が
使
い
や
す
い
も
の
を
、お
金
も
か
け
て
作
り
ま
す
。と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
岡
山
市
と
総
社
市
、
あ
る

鉄
を
上
手
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
役
割
分
担
を
し
て
、
パ

イ
が
広
が
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て
き
ま
し
た
（
図
35
）。

　

こ
れ
は
京
都
市
交
通
局
の
事
例
で
す
が
、
う
ま
く
結
節
点
整

備
を
す
る
と
、
電
車
が
着
い
て
5
分
で
、
バ
ス
が
待
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
全
部
そ
う
で
す
。
京
都
市
交
通
局
の
北
大
路
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
は
、
大
体
9
分
に
電
車
が
着
き
ま
す
。
市
バ
ス
は
な

ん
と
4
分
に
出
ま
す
。
こ
う
い
う
非
常
に
分
か
り
や
す
い
仕
組

み
を
作
る
と
、
送
迎
が
減
り
ま
す
。
電
車
が
来
て
バ
ス
を
使
う

こ
と
で
、
一
気
に
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行
け
る
の
で
、
片
道
だ

け
こ
う
い
う
も
の
を
使
っ
て
い
る
と
、
回
数
券
し
か
買
っ
て
く

れ
な
い
の
で
す
が
、
往
復
で
使
っ
て
く
れ
る
と
定
期
券
の
利
用

が
増
え
ま
す
（
図
36
）。

　

鉄
道
も
同
じ
で
す
。
地
下
鉄
は
右
肩
上
が
り
で
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
ま
す
。
役
割
分
担
を
し
て
い
っ
て
、
お
互
い
に
サ
ー
ビ

ス
を
う
ま
く
作
り
あ
う
こ

と
が
大
事
に
な
り
ま
す
。

こ
う
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
上

げ
て
い
く
と
、M
a
a
S
に

対
応
す
る
仕
組
み
も
で
き

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

う
と
い
う
こ
と
が
、
利
用
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
、
極
め
て

重
要
な
こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
33
・
34
）。

　

特
に
今
回
の
吉
備
線
L
R
T
化
に
際
し
て
、
幹
線
鉄
道
と
二

次
交
通
の
役
割
が
こ
れ
か
ら
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

鉄
道
を
通
し
て
バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
を
上
げ
て
い
く
と
、
そ
の
周

辺
の
バ
ス
会
社
や
、
タ
ク
シ
ー
会
社
が
大
変
儲
か
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
、
限
ら
れ
た
パ
イ
を
取
り
合
う
の
で
は
な

く
、
パ
イ
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
人
た
ち
が
移
動
し
や

す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
他
の
バ
ス
事
業

者
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
利
益
が
あ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
全
体
の
パ
イ
の
拡
大
を
考
え
て
い
く

た
め
に
は
、
幹
線
と
二
次
交
通
、
そ
れ
か
ら
、
公
共
交
通
の
役

割
を
き
ち
ん
と
考
え
て
い
き
、
そ
れ
を
議
論
す
る
形
を
つ
く
る
。

そ
れ
が
地
域
交
通
公
共
化
で
す
。

　

こ
れ
は
、
三
田
市
の
地
域
交
通
網

形
成
計
画
で
す
。
三
田
市
は
路
線
が

分
か
り
に
く
く
、
1
回
の
乗
り
換
え

で
駅
や
主
要
施
設
に
辿
り
着
け
る
よ

う
に
、
幹
線
バ
ス
、
J
R
、
神
戸
電

吉
備
線
L
R
T
化
を
契
機
に

〜「
お
団
子
と
串
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
」に
〜

【図35】

特に幹線と二次交通の役割分担

41

• 行政・事業者はそれぞれ自分たちが担当する地域の個
別の鉄道・バス等にだけ目が行き勝ち

• 先ずは全体のパイの拡大を企図するサービスを

• 例えば「1回乗換で駅・主要施設に」＇三田市網計画（

• これを有効にするためには，結節点整備

路線・系統，施設，ダイヤ，料金，情報提供の充実

【図36】

例えば

42

新運転計画の目標値＝330千人/日

新運転計画の実施
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利用者増加に関する考察-京都市交通局

の近年のと理組から」，土木計画学研究，
201706

8つの大快革の結果の利用者数

例えば，送迎をなくすと定期利用者が増加する

例えば
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土井・児玉・萱島：「バスサービスの充実と
利用者増加に関する考察-京都市交通局

の近年のと理組から」，土木計画学研究，
201706

8つの大快革の結果の利用者数

例えば，送迎をなくすと定期利用者が増加する

【図37】

MaaSに対応するにしても

• 公共交通のサービスが充実していることが大
前提

• 情報提供の穴なども埋めていくことが必要

新幹線の車内放送と駅表示のミスマッチ

43
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都
市
の
維
持
コ
ス
ト
が
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
都
市

交
通
政
策
的
に
言
う
と
、
財
政
の
危
機
を
招
き
か
ね
な
ま
せ
ん
。

で
き
る
だ
け
人
口
密
度
を
真
ん
中
に
集
め
て
、
人
が
た
く
さ
ん

住
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
都
市
の
維
持
コ
ス
ト
が
下
が

り
ま
す
。
財
政
的
に
余
裕
が
出
て
く
る
の
で
、
様
々
な
文
化
政

策
に
お
金
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

見
た
時
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

富
山
市
は
、
串
と
お
団
子
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と
に
、
舵
を
切
っ
て
い
ま
す
（
図
42
・

43
・
44
）。

　

岡
山
市
で
も
、
公
共
交
通
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
き
ち
ん
と
作
る
た
め
に
、
フ
ィ
ー
ダ
ー
バ
ス
と

L
R
T
が
、
ホ
ー
ム
か
ら
ホ
ー
ム
へ
乗
り
換
え
が
で
き
ま
す
。

雨
に
濡
れ
な
く
て
移
動
で
き
ま
す
。
L
R
T
が
カ
バ
ー
で
き
な

い
地
域
の
人
た
ち
を
集
め
て
、バ
ス
で
運
ん
で
く
れ
ま
す
。非
常

に
よ
く
で
き
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ

こ
そ
串
と
お
団
子
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
ど
ん
な
効
果
が

あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
市
内
電
車
の
環

（
図
41
）
で
す
。
こ
れ
は
も
の
す
ご
く
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ど

う
意
味
が
あ
る
か
と
言
う
と
、
横
軸
が
人
口
密
度
で
、
縦
軸
が

都
市
を
維
持
し
て
い
く
費
用
で
す
。
1
年
間
に
い
く
ら
か
か
る

か
で
す
。
都
市
の
維
持
費
用
と
い
う
の
は
、除
雪
費
、道
路
清
掃
、

公
園
の
管
理
費
用
、
下
水
の
管
理
費
用
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を

足
し
合
わ
せ
ま
す
。

　

横
軸
の
人
口
密
度
で
す
が
、
こ
の
線
は
何
か
と
い
う
と
、
富

山
市
の
人
口
密
度
あ
た
り
、
お
金
が
ど
れ
ぐ
ら
い
か
か
る
か
を

表
し
た
も
の
で
す
。
現
在
富
山
市
は
、
人
口
密
度
が
中
心
市
街

地
を
中
心
に
、
1
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
た
り
40

人
ぐ
ら
い
で
す
。
人

口
が
少
な
く
な
っ
て

い
く
と
、
都
市
の
維

持
コ
ス
ト
が
上

が
っ
て
い
き
ま
す
。

い
は
岡
山
県
の
こ
の
あ
た
り
に
、
電
車
が
走
っ
て
い
る
と
い
う

の
は
、
非
常
に
宣
伝
効
果
が
あ
り
ま
す
。
車
型
の
ま
ち
か
ら
公

共
交
通
型
の
ま
ち
に
す
る
の
だ
と
い
う
意
識
が
非
常
に
は
っ
き

り
す
る
と
思
い
ま
す
（
図
38
）。

　

そ
れ
か
ら
、
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
個
別
に
鉄
道
、
バ
ス
、
自

動
車
を
考
え
る
の
で
は
な
く
て
、
全
体
を
適
正
な
使
い
や
す
い

ま
ち
に
し
て
い
く
。
自
動
車
も
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の

自
動
車
の
パ
イ
を
小
さ
く
し
て
、
鉄
道
や
バ
ス
の
パ
イ
を
も
っ

と
大
き
く
し
て
い
く
。
あ
る
い
は
自
転
車
が
走
り
や
す
い
、
こ

う
い
う
パ
イ
を
、
こ
の
円
を
大
き
く
し
て
い
く
。
こ
う
い
う
こ

と
を
、
総
合
交
通
政
策
と
言
う
の
で
す
が
、
個
別
の
交
通
手
段

だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
作
り
と
連
携
し
て
、
全
体
の
交
通
の
シ

ス
テ
ム
を
使
い
や
す
く
し
て
い
く
仕
組
み
を
是
非
作
り
た
い
も

の
で
す
（
図
39
・
40
）。

　

富
山
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、「
お
団
子
と
串
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
富
山
港
線
が
生
か
さ

れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
富
山
市
の
職
員
さ
ん
が
作
ら
れ
た
図

【図40】

【図41】

【図39】

【図42】

交通をトータルに考える

徒歩

自動車

自転車

バス

鉄道

コスト，利便性

距離

高

中

低

短 中 長
46

富山市：将来に禍根を残さない都市構造
低炭素都市圏政策論

都市の維持コスト＝コンパクトシティの時代

都市施設の維持とは除雪、道路清掃、街区公園管理、下水道管渠管理

富山市コンパクトシティ研究会
＇2004（：「富山市コンパクトなま
ちづくり調査研究報告書」

富山市の取組

LRT化は重要なメッセージ！

• 両市はクルマ型のまち→公共交通型のまちへ

45

L=20.4km，利用者数 11千人/日

イニシャル 約240億円，ランニング 約6億円/年

ネットワーク コンパクト

低炭素都市圏政策論

コンパクトなまちづくり＇集約型都市構造（

公共交通の充実

「串」と「団子」の都市構造
公共交通整備を中心に

富山ライトレール．岩瀬浜，撮影：土井

富山市：将来に禍根を残さない都市構造
低炭素都市圏政策論

都市の維持コスト＝コンパクトシティの時代

都市施設の維持とは除雪、道路清掃、街区公園管理、下水道管渠管理

富山市コンパクトシティ研究会
＇2004（：「富山市コンパクトなま
ちづくり調査研究報告書」

富山市の取組

【図38】

３．吉備線LRT化を契機に

44

20180406
交通新聞

３．吉備線LRT化を契機に

44

20180406
交通新聞

３．吉備線LRT化を契機に

44

20180406
交通新聞
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ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
に
つ
い
て
、
少
し
だ
け
話
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。「
乗
っ
て
残
そ
う
公
共
交
通
」
か
ら
「
乗
っ
て

創
ろ
う
魅
力
あ
る
ま

ち
」
に
し
ま
し
ょ
う
と
、

労
働
組
合
の
皆
さ
ん
が
、

率
先
し
て
や
っ
て
い
く

と
、
と
っ
て
も
迫
力
あ

る
も
の
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
「
乗
っ
て
創

ろ
う
魅
力
あ
る
ま
ち
」

と
い
う
の
は
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
は
な
く
て
、
具

体
的
に
も
っ
と
実
の
あ

る
も
の
で
す
（
図
47
）。

　

ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
に
つ
い
て
言
う
と
、
セ
ク
タ
ー
と
い

う
の
は
行
政
と
い
う
意
味
で
す
。
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
と
い
う
の

は
、
複
数
の
行
政
分
野
に
ま
た
が
る
と
い
う

意
味
で
す
。
だ
い
た
い
公
共
交
通
は
、
赤
字

の
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す
が
、
赤
字
を
問
題

に
す
る
と
、「
や
め
ま
し
ょ
う
」
や
、「
便
数

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
話
に
な
り
が

ち
で
す
が
、
大
事
な
こ
と
は
、
公
共
交
通
が

あ
る
こ
と
で
、
ま
ち
を
黒
字
に
し
て
い
る
か

ど
う
か
で
す
。
ま
ち
に
役
に
立
っ
て
い
る
か

ど
う
か
で
す
。

　

ま
ち
が
役
に
立
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
尋

ね
る
と
、
今
ま
で
は
な
ん
と
な
く
健
康
に
い

い
か
ら
、
あ
る
い
は
鉄
道
が
あ
る
と
心
が
休

ま
る
か
ら
、
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
も
重
要
で
す
が
、
そ
う
い
う
定
性

的
な
も
の
だ
け
で
は
な
し
に
、
定
量
的
な
も

状
線
化
が
も
た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
、
5
年
間
の
調
査
で
、
電

車
を
使
う
人
た
ち
の
ほ
う
が
、
滞
在
時
間
が
長
く
、
消
費
金
額

が
高
か
っ
た
と
い
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

は
、
人
口
の
分
布
で
す
が
、
人
口
の
社
会
動
態
、
社
会
増
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

　

吉
備
線
L
R
T
化
で
期
待
さ
れ
る
の
は
、
先
ほ
ど
か
ら
言
っ

て
い
る
公
共
交
通
型
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
あ
る
い
は
ま
ち
づ

く
り
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。
実
際
、
公
共
交
通
全
体
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
向
上
も
果
た
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
か
ら
、
6
つ
の
サ
ー
ビ
ス
、
特
に
H
U
B
＆
S
P
O
K
E

み
た
い
な
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
（
図
45
）。

　

こ
の
期
待
を
労
働
組
合
の
皆
さ
ん
も
含
め
た
、
公
共
交
通
の

事
業
者
の
皆
さ
ん
、
行
政
の
皆
さ
ん
、
市
民
の
目
で
こ
う
い
う

内
容
に
つ
い
て
、
検
証
し
て
い
き
ま
す
（
図
46
）。

　

ま
た
、
外
出
手
段
、
外
出
目
的
、
利
用
交
通
の
手
段
が
変
化

し
ま
す
。
た
ま
に
は
、
車
ば
か
り
乗
っ
て
い
る
人
も
、
鉄
道
に

乗
っ
て
、
L
R
T
に
乗
っ
て
ま
ち
に
来
ま
し
た
と
い
う
人
が
出

て
く
る
と
す
ご
く
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

「
乗
っ
て
創
ろ
う
魅
力
あ
る
ま
ち
」

〜
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
と
は
？
〜

【図45】

【図46】

【図47】

吉備線LRT化で期待されること

• 都市政策として歩く+公共交通型のまちに

• まちづくりのシンボル

• 公共交通全体のネットワーク機能向上

・６つのサービス

・特にHUB＆SPOKE
• 導入効果の継続的な検証と活かし方

・事業者，行政，市民の目で

・外出回数＆目的，利用手段の変化，クロス

セクター効果，まちの賑わい…
51

４．JR西労組への期待

現場を支える人たち

移動を支える仕事＝移動の活性化

を通じて魅力ある社会を構築する仕事

52

「乗って残そう公共交通」

「乗って創ろう魅力あるまち」

53

【図43】【図44】

まちとの関係
富山市：市内電車環状線化の効果測定
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野
や
様
々
な
分
野
で
、
廃
線
に
し
た
公
共
交
通
の
代
替
の
バ
ス

な
り
を
出
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
お
金
が
か
か
り
ま

す
。
代
替
費
用
を
計
算
し
て
、
そ
れ
に
対
し
て
財
政
支
出
を
補

う
、
内
部
補
填
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
プ
ラ
ス
の
分
が
あ
れ
ば
、

ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
と
し
て
、
金
額
で
カ
ウ
ン
ト
が
で
き
ま

す
。
行
政
12
分
野
ぐ
ら
い
か
ら
計
算
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

実
際
計
算
し
て
い
ま
す
（
図
51
・
52
）。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
場
合
の
計
算
を
す
る
と
、こ
れ
は
兵
庫
県

福
崎
町
で
す
が
、
行
政
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
、
約

1
7
0
0
万
も
お
金
を
出
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

で
す
か
ら
、
収
入
が
あ
り
ま
せ
ん
。
赤
字
な
の
で
止
め
よ
う
と

い
う
案
が
で
て
き
ま
す
。
止
め
た
後
は
ど
う
な
る
か
、
代
替
費

用
を
計
算
す
る
と
、
約
2
億
円
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
の
費
用
を
計
算
す
る
と
、
約
2
3
0
0
万
ぐ
ら
い
か
か
り
ま

す
。
6
4
0
万
ぐ
ら
い
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
を
続
け
て
い
く
と
、
予
算
の
赤
字
を
埋
め
て
、

1
7
0
0
万
ぐ
ら
い
の
効
果
が
あ

り
、
6
4
0
万
の
得
に
な
り
ま
す
。

結
果
そ
の
補
助
は
間
違
っ
て
い
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
は
、
こ
の
よ

う
に
、
自
分
た
ち
の
や
っ
て
い
る

活
動
に
対
し
て
、
ま
ず
、
様
々
な

分
野
に
ど
れ
だ
け
役
に
立
っ
て
い

る
か
を
計
算
す
る
方
法
で
す
（
図

53
・
54
・
55
）。

　

最
後
に
「
制
度
を
活
か
そ
う
」

と
書
い
て
い
ま
す
が
、
法
制
は
で

き
て
い
ま
す
。
今
、「
地
域
交
通

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
検
討
会
」
が
国
交
省
で
あ

り
ま
す
。
見
本
の
見
直
し
、
あ
る

い
は
財
源
の
見
直
し
を
し
て
い
る

最
中
で
す
が
、
そ
れ
が
上
手
く
機

る
仕
組
み
を
考
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
何

ら
か
の
形
で
、
赤
字
に
つ
い
て
行
政
が
補
助
を
す
る
こ
と
で
、

運
行
を
続
け
た
り
、
内
部
補
助
を
す
る
こ
と
で
、
運
行
を
続
け

た
り
、
補
助
が
で
き
な
か
っ
た
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
下
げ
て
い
く
。

こ
う
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

　

こ
の
財
政
支
出
が
な
く
な
っ

た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

廃
線
に
な
り
ま
す
。廃
線
に
な
っ

た
時
に
は
、
例
え
ば
、
子
ど
も

た
ち
が
学
校
に
行
く
の
に
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
ら
な
い
と
い

け
な
い
。
病
院
に
行
っ
て
い
た

人
に
は
、
病
院
が
送
迎
の
バ
ス

を
出
し
た
り
し
な
い
と
い
け
な

い
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
、
い
ろ

ん
な
お
金
が
、
福
祉
や
医
療
分

の
を
使
う
と
ど
う
な
る
か
で
す
（
図
48
・
49
・
50
）。

　

今
ま
で
、
赤
字
・
黒
字
と
い
う
の
は
、
運
賃
収
入
が
鉄
道
を

動
か
し
て
い
る
お
金
と
比
べ
て
、
運
賃
収
入
が
少
な
い
か
ら
赤

字
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
赤
字
を
な
ん
と
か
解
消
す

【図50】【図51】

【図52】

公共交通・赤字だとすると

56

赤字ということで３つの問題

①赤字を解消するために
支出を削減する
→廃止が最も効果的

②補助をするにしても，赤字
分を充当する
→利用促進などは想定外

③担当者の意欲が低下？

赤
字

赤字→地域を支えるための費用

57

地域を支えるための費用
地域公共交通＝インフラ…

定性的に語られることは多かった

財政支出：赤字補填？

福祉・医療・地域活動・教育・産業
観光…の代替費用と補助金の差
クロスセクター効果=代替費用ー財政支出
定量的＝可視化できるようにしたい

ということで算出を試みている 

先ずは「赤字」と呼ばない様にしよう

クロスセクター効果＇地域公共交通の有する多面的な効果（

58 

行政１２分野のコスト縮減につながる可能性がある

クロスセクター効果＇地域公共交通の有する多面的な効果（

58 

行政１２分野のコスト縮減につながる可能性がある

クロスセクター効果＇地域公共交通の有する多面的な効果（

58 

行政１２分野のコスト縮減につながる可能性がある
クロスセクター効果＇地域公共交通の有する多面的な効果（

58 

行政１２分野のコスト縮減につながる可能性がある

【図48】【図49】

クロスセクター効果を理解しよう

• 地域公共交通はインフラ？ビジネス？

54

表 欧米各都市における都市鉄道の運賃回収率

運賃回収率：運行費用に対する運賃の割合＇不足分が行政的な補助が充当される（

出典：Jane’s Urban Transport Systems,2014-2015

地域公共交通「赤字の意味」

• 地域の人たちの心に火を灯すのが地域公共交通

• サービス向上を通じて地域公共交通の利用者数
の増加を実現することは，かなり可能＇先ずは総
需要を確認する必要がある（

• しかし，それでも黒字化は容易ではない

• 大事なことは「まちを黒字」にすること
55
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を
引
っ
張
っ
て
い
く
よ
う
な
、
活
動
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
（
図
56
）。

能
す
る
と
、
こ
う
い
う
地
域
公
共
交
通
を
含
め
て
、
今
よ
り
も

使
い
や
す
い
も
の
が
で
き
て
い
き
ま
す
。
労
働
組
合
の
皆
さ
ん

に
は
、
地
域
公
共
交
通
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
を
引
っ
張
っ
て
い
く
、
あ
る
い
は
公
共
交
通
の
皆
さ
ん

【図53】

公共交通がなくなった場合に

59 

公共交通がなくなった場合に

59 

【図54】【図56】

【図55】

例えば，高校生の通学が多い路線

• 路線バスが補助金がカットされて路線がなくなる
場合

• ＇通学に対する代替費用（

貸切スクールバス運行費用 [円/年]
＝貸切バス利用料金 [円/日] ×必要台数×運
行日数 [日/年]－現在実施している通学のための
地域公共交通利用補助対策費 [円/年]

□クロスセクター効果＝代替費用ー補助金
60

最後に，制度を活かそう

69

法制度的には結構頑張っている

「交通政策基本法」2013
「改正・地域公共交通活性化再生法」2014

市町村が中心になることが明記

法定協議会・地域公共交通会議の活用

行政・事業者・住民の3つの対立軸について本音
の議論と感謝の言葉がブレークスルーを生み出す

61

出典：
西村和記・東徹・土井勉・喜多秀行

「公共交通の赤字とは－クロスセクター効果で測る立地適正化計画と地域公共交通網形成計画の総合評価－」
土木計画学研究発表会201806

兵庫県F町での計算例

61

出典：
西村和記・東徹・土井勉・喜多秀行

「公共交通の赤字とは－クロスセクター効果で測る立地適正化計画と地域公共交通網形成計画の総合評価－」
土木計画学研究発表会201806

兵庫県F町での計算例
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の
道
に
入
っ
て
い
ま
す
（
図
59
）。
ど
れ
く
ら
い
増
え
、
ど
れ

ぐ
ら
い
減
っ
た
か
と
い
う
と
、今
後
1
0
0
年
で
、急
に
上
が
っ

て
急
に
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。今
ま
で
だ
れ
も
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
時

代
に
、
こ

れ

か

ら

入
っ
て
い

き

ま

す

（
図
60
）。

　

こ
れ
を

地
方
別
に

見
る
と
、

殆
ど
の
都

道
府
県
で

減

少

と

な
っ
て
い

ま
す
（
図

61
）。

に
移
行
す
る
と
き
に
、
廃
線
の
議
論
が
な
さ
れ
た
路
線
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

上
が
国
鉄
分
割
民
営
化
当
時
の
87
年
当
時
の
平
均
の
輸
送
密

度
で
、
下
が
、
2
0
1
6
年
の
輸
送
密
度
と
い
う
こ
と
で
、
多

く
の
路
線
で
利
用
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
廃
線
に
な
っ
た
三
江
線
も
、
こ
う
い
っ
た
形
で
減
少
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
悲
し
い
現
実
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
可
部
線
で
す
。
一
部
延
伸
し
ま
し
た
が
、
利
用
客
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
心
強
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
触

れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
人
口
減
少
に
つ
い
て
は
、
2
0
0
8
年
の

1
億
2
8
0
0
万
人
を

ピ
ー
ク
に
、
す
で
に
減
少

J
R
西
日
本
を
取
り
巻
く
環
境

　

ま
ず
は
、
J
R
西
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
で
す
。

J
R
西
日
本
の
運
輸
収
入
と
い
う
の
は
、
新
幹
線
、
ア
ー
バ
ン

エ
リ
ア
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
路
線
の
総
延
長
距
離

の
僅
か
3
割
の
路
線
で
、
9
割
近
く
の
収
益
を
得
て
い
ま
す
。

逆
に
い
う
と
、
路
線
延
長
の
7
割
の
地
方
路
線
で
は
た
っ
た
1

割
、
13
％
ぐ
ら
い
の
収
益
し
か
得
ら
れ
て
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
（
図
57
）。

　

そ
の
地
方
路
線
の
厳
し
い
現
状
を
、
こ
ち
ら
に
ま
と
め
て
い

ま
す
（
図
58
）。
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
1
日
あ
た
り
乗
客

1
0
0
0
0
人
以
下
の
路
線
で
す
。
2
0
0
0
人
以
下
の
路
線

が
12
路
線
。
4
0
0
0
人
以
下
の
路
線
が
9

路
線
あ
り
ま
す
。
2
0
0
0
、4
0
0
0
と

い
う
の
は
何
か
と
い
う
と
、
国
鉄
か
ら
J
R

J
R
西
労
組
の
取
り
組
み

政
策
・
調
査
部
長（
当
時
）　
宮
野
　
勇
馬

取り巻く環境

2

新潟の直江津から南は福岡の博多までの
２府１６県にまたがる西日本エリア

新幹線 約51％

地方路線 約13％

山陽新幹線や近畿圏（路線延長の３割）の
経営基盤はあるもののエリア内のほとんどは
採算状況の厳しい地方路線（路線延長の７割）
(全路線の３割で87％の収益)
言い換えると(全路線の７割で13％の収益)

近畿圏 約36％

運輸収入の内訳
(2016年度)

取り巻く環境

’87平均通過量 人 日キロ 減少率
（％）’16平均通過量 人 日キロ

路線名

津山線

％

木次線

％

伯備線

％

因美線

％
姫新線

％

大糸線

％

越美北線

％

氷見線

％

七尾線

％

小浜線

％

城端線

％ 高山線

％

桜井線

％
和歌山線

％
紀勢線

％

加古川線

％

舞鶴線

％

播但線

％
赤穂線

％

吉備線

％

芸備線

％

福塩線

％

境線

％

三江線

％

呉線

％

可部線

％
岩徳線

％

山口線

％

宇部線

％
小野田線

％

美祢線

％

※平均通過人員１万人未満（2016年）の線区のみ抜粋
3

平均通過量（輸送密度）
黄色・・・2,000人以下（12路線）
青色・・・4,000人以下（9路線）

4

取り巻く環境

日本の人口は、2008年のピークを境に、減尐を始めている。
2060年には、総人口が9,000人を割り込むことが予想されている。

6

取り巻く環境

都道府県別に見ると、８都県以外の全てで人口減尐。
西日本エリアのほとんどの府県で減尐。

5

取り巻く環境
日本の人口は、2008年のピークを境に、今後100年で100年前に戻る。

これは、1000年単位で見ても類を見ない、極めて急激な減尐。

【図57】

【図58】

【図59】

【図61】 【図60】
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際
の
担
当
者
と
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
具
体
的
な
議
論
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
国
会
議
員
や
地
方
議
員
の
皆
さ
ん

と
、
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
員
の
皆
さ
ん

だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
政
策
を
作
る
秘
書
の
方
と
の
意
見
交

換
会
も
毎
年
実
施
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
（
図
66
・
67
）。

　

2
0
1
7
年
の
税
制
改
正
要
綱
は
大
き
い
税
制
改
正
で
し
た

J
R
連
合
と
連
携

　

そ
う
い
っ
た
現
状
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
J
R
連
合
と
取
り

組
ん
で
き
た
中
身
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
交

通
重
点
政
策
」
を
、
毎
年
発
行
し
て
き
ま
し
た
（
今
回
か
ら
、

2
年
に
1
回
発
行
）（
図
62
）。

　

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
、
新
幹
線
の
費
用

負
担
の
問
題
等
、
新
し
い
問
題
が
発
生
し

た
の
で
、
補
足
版
と
い
う
形
で
、
皆
さ
ん

の
お
手
許
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
鉄
道
特
性
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
5
年
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
（
図
63
）。
鉄
道
の
特
性
を
発
揮
す

る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
地
方
路
線
沿
線

地
域
へ
の
対
応
等
、
踏
み
込
ん
だ
提
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。
当
時
、
三
江
線
の
廃
止

の
議
論
が
な
さ
れ
、
ど
こ
ま
で
踏
み
込
む

か
を
真
剣
に
議
論
し
な
が
ら
、
答
申
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
2
0
1
6
年

で
12
回
目
を
数
え
た
、

J
R
連
合
主
催
の
「
政
策

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
す（
図

64
）。
鉄
道
特
性
の
発
揮
、

公
共
交
通
の
持
続
的
な
発

展
に
向
け
て
、「
チ
ー
ム

地
域
共
創
」
を
テ
ー
マ
に
、

開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
国
土
交
通

省
、
国
の
実
務
担
当
者
と

意
見
交
換
会
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
（
図
65
）。
言

う
だ
け
で
は
な
く
て
、
実

　

西
日
本
エ
リ
ア

で
見
る
と
、
福
岡

と
滋
賀
だ
け
若
干

増
え
て
い
て
、
大

阪
を
始
め
殆
ど
の

地
方
で
は
減
少
し

て
い
る
。
特
に
厳

し
い
の
が
、
山
口
、

島
根
、
和
歌
山
で

す
。
人
口
減
少
率

が
3
％
を
超
え
、
非

常
に
深
刻
な
現
状

に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
次
ぐ

災
害
と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
豪
雨
・
台
風
・

地
震
。
記
憶
に
新
し
い
去
年
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、
た
く
さ
ん

の
被
害
を
受
け
て
、
そ
の
復
旧
費
用
だ
け
で
、
2
1
5
億
円
と

い
う
会
社
の
発
表
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
も
、
厳
し
い

取
り
巻
く
環
境
と
し
て
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

9

ＪＲ連合との連携

一、制度・政策関係要望事項（予算関係）

Ⅰ．交通政策基本法に立脚した総合交通政策の推進
１．総合交通政策の推進
２．自然災害への対応をはじめとした

鉄道の安全をまもる対策の強化
３．鉄道インフラ基盤の強化
４．ＪＲ北海道・四国・貨物（地域の人流・物流

ネットワーク）を長期的に支える仕組みの構築
５．高齢化・グローバル化への対応と

様々なニーズ・社会的要請への対応

Ⅱ．整備新幹線に関わる諸課題への対応

Ⅲ．バス産業の再生・活性化に向けた対応

二、税制改正要望事項

交通重点政策 ２０１８－２０１９

本日、補足版を配付

10

ＪＲ連合との連携

●座長
三日月大造前衆議
→小川淳也衆議

●アドバイザー
太田和博専修大学教授

・ 年 月 最終答申

鉄道特性活性化プロジェクト（２０１２～２０１７）

ＪＲ連合との連携

国土交通省実務担当者との意見交換会

▲2018.4.17 鉄道局への要請行動

▲鉄道局との意見交換の様子▼

日々、可能な限り鉄道局や自動車局を
訪問し、実務担当者との情報・意見交換
を実施。

また毎年、交通重点政策の策定とともに、
国交省（鉄道局、自動車局）への要請行
動・意見交換を実施している。

ＪＲ連合との連携

第12回政策シンポジウムin高松（２０１６年）

「鉄道特性の発揮、公共交通の持続的な発展に向けて」
◀
Ｊ
Ｒ
四
国
・半
井
代
表
取

締
役
社
長
に
よ
る
特
別
講
演

◀
名
古
屋
大
学
大
学
院
・

加
藤
准
教
授
に
よ
る
特
別

講
演

▲コーディネーター：
専修大学・太田教授
（ＰＴアドバイザー）

▲単組報告：
ＪＲ西労組・宮野政策部長▲パネルディスカッション・パネリストの皆さん

ＪＲ連合との連携

国会議員政策秘書を対象とした意見交換会

ＪＲ連合との連携

国会議員、地方議員を対象とした意見交換会

国会議員、地方議員を対象として、
政策に係る理解と協働を求める取
り組みを毎年展開

▲毎年、「総会」において、「政策勉強会」を開催

【図62】

【図63】

【図65】 【図64】

【図67】 【図66】
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可
部
線
「
乗
っ
て
残
そ
う
運
動
」

　

可
部
線
と
吉
備
線
の
L
R
T
化
に
絞
っ
て
、
説
明
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
可
部
線
で
す
が
、
先
ほ
ど
土
井
理
事
長
の
ほ
う
か
ら
、

「
乗
っ
て
残
そ
う
」
で
は
な
く
て
、「
乗
っ
て
創
ろ
う
」
な
ん
だ

と
い
う
力
強
い
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
今
か
ら
20
年
前
、「
乗
っ

て
残
そ
う
運
動
」
と
い
う
も
の
を
、
可
部
線
の
廃
線
に
つ
い
て

議
論
が
上
が
っ
た
時
に
、
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
第
2
回
の
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
ア
イ

デ
ア
を
組
合
の
皆
さ
ん
か
ら
集
約
を
し
て
、「
乗
っ
て
残
そ
う
」

運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

会
社
も
、
社
会
実
験
と
い
う
も
の
を
2
回
に
亘
っ
て
行

い
ま
し
た
。
1
回
目
は
、
か
な
り
い
い
と
こ
ろ
ま
で
い
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
も
う
一
回
延
長
で
き
る
か
と
い
う

と
こ
ろ
で
、
な
か
な
か
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
は
反

省
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
乗
る
だ

け
で
は
だ
め
で
す
。
地
元
の
み
な
さ
ん
を
巻
き
込
ん
で
、

定
期
的
な
お
客
様
を
増
や
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
残
念

な
が
ら
そ
こ
ま
で

届
か
ず
、2
0
0
3

年
12
月
に
一
部
廃

線
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
（
図
72
）。

　

た
だ
、
地
域
の

み
な
さ
ん
と
一
緒

に
や
っ
て
き
た

「
乗
っ
て
残
そ
う
」

運
動
は
、
法
律
の

後
押
し
も
あ
り
、

し
っ
か
り
と
地
域

に
種
を
残
し
、結
果

的
に
は
、2
0
1
7

年
、
1
・
6
キ
ロ

実
際
に
国
会
の
場
で
、
津
村
議
員
に
発
言
を
し
て
い
た
だ
き
、

答
弁
を
引
き
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
図
69
）。

　

ま
た
、
地
本
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
J
R
連
合

地
方
議
員
団
の
み
な
さ
ん
と
、
去
年
は
、
平
井
鳥
取
県
知
事
・

伊
木
米
子
市
長
、
今
年
は
、
初
の
組
織
内
市
長
で
あ
り
ま
す
大

橋
福
知
山
市
長
の
と
こ
ろ
に
、
訪
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
こ
う
い
っ
た
自
治
体
訪
問
が
で
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
（
図
70
）。

J
R
西
労
組
の
政
策
課
題

　

今
ま
で
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
以
外
に
も
、
新
幹
線
の
「
の

ぞ
み
号
の
新
神
戸
駅
停
車
」
等
、
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
を
巡
っ
て
、
今
ま
で

行
っ
て
き
た
西
労
組
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
木
次

線
の
「
奥
出
雲
お
ろ
ち
号
」
を
皮
切
り
に
、
和
歌
山
地
本
の
提

言
で
、「
き
の
く
に
シ
ー
サ
イ
ド
号
」
が
生
ま
れ
、
山
陰
本
線

の
高
速
化
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
（
図
71
）。

の
で
、
署
名
も
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
3
大
臣
に
直

接
提
出
す
る
な
ど
、
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
（
図
68
）。
昨

年
は
、
11
月
29
日
に
、
西
日
本
豪
雨
の
要
請
・
要
求
等
、
国
土

交
通
副
大
臣
へ
の
直
接
要
請
行
動
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
西
日
本
豪
雨
に
つ
い
て
は
、
国
会
議
員
懇
の
先
生
方

と
実
態
を
把
握
す

る
た
め
に
、
被
災

地
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
実
際
、

8
月
の
炎
天
下
の

手
作
業
で
、
復
旧

作
業
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
グ

ル
ー
プ
会
社
の
方

が
、
組
合
員
の
み

な
さ
ん
と
実
際
現

地
に
い
な
が
ら
、

な
ぜ
こ
こ
に
重
機

が
入
れ
な
い
の
か
、

20

ＪＲ西労組の政策課題（可部線）
（２） 可部線「乗って残そう運動」

年 可部線一部廃線との会社意向が示される
年 月 「活かそう・研こう・地域の鉄道」

地域活性化をテーマに政策シンポジウム開催

乗って残そう運動

・可部線利用促進イベント
・住民あげての地域おこし

年 月から４ヶ月間と、
年４月から１年間の２度

増便社会実験を行ったが、目標乗車
数に達せず、 年 月に一部廃線

可部線三段峡ハイキング

ＪＲ連合との連携

西日本豪雨被災線区視察と国会発言
（ＪＲ連合国会議員懇談会所属の国会議員とともに）

津村議員

被災線区視察

石井国土交通大臣による答弁森山議員

ＪＲ連合との連携

２０１７税制改正要望実現に向けた３大臣要請行動
（ＪＲ連合国会議員懇談会所属の国会議員とともに）

高市総務大臣麻生財務大臣（副総理）
2016.11.22
石井国土交通大臣

２０１９税制改正要望、
自然災害による鉄道被災からの
復旧・復興、防災・減災への
支援強化実現に向けた
国土交通副大臣要請行動

（2018.11.29）

ＪＲ連合との連携

ＪＲ連合地方議員団を通じた自治体訪問

伊木米子市長平井鳥取県知事

境線視察乗車
大橋福知山市長

19

ＪＲ西労組の政策課題
（１） ＪＲ西労組と地方ローカル線

• 木次線「奥出雲おろち号」の運行（１９９８年）

• 紀勢本線「きのくにシーサイド号」の運行（１９９９年）

• 可部線「乗って残そう運動」（２０００年）

• 山陰本線 高速化（２００３年）

• 三江線 増便社会実験（２０１２年）

• 可部線 廃線区間の一部延伸（２０１７年）

• 吉備線 ＬＲＴ化（？？？年）

【図72】

【図69】 【図68】

【図70】

【図71】
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化
の
経
過
で
す
が
、
構
想
の
発
表
は
古
く
、
今
か
ら
20
年
前
に

遡
り
ま
す
。
今
日
も
ラ
ク
ダ
の
岡
会
長
に
来
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
当
初
の
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、
実
際
に
お
越
し
い
た
だ

い
た
り
、
岡
山
支
部
の
学
習
会
に
も
来
て
い
た
だ
い
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

毎
年
、
メ
ー
デ
ー
会
場
で
、
L
R
T
パ
ネ
ル
展
を
、
行
っ
て

き
ま
し
た
。
岡
山
地
本
で
行
っ
た
L
R
T
パ
ネ
ル
展
も
、
ラ
ク

ダ
の
協
力
を
得
な
が
ら
行
い
ま
し
た
（
図
76
）。

　

15
年
前
の
第
6
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
、
岡
会
長
に
来

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
山
陽
新
聞
の
岡
山
様
に
も
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
懐
か
し
い
お
二
人
の
方
が
、
ま
た
同
じ
席

で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
は
、
我
々
と
し
て
も
、
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

当
時
、
荻
山
委
員
長
は
、
J
R
連
合
の
執
行
委
員
を
さ
れ
て

お
り
、「
21
世
紀
の
鉄
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
基
調
報
告
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
時
以
来
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
私

桃
太
郎
線
L
R
T
化
を
起
爆
剤
に

　

次
に
、「
桃
太
郎
」
の
愛
称
が
つ
い
た
、
吉
備
線
・
桃
太
郎

線
の
概
要
で
す
（
図
74
）。

　

J
R
西
労
組
の
政
策
調
査
委
員
会
を
開
き
、
各
地
本
の
皆
さ

ん
に
桃
太
郎
線
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
岡
山
か
ら
総
社

ま
で
、
10
・
4
キ
ロ
。
乗
る
と
40
分
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
。
駅

の
数
は
途
中
8
駅
。
輸
送
密
度
が
6
0
0
0
人
ぐ
ら
い
で
す
。

決
し
て
、
す
ぐ
に
廃
止
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
な
路
線
で
は
な
く
、

何
か
活
力
・
起
爆
剤
と
し
て
工
夫
す
れ
ば
、
も
っ
と
活
用
で
き

る
路
線
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
期
待
感
を
感
じ
さ
せ
る
の

が
、「
吉
備
線
（
桃
太
郎
線
）
L
R
T
化
」
で
す
。

　

L
R
T
と
は
何
か
。
一
般
的
に
は
、
低
床
型
の
車
両
で
、
広

島
で
よ
く
走
っ
て
い
る
路
面
電
車
、
最
新
型
の
路
面
電
車
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
い
た
ら
い
い
か
と
思
い
ま
す
。
鉄
道
の
特

性
を
活
か
し
な
が
ら
、
な
お
か
つ
乗
り
降
り
が
し
や
す
い
。
そ

う
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
、
次
世
代
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
（
図
75
）。

　

こ
の
吉
備
線
L
R
T

区
間
に
わ
た
っ
て
延
伸
・
改
良
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
新
聞

報
道
等
で
ご
覧
い
た
だ
い
た
か
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
架
線

が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
電
化
し
て
延
伸
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

一
度
廃
止

を
さ
れ
た

J
R
路
線
の

復
活
は
、
全

国
で
初
め
て

だ
っ
た
の
で
、

か
な
り
マ
ス

コ
ミ
か
ら
も

注
目
を
浴
び

ま
し
た
（
図

73
）。

23

ＪＲ西労組の政策課題（吉備線ＬＲＴ）
（５） ＬＲＴとは

・・・ の略。
直訳すると、輸送力が「軽量」な公共交通機関のこと。

国交省では、「 （次世代型路面電車システム）」と訳し、

「低床式車両の活用や軌道・電停の改良による乗降の容
易性、定時性、速達性、快適性などの面で優れた特徴を
有する次世代の軌道系交通システム」と説明している。

21

ＪＲ西労組の政策課題（可部線）
（３） 可部線一部延伸

年 「地域公共交通活性化及び再生に関する法律」制定
年 月 広島市が可部駅から約２ を電化・復活させる方針表明
年 月 広島市と 西日本が一部延伸に合意
年 月 可部駅 あき亀山間（ ）が延伸開業

一度廃止されたＪＲ路線の復活は全国初

24

ＪＲ西労組の政策課題（吉備線ＬＲＴ）
（６） 吉備線ＬＲＴ化の経過

• 1999年 1月 ＲＡＣＤＡ（※）とＪＲ西日本が勉強会を開催
（※ ＲＡＣＤＡ･･･路面電車と都市の未来を考える会）

• 2003年 2月 ＪＲ西日本がＪＲ富山港線とともに構想を発表
•

• 2004年 2月 国会にＬＲＴ推進議員連盟が発足（超党派、三日月事務局長代行）

• 2004年 5月 第6回政策シンポジウムで吉備線ＬＲＴ化を題材に
（パネラー：ＲＡＣＤＡ岡会長）

• 2006年 8月 岡山支部第１回ＬＲＴ学習会を開催（講師：ＲＡＣＤＡ岡会長）

• 2006年12月 岡山支部富山ライトレール視察

• 2009年 4月 岡山県中央メーデー会場にて、ＬＲＴパネル展開催

• 2014年 8月 岡山、総社市長とＪＲ西社長が初の三者会談
•

• 2016年 5月 三者会談で2017年度末迄に合意点を見出すことで一致

• 2018年 4月 三者にて、吉備線ＬＲＴ化の正式合意

25

ＪＲ西労組の政策課題（吉備線ＬＲＴ）
（７） 第６回政策シンポジウムを岡山で開催

ＬＲＴ導入が検討されている岡山市にて、2004年に開催
鉄道特性の発揮、地域活性化の強化を訴える

22

ＪＲ西労組の政策課題（吉備線ＬＲＴ）
（４） 吉備線（桃太郎線）の概要

• 岡山駅と総社駅を結ぶ
• 全長20.4Km、非電化・単線

• 駅数 ８駅（岡山駅、総社駅除く）

• 輸送密度 5,749人/日（2016年度）

• 関係市町村（１県２市）
岡山県、岡山市、総社市

朝日新聞 2018年4月5日

順位 線区 1987年度 2016年度 1987比
１ 呉線 14,582 9,410 64.5%
２ 伯備線 6,751 5,969 88.4%
３ 吉備線 6,690 5,749 85.9%
４ 赤穂線 5,545 5,718 103.1%
５ 桜井線 5,377 5,354 99.6%

●平均通過人員が１万人/日未満の線区

順位 線区 1987年度 2016年度 1987比
越美北線

小野田線

木次線

大糸線

三江線

・
・
・

【図75】

【図73】

【図76】

【図77】

【図74】
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訪
問
の
核
に
な
る
地
方
議
員
を
支
え
る
た
め
の
組
織
「
交
通
政

策
を
す
す
め
る
会
」
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
図
81
）。

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
J
R
西
日
本
の
社
長
が
、
J
R
発
足
30

年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

三
江
線
が
廃
止
さ
れ
た
石
見
支
部
の
組
合
員
か
ら
、
事
あ
る

ご
と
に
是
非
伝
え
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、「
廃
線

に
な
る
前
に
も
っ
と
や
る
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
今
更
な
が

ら
、
後
悔
を
し
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
で

す
。
皆
さ
ん
に
は
、
後
悔
の
な
い
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
こ
と

を
、
是
非
み
な
さ
ん
と
、
共
有
し
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
う
い
う
時

代
で
す
か
ら
、
是
非
企
画
提
案
運
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
議
員
を
通
じ
た
自
治
体
訪
問
が
、
大

事
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
各
地
方
か
ら
、

皆
さ
ん
お
越
し
だ
と
思
い
ま
す
。
地
方
の

自
治
体
訪
問
も
、
是
非
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
（
図
80
）。

　

最
後
に
、
J
R
西
労
組
に
は
、
自
治
体

も
非
常
に
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
（
図

77
）。

　

L
R
T
パ
ネ
ル
展

は
、
ラ
ク
ダ
と
共
催

で
、
2
0
0
9
年
以

降
、
毎
年
出
展
す
る

な
ど
、
J
R
西
労
組

と
し
て
も
、
こ
の
吉

備
線
L
R
T
に
積
極

的
に
関
わ
っ
て
き
た

こ
と
に
な
り
ま
す

（
図
78
）。
今
日
は
、

楠
木
議
員
、
小
西
議

員
に
も
お
越
し
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

岡
山
・
総
社
両
市
長

と
直
接
、
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
、
2
0
1
7
年
の

第
29
回
J
R
西
労
組

中
央
本
部
定
期
大
会

に
は
、
大
森
市
長
に

も
お
越
し
を
い
た
だ

い
て
、「
岡
山
の
地

域
活
性
化
と
公
共
交

通
」
と
い
っ
た
タ
イ

ト
ル
で
、
特
別
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
非
常
に
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
た
だ

い
て
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
（
図
79
）。

　

吉
備
線
（
桃
太
郎
線
）
L
R
T
と
は
話
が
変
わ
り
ま
す
が
、

危
機
意
識
を
共
有
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

輸
送
密
度
5
0
0
人
を
切
っ
て
い
る
路
線
と
い
う
の
は
、
あ

る
意
味
交
通
体
系
を
考
え
る
に
、
廃
線
の
危
機
を
抱
え
る
路
線

• 来島社長「輸送密度 人を切っている路線は、
あるべき交通体系を議論する必要がある」

• 今こそ「企画提案運動」を！

• まずは、地方議員を通じた自治体訪問から

28

さいごに（地方ローカル線課題を踏まえて）

【図80】

【図81】

26

ＪＲ西労組の政策課題（吉備線ＬＲＴ）
（８） ＬＲＴパネル展を開催

連合岡山メーデーに合わせ、
ＲＡＣＤＡと共催で

2009年以降毎年出展

27

ＪＲ西労組の政策課題（吉備線ＬＲＴ）
（９） 自治体との関係強化

岡山市の楠木忠司議員、
総社市の小西義已議員の

ご尽力のもと、

両市長と直接、意見交換を
実施

【図78】【図79】



26

は
や
は
り
い
い
で
す
。
物
事
が
軌
道
に
乗
る
と
い
い
ま
す
が
、

自
動
車
は
、
ハ
ン
ド
ル
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
ど
こ
で
も
行
け

る
の
で
す
が
、
車
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
雨
に
は
向
い

て
い
ま
す
が
、
事
故
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
軌
道
に
乗
る
と
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
お
金
が
か

か
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
作
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
ゆ

え
に
駅
を
作
っ
て
、
し
っ
か
り
と
こ
こ
が
中
心
地
だ
と
い
う
の

が
分
か
る
と
い
う
意
味
で
、
覚
悟
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
や
る
契

機
に
な
り
ま
す
。
日
本
は
細
長
い
国
な
の
で
、
た
く
さ
ん
鉄
道

を
作
っ
て
、
た
く
さ
ん
駅
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
赤
字
路
線
が

た
く
さ
ん
あ
る
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
鉄
道
の
文
化

が
日
本
の
経
済
を
実
は
作
っ
て
き
た
の
だ
と
い
う
、
そ
の
誇
り

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　

私
は
、
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
推
進
の
た
め
に
ラ
ク
ダ
を
作
り
、
98

年
に
は
、
バ
ス
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
と
言
っ
て
も
、
バ
ス
が

な
い
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
で
意
味
が
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
バ
ス
が
あ
っ
て

こ
そ
、
駅
ま
で
行
っ
て
と
い
う
こ
と
で

す
。
バ
ス
と
協
働
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。
と
い
う
こ
と
で
バ
ス
マ
ッ
プ
を
作

り
出
し
て
、
私
は
、
バ
ス
マ
ッ
プ
サ
ミ
ッ

ト
実
行
委
員
長
を
や
っ
て
い
ま
す
（
図

83
）。

　

ま
た
、
お
祭
も
の
を
み
な
さ
ん
に
訴

え
か
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
96
年
か
ら
、

「
路
面
電
車
ま
つ
り
」
と
い
う
こ
と
を
始

や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
作
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
ま
ず
、
岡
山
商
工
会
議
所
で
、
平
成
元
年
か
ら

1
キ
ロ
ス
ク
エ
ア
構
想
の
な
か
で
、
路
面
電
車
の
環
状
化
を
目

論
む
た
め
に
で
き
た
組
織
で
す
。
こ
の
路
面
電
車
で
ぐ
る
っ
と

回
る
、
1
キ
ロ
ス
ク
エ
ア
構
想
と
い
う
の
が
、
実
は
日
本
初
の

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
提
案
だ
と
思
い
ま
す
（
図
82
）。

　

岡
山
で
は
環
状
化
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
30
年
経
っ
て
、

よ
う
や
く
全
国
に
広
が
り
、
富
山
で
路
面
電
車
が
環
状
化
し
ま

し
た
。
札
幌
は
20
年
か
け
て
、よ
う
や
く
環
状
化
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
思
っ
て
い
る
の
は
、
電
車
・
バ
ス
・
自
転
車
で
も
、

と
に
か
く
便
利
に
移
動
し
た
い
、
楽
し
み
た
い
、
お
酒
も
飲
み

た
い
、
と
い

う
こ
と
で
す
。

た
だ
、
電
車

【
土
井
】
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宮
野
政
策
部
長
の
発
表

で
、
3
割
の
路
線
で
9

割
の
利
益
を
稼
い
で
い

る
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
実
は
、
3
割
、

9
割
は
と
っ
て
も
大
切

な
数
字
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
7
割
の
地
域
が
、
3
割
を
支
え

て
い
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
と
思
い
ま
す

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
7
割
の
地
域
が
弱
っ
て
し
ま
う
と
、

3
割
の
と
こ
ろ
も
都
市
と
全
体
の
活
動
と
し
て
は
下
が
っ
て
い

く
の
で
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
地
域
を
支
え
て
い

く
た
め
に
は
、
何
を
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
、

こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
隠
れ
た
課
題
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

最
初
に
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、
5
分
程
度
、
地
方
に
お
け

る
公
共
交
通
、
鉄
道
の
役
割
、
あ
る
い
は
重
要
性
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
い
た
後
で
、
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

文
化
が
大
爆
発
を
し
て
、
ま
ち
が
生
き
生
き
す
る

桃
太
郎
線
L
R
T
を
点
火
プ
ラ
グ
に

【
岡
】
私
た
ち
の
組
織
（
ラ
ク
ダ
）
は
、
出
来
て
二
十
数
年
で
す
。

吉
備
線
の
た
め
に
作
っ
た
よ
う
な
こ
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
が
、

も
と
も
と
は
、
路
面
電
車
の
環
状
化
を
、
岡
山
の
ま
ち
の
中
で

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　テ
ー
マ

「
L
R
T
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
」

　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

一
般
社
団
法
人
グ
ロ
ー
カ
ル
交
流
推
進
機
構	

理
事
長
　
土
井
　
勉 

氏

【図82】

【図83】

日本初のコンパクトシティ―提案

都市の密度を高め
押しくら饅頭
文化の大爆発を！

1

ライトレール推進のため
1997年 ＲＡＣＤＡ
1998年 バスマップ
1999年 吉備線仲人

土井　勉氏
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ま
す
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
の
車
両
を

よ
う
や
く
作
り
上

げ
ま
し
た
。

　

2
0
1
0
年
に
、

科
学
教
室
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
、

全
国
規
模
の
東
総

社
駅
の
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
を
や
り
ま

し
た
。
吉
備
路
に

で
き
る
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
な
の
で
、

こ
こ
は
是
非
、
吉
備
路
の
ム
ー
ド
を
作
れ
な
い
か
な
あ
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

百
数
十
人
の
中
か
ら
、
私
が
一
番
気
に
入
っ
た
入
選
作
品
で
す

（
図
86
）。

　

総
社
市
に
鬼
ノ
城
（
き
の
じ
ょ
う
）
と

い
う
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
鬼

ノ
城
の
ム
ー
ド
も
素
晴
ら
し
い
で
す
が
、

め
て
、
そ
れ
を
24
回
も
や
っ
て
い
ま
す
（
図
84
）。

　

結
局
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
け
れ
ど
、
文
化
が
大
爆

発
を
し
て
、
ま
ち
が
生
き
生
き
す
る
の
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン

ジ
ン
で
分
か
る
よ
う
に
、
ガ
ソ
リ
ン
を
圧
縮
し
て
、
そ
こ
に
ポ

ン
と
点
火
す
る
か
ら
爆
発
し
て
走
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
点
火
プ

ラ
グ
の
役
割
を
す
る
の
が
、
L
R
T
、
鉄
道
で
あ
っ
た
り
し
ま

す
。
こ
う
い
う
概
念
で
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
2
0
0
2
年
に
M
O
M
O
と
い
う
車
輛
を
導
入

し
ま
し
た
。
こ
の
M
O
M
O
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
私
た
ち
ラ
ク
ダ

が
無
料
で
水
戸
岡
さ
ん
に
頼
ん
だ
の
で
す
（
図
85
）。

　

こ
の
M
O
M
O
と
い
う
電
車
は
、
吉
備
線
に
入
れ
る
よ
う
に
、

新
潟
鉄
工
さ
ん
に
お
願
い
し
、
そ
う
い
う
構
造
に
し
て
い
た
の

で
、
富
山
に
も
採
用
さ
れ
、
高
岡
・
福
井
に
も
採
用
さ
れ
て
、

今
度
、
宇
都
宮
の
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
に
も
同
型
の
も
の
が
、
採
用

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
鉄
道
軌
道
の
両
方
を
走
る
よ
う
な
仕
組

み
に
し
て
お
り
、
タ
イ
ヤ
の
厚
み
を
1
2
0
㎜
で
は
な
く
、

1
3
0
㎜
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
な
い
と
、
J
R
の
ポ
イ

ン
ト
を
割
り
込
み
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
、
我
々
は
知
っ
て
い

NPO法人 公共の交通ラクダ（RACDA）会長

岡　将男 氏

【プロフィール】
全国路面電車ネットワーク運営委員長
全国バスマップサミット実行委員長
1954年岡山市生まれ。東京大学経済学部卒。

鉄道模型歴52年、ホバークラフト京橋就航運動からまちづくり
に関わり、京橋朝市創立、岡山城築城400年ソフト事業委員長
を経て、路面電車とバスの全国ネットワークの「ロビイスト」
を名乗る。
著書に「岡山の内田百閒」、「吉備邪馬台国東遷説」
共著「路面電車とまちづくり」、「バスマップの底力」

岡山市都市整備局 次長

平澤 重之 氏

【プロフィール】
1964年（昭和39年）  岡山市生まれ
1987年（昭和62年）  岡山市入庁
2013年（平成25年）  自転車先進都市推進担当課長
2015年（平成27年）  道路計画課長
2017年（平成29年）  交通政策課長
2018年（平成30年）  都市整備局次長
　　　　　　　　　（都市・交通部長兼務）

【パネリスト】

【図84】

【図85】

【図86】

2002年 MOMO導入、2006年富山ライトレール・吉備線署名

2010年全国大会 東総社駅デザインコンペ入選・安井謙介
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四
半
世
紀
か
か
っ
て
や
っ
と

【
岡
山
】
私
も
駆
け
出
し
の
頃
か
ら
、
ず
っ
と
交
通
政
策
を
取

材
し
て
い
て
、
古
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
25
年
位
前
か
ら
、
都

市
計
画
の
中
で
、
路
面
電
車
が
、
有
効
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
例
で
知
り
ま
し
た
。
路
面
電
車
を
ま
ち

づ
く
り
の
真
中
に
据
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
が
再
生
し
て

い
っ
た
よ
う
に
、
岡
山
の
都
市
体
制
に
も
有
効
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
、
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
構
想
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
う
進
む
だ
ろ
う
、
そ
う
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
苦
難
の
時
代
が
長
く
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
路
面

電
車
で
ま
ち
づ
く
り
な
ん
て
言
う
と
、
当
時
は
誰
も
相
手
に
し

て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
路
面
電
車
に
何
が
で
き
る
の
か
な
ど
、

ど
れ
だ
け
馬
鹿
に
さ
れ
て
き
た
か
、
ほ
ん
と
に
屈
辱
の
歴
史
で

し
た
。

　

国
交
省
も
、
今
で
こ
そ
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
当
初
は
、
私

が
東
京
支
社
に
行
っ
て
都
市
計
画
課
長
と
懇
談
し
て
も
、「
何

そ
れ
？
」
み
た
い
な
話
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
岡
山
市
も
、
交

通
政
策
に
つ
い
て
、
今
や
立
派
な
部
署
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

岡
山
市
に
交
通
政
策
な
ん
て
、
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
は
な
い
か

と
岡
会
長
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
の
は
道
路
政
策
だ
け
で
、

あ
っ
て
も
放
置
自
転
車
対
策
ぐ
ら
い
と
い
う
時
代
が
結
構
長
く

続
き
ま
し
た
。

　

冬
の
時
代
の
中
で

も
、
2
0
0
3
年
、

J
R
が
、
富
山
港
線

と
吉
備
線
の
L
R
T

化
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
富
山
は
本
当
に

進
み
ま
し
た
が
、
岡

山
の
吉
備
線
は
、言
っ

て
み
た
も
の
の
、
ほ

と
ん
ど
ま
と
も
な
話

に
な
ら
な
い
感
じ
で
、

こ
ん
な
駅
が
一
箇
所
あ
っ
た
ら
、
こ
れ
だ
け
で
観
光
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
が
一
つ
あ
っ
た
ら
、
世
界
か
ら
建
築
家
た
ち

が
見
に
来
ま
す
。
こ
れ
が
観
光
な
の
で
す
。
こ
う
い
う
投
資
を

や
っ
て
い
か
な
い
と
ま
ち
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
う
い
う
仕
掛
け
を
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ン
パ
ク
ト
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
を

【
平
澤
】
岡
山
市
役
所
の
都
市
整
備
局
の
平
澤
と
申
し
ま
す
。

　

岡
山
市
に
お
い
て
も
、皆
さ
ん
も
よ
く
耳
に
さ
れ
て
い
る
「
少

子
高
齢
化
」
で
、
こ
れ
か
ら
人
口
減
少
を
迎
え
、
総
合
計
画
に

お
い
て
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
こ
と
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
大
き
な
柱
が
、
先
程
来
、
土
井
先
生
か
ら

も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。
今
、
そ
れ
を

担
っ
て
い
る
部
署
に
お
り
ま
す
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
昨
年
度
、
都
市
計
画
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
改
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
現
在
、
立
地
適
正

化
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
部
分
で
は
、

交
通
政
策
が
あ
り
ま
す
。
岡
山
駅
前
広
場
に
路
面
電
車
を
乗
り

入
れ
る
こ
と
、
バ
ス
路
線
の
再
編
、
今
日
話
題
の
中
心
で
あ
り

ま
す
吉
備
線
の
L
R
T
化
な
ど
に
、
一
致
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

周
辺
部
に
お
い
て
は
、
生
活
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
も
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
我
々
も
行
政
の
中
で
、
今
日
話
題

に
な
っ
て
お
り
ま
す
交
通
政
策
に
つ
い
て
、
一
生
懸
命
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
土
井
】
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
岡
山
市
を
目
指
す

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
公
共
交
通
に
つ
い
て
も

力
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
澤
さ

ん
、「
も
も
ち
ゃ
り
」
の
話
な
ど
、
次
に
お
話
し
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

山陽新聞社 編集局 編集委員室長

岡山 一郎 氏

【プロフィール】
1960年（昭和35年）  岡山市生まれ
1983年（昭和58年）  山陽新聞社入社

社会部記者として岡山交通記者クラブに所属したほか、 
1996年 （平成８年）〜2001年（平成13年）は東京支社記者
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政治部副部長、東京支社編集部長、政治部長、論説
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大瀧　浩二 氏

【プロフィール】
1963年（昭和38年）　岡山県真庭市生まれ
1982年（昭和57年）　国鉄入社
1987年（昭和62年）　JR移行
1991年（平成  3年）　JR西労組結成
1995年（平成  8年）　JR西労組 岡山支部 執行委員
1996年（平成  9年）　JR西労組 岡山支部 副委員長
1997年（平成10年）　JR西労組 岡山支部 書記長
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【パネリスト】
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会
長
を
務
め
て
い
ま
す
岡
山
市
L
R
T
議
員
連
盟
の
み
な
さ
ん

と
も
連
携
を
し
な
が
ら
、
商
工
会
や
市
議
会
と
の
政
策
懇
談
会

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
2
0
0
9
年
以
降
は
、
ラ
ク
ダ
の
岡
会
長
に
も
お
世

話
に
な
り
な
が
ら
、
連
合
岡
山
の
メ
ー
デ
ー
で
も
、
パ
ネ
ル
展

な
ど
を
開
催
し
て
、
P
R
活
動
を
展
開
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
4
月
に
、
岡
山
市
、
総
社
市
、
J
R
西
日
本
の
3
者
が
、

吉
備
線
の
L
R
T
化
で
、
合
意
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
我
々
の

運
動
が
大
き
く
前
進
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
現
に

向
け
て
本
格
的
に
、
リ
ス
タ
ー
ト
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、実
現
す
る
ま
で
に
は
、ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、
み
な

さ
ん
と
と
も
に
、
認
識
の
共
有
化
が
図
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
土
井
】
大
瀧
さ
ん
の
お
話
で
、
L
R
T
導
入
実
現
は
い
い
こ

と
で
あ
り
、
だ
い
た
い
方
向
は
決
ま
っ
た
と
、
こ
れ
を
次
に
ど

う
活
か
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
だ
と
い
う
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
公
共
交
通
、
特
に
L
R
T
の
よ
う
な
路
面
電
車
は

知
ら
な
い
、
全
然
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
行
政
の
方
や
市
民

の
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
け
れ
ど
も
、
何
を
き
っ
か

け
に
、
交
通
戦
略
の
方
向
が
転
換
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
、
お
話
し
て
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
。
そ

れ
か
ら
岡
さ
ん
に
、
是
非
、
ラ
ク
ダ
と
は
い
っ
た
い
何
の
略
か

を
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

「
楽
し
く
な
い
と
い
け
ん
や
ろ
う
」

【
岡
】
ラ
ク
ダ
と
い
う
の
は
、
動
物
の
ラ
ク
ダ
を
も
ち
ろ
ん
考

え
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
自
動
車
が
下
手
す
れ
ば
3
0
0

キ
ロ
で
ぶ
っ
飛
ば
す
、
新
幹
線
も
3
0
0
キ
ロ
で
す
が
、
そ
ん

な
に
急
い
で
ど
こ
へ
行
く
み
た
い
な
話
で
、
直
訳
と
し
て
は
、

R
A
I
L 

T
R
A
N
S
P
O
R
T 

S
Y
S
T
E
M　

A
M
E
N
I
T
Y 

＆ 

C
O
M
E
N
I
T
Y 

＆ 

D
E
S
I
G
N 

A
S
S
O
S
I
A
T
I
O
N
で
R
A
C
D
A
に
な
り
ま
す
。
こ

課
題
解
決
に
向
け
認
識
の
共
有
化
を

【
大
瀧
】
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
J
R
西
労
組
と
し
て
、

2
0
0
4
年
以
降
、
15
年
ぶ
り
に
再
び
岡
山
の
地
で
開
催
し
て

い
た
だ
け
た
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

現
場
で
働
く
者
の
視
点
で
、
少
し
で
も
問
題
提
起
で
き
た
ら

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
地
本
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
、
鉄
道
や
バ
ス
、
公
共
交

通
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
と
い
う
こ
と
で
、
組

織
内
議
員
の
楠
木
岡
山
市
議
、
小
西
総
社
市
議
に
も
、
尽
力
い

た
だ
い
て
、
沿
線
自
治
体
と
の
懇
談
活
動
を
取
り
組
ん
で
き
て

い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
吉
備
線
の
L
R
T
に
つ
い
て
は
、
2
0
0
3

年
に
、
J
R
西
日
本
が
、
富
山
港
線
と
と
も
に
、
吉
備
線
の

L
R
T
化
構
想

を
発
表
し
た
の

が
、
き
っ
か
け

で
す
。
そ
れ
以

降
、
岡
山
地
本

と
し
て
も
、
学

習
会
の
開
催
で

あ
っ
た
り
、
金

沢
地
本
の
皆
さ

ん
に
も
尽
力
を

い
た
だ
い
て
、

意
見
交
換
の
取

り
組
み
で
あ
っ

た
り
、
富
山
港

線
の
体
験
乗
車

と
い
っ
た
こ
と

に
も
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

合
わ
せ
て
楠

木
岡
山
市
議
が

長
い
間
進
み
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

雰
囲
気
が
変
わ
っ
て

き
た
の
は
、
こ
こ
10
年

以
内
ぐ
ら
い
で
す
。
岡

山
市
も
、
以
前
で
あ
れ

ば
市
の
幹
部
に
L
R
T

の
こ
と
を
言
え
ば
、
鼻

で
笑
わ
れ
る
く
ら
い
の

こ
と
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
受

け
ま
し
た
。
岡
山
市
の
交
通
戦
略
と
い
う
も
の
を
作
っ
た
の
が
、

10
年
ぐ
ら
い
前
で
す
。
そ
れ
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
今

ま
で
と
は
違
っ
て
、
海
外
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
い
い
こ
と

が
書
い
て
あ
り
、
公
共
交
通
を
進
め
る
の
だ
、
車
か
ら
人
へ
の

ま
ち
に
転
換
す
る
の
だ
と
、
書
い
て
あ
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
全
然
違
い
ま
す
。
そ
ん
な

こ
と
を
実
行
に
移
そ
う
と
す
る
気
配
が
な
い
こ
と
は
、
心
あ
る

人
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
徐
々
に
実
行
さ
れ
出

し
て
、
そ
う
い
う
都
市
政
策
を
全
面
的
に
打
ち
出
し
、
市
長
も

同
調
し
て
、
変
わ
っ
て
き
て
、
や
っ
と
今
、
L
R
T
の
こ
と
、

路
面
電
車
や
駅
で
あ
っ
た
り
、
交
通
政
策
自
体
を
変
え
よ
う
と

い
う
動
き
に
な
り
、「
も
も
ち
ゃ
り
」
も
含
め
て
、
変
わ
っ
て

き
た
と
い
う
の
が
、
今
の
状
況
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

や
っ
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
現
実
の
も
の
と
し
て
、

前
へ
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ほ
ん
と
に
四
半
世
紀
か

か
っ
て
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。

　

岡
山
は
、
も
と
も
と
理
念
だ
け
は
先
行
し
て
い
ま
し
た
。
理

念
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
実
の
伴
う
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

【
土
井
】
冬
の
時
代
か
ら
何
が
き
っ
か
け
で
、
理
念
だ
け
で
も

変
わ
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
も
、
み
な
さ
ん
と
お
話
し

た
い
の
で
、
よ
く
ご
存
じ
の
平
澤
さ
ん
や
岡
さ
ん
に
お
話
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

現在検討されている駅の場所の「案」（山陽新聞2019年1月29日記事より）

岡山　一郎氏



30

ぐ
ら
い
使
っ
て
、
公
営
の
バ
ス
・
電
車
・
地
下
鉄
で
、

1
4
0
億
を
使
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
堺
市
は
、
80
億
ぐ
ら
い

で
、
高
齢
者
支
援
が
4
億
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
89
）。

　

岡
山
市
の
場
合
は
、
中
心
街
の
バ
ス
を
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
平
澤
さ
ん
が
頑
張
ら
れ
て
、「
も
も
ち
ゃ
り
」

が
3
億
円
と
い
う
数
字
が
出
て
い
ま
し
た
。
自
転
車
も
公
共
交

通
の
で
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
岡
山
市
の
財
政
規
模
が

3
1
0
0
億
ぐ
ら
い
で
、
1
％
の
30
億
ぐ
ら
い
使
う
と
、
か
な

り
違
う
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
、
結
構
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

お
金
の
使
い
方
を
、
私
た
ち
も
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
お
金
の
こ
と

を
き
っ
ち
り
議
論
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
最
初
の
う
ち
は
、

行
政
に
反
発
ば
か
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
徐
々
に
み
な
さ
ん

の
苦
労
が
分
か
っ
て
き
て
、
車
社
会
の
中
で
、
公
共
交
通
を
ど

う
作
っ
て
い
く
か
、
こ
れ
だ
け
、
介
護
・
医
療
費
が
使
わ
れ
て

く
る
中
で
、
税
金
を
減
ら
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
く
と
、
や
は
り
公
共
交
通
か
な
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
時
代
が
そ
こ
ま
で

来
た
の
か
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。

【
土
井
】
何
故
、
公
共
交
通
の
冬
の
時
代
か
ら
、
皆
さ

ん
の
方
か
ら
公
共
交
通
が
大
事
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
か
と
い
う
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
説

明
す
る
ほ
う
も
、
い
ろ
ん
な
説
明
の
仕
方
が
あ
り
、
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
人
た
ち
の
幅
が
拡
が
っ
て
き
た
の

で
、
分
か
り
や
す
く
、
デ
ー
タ
を
見
え
る
化
し
て
、
味

方
の
人
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
事

だ
と
い
う
こ
と
が
、
今
の
お
話
か
ら
も
よ
く
分
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

行
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
　

〜
岡
山
駅
前
広
場
の
バ
ス
の
方
面
別
化
に
着
手
〜

【
平
澤
】
な
ぜ
、
こ
の
L
R
T
の
話
が
出
て
き
た
か
と

ポ
イ
ン
ト
で
、
M
O
M
O
は
入
れ
た
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
誰

か
の
介
護
が
な
い
と
、
車
椅
子
は
ほ
と
ん
ど
が
入
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
「
か
ろ
う
じ
て
」
と
何
故
集
計
し
た
か
と
い
う
と
、

1
0
0
％
一
人
で
行
け
る
こ
と
こ
ろ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
よ
う

と
思
う
と
、
数
十
し
か
な
く
、
こ
う
い
う
数
字
に
修
正
し
ま
し

た
。
こ
の
全
体
を
見
る
と
、
低
床
電
車
が
1
1
5
輌
。
7
0
1

輌
中
1
1
5
輌
で
す
。
世
田
谷
線
と
か
は
、
高
床
で
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
全
体
の
23
％
し
か
車
椅
子
が
入

れ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

結
局
20
年
、
我
々
の
運
動
を
や
っ
て
き
て
、
低
床
電
車
な
ん

か
は
2
割
し
か
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
20
年
で
2
割
、
1
0
0
年

経
っ
て
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
我
々
の
運
動
は
失
敗
し

た
の
で
は
な
い
の
か
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
う
い
う
数
字
を
国
交
省
に
持
っ
て
い
き
、
や
は

り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
、
国
の
仕
事
で
は
な
い
か
と
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
け
て
話
し
て
お
き
ま
す
と
、
一
般
会
計

の
1
％
ぐ
ら
い
を
電
車
・
バ
ス
に
使
え
ば
い
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
、
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
名
古
屋
市
は
、
1
％

の
中
に
、ま
ち
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
、と
り
わ
け
A
M
E
N
I
T
Y

が
入
っ
て
い
ま
す
。「
楽
し
く
な
い
と
い
け
ん
や
ろ
う
」
み
た

い
な
。
そ
う
い
う
概
念
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
楽
し
い
ま
ち
な

ら
人
が
集
ま
る
だ
ろ
う
と
、
そ
こ
に
尽
き
ま
す
。
経
済
の
付
加

価
値
も
そ
こ
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
人
生
85
年
の
う
ち
35
年
、
電
車
・
バ
ス
が
必
要
で

す
。
最
初
の
20
年
で
、
先
程
、
送
迎
の
話
が
で
ま
し
た
が
、
子

ど
も
が
学
校
に
行
く
よ
う
に
な
る
と
、
送
り
迎
え
に
親
は
縛
ら

れ
ま
す
。
車
が
運
転
で
き
る
と
、
70
歳
超
え
た
ら
危
な
い
の
と
、

私
の
よ
う
に
毎
日
飲
ん
で
い
る
人
は
、
交
通
が
不
自
由
で
す
。

　

こ
う
考
え
る
と
、
人
生
の
中
で
ず
い
ぶ
ん
車
が
必
要
だ
と
訴

え
る
た
め
に
は
、
結
局
25
年
悩
ん
で
、
こ
ん
な
図
を
一
生
懸
命

作
っ
て
い
っ
た
の
で
す
（
図
87
）。

　

ち
ょ
う
ど
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
の
で
、昨
年
、電
停
（
路
面
電
車
停
留
所
）
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
ま
し
た
（
図
88
）。
1
1
2
0
の
電

停
の
う
ち
、
か
ろ
う
じ
て
車
椅
子
が
使
え
る
と
こ
ろ
が
7
5
1

電
停
で
、
67
％
で
す
。
か
ろ
う
じ
て
と
い
う
と
こ
ろ
が
す
ご
い

【図87】

【図88】

【図89】

人生35年／85年は電車バスが必要
We use public transportation 35 ears/85years

車購入までは、公共交通が必要
成人も飲酒時や障害を持てば公共交通が必要
７０歳以上は免許返上すれば、公共交通が必要

シルクロード=自動車＝スマホ
=コミュニケーションツール

２０歳車購入 ７０歳免許返上

電停調査の結果・暫定 2018/1
• 全国１８事業者 １１２０電停 (阪堺線82電停)
• 車椅子かろうじて可能751電停 ６７％ (57電停 70%)
• 屋根整備率 911電停 ８１％(66 電停 80%)
• ベンチ整備率 574電停 ５１％(66電停 80%)

• 全電車 701輌 (38輌)
• 低床電車 115輌 ( 3輌)
• 高床完全対応（都電・世田谷）46輌 ２３％( 8%)
道路事業として、都市のバリアフリーを大胆に

一般会計の1%を電車バスに !!!
• バリアフリー対応費用は、全面公費で
• 福祉予算→経済政策・地域への再投資
• 電車バスは限定付タダでもよい
最近欧米で始まる、トルンなど

• いなべ市180億の1%コミバスはタダ 1億8000万円
スクールバスも別途 4000万円

• 名古屋市一般会計 1兆2973億円
名古屋市高齢者バス補助 140億?の問題化

• 堺市 一般会計 4184億円
高齢者支援 4億0670万円
モノレール検討・都心交通実験 2069万円



31

つ
て
感
じ
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
、
地
域
の
方
が
熱
心
に
議
論
し

て
、
地
域
の
方
々
が
赤
字
の
一
部
を
負
担
し
て
で
も
、
乗
合
タ

ク
シ
ー
を
や
っ
て
い
こ
う
と
い
っ
た
声
が
、
い
く
つ
も
の
地
区

か
ら
上
が
り
ま
し
た
。
実
際
に
現
場
で
お
話
を
し
て
、
地
域
の

方
も
本
気
で
考
え
て
下
さ
っ
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

【
土
井
】
た
い
へ
ん
い
い
話
で
す
ね
。
た
ぶ
ん
、
岡
山
市
に
限

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
実
は
、
み
な
さ
ん
が
見
え
な
い
と
こ
ろ

で
努
力
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
小
さ
な
努
力
が
、
こ
う
い
う
自
動

車
型
か
ら
変
わ
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
ら
れ
て
、
小
さ
な
と

こ
ろ
で
変
化
は
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
と
こ
ろ
で
変
わ
る
の
は
、

小
さ
な
も
の
の
積
み
重
ね
で
す
。
そ
の
積
み
重
ね
の
時
期
が

ち
ょ
う
ど
今
来
て
い
ま
す
。
こ
の
潮
目
に
乗
っ
て
い
く
の
は
、

公
共
交
通
を
上
手
く
盛
り
上
げ
、
あ
る
い
は
維
持
し
て
い
く
、

い
い
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

そ
れ
を
ど
う
広
げ
て
い
く
か
と
い
う
の
が
、
ま
さ
に
シ
ン
ボ
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
今
回
の
L
R
T
の
事
業
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
鉄
道
あ
る
い
は
L
R
T
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
地

域
を
ど
の
よ
う
に
元
気
に
し
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
大
き

な
テ
ー
マ
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
人
口
減
少
時
代
の
公
共
交

通
の
役
割
を
誰
が
担
う
の
か
と
い
う
お
話
に
つ
い
て
、
実
際
の

現
場
の
声
と
し
て
話
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
す
。

公
共
交
通
政
策
は
、
総
合
的
政
策
の
運
用

【
岡
山
】
一
言
で
言
う
と
、
持
続
可
能
な
地
域
創
り
の
た
め
に
、

鉄
道
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
か

と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
に
よ
る
悲
惨

な
交
通
事
故
が
頻
繁
に
起
こ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
高

齢
化
に
よ
っ
て
運
転
が
で
き
な
く
な
る
人
が
増
え
、
免
許
返
納

の
問
題
も
含
め
、
や
っ
ぱ
り
公
共
交
通
を
維
持
せ
ざ
る
を
え
な

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
そ
の
社
会
実
験
で
様
々
な
意
見
を

い
た
だ
き
、
そ
の
意
見
を
ほ
と
ん
ど
解
決
で
き
た
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
本
格
導
入
と
な
り
ま
し
た
。

　

都
心
で
の
移
動
手
段
と
い
う
こ
と
で
、
私
を
含
め
て
担
当
者

5
人
で
始
め
ま
し
た
。
担
当
者
が
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
、
自

転
車
は
、
そ
ん
な
に
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
岡
山
市
民
も

た
く
さ
ん
自
分
の
自
転
車
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
意
見
を
反

映
し
た
と
は
い
え
、
ど
れ
だ
け
の
方
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク

ル
に
乗
っ
て
い
た
だ
け
る
の
か
、
不
安
を
持
っ
て
い
た
の
も
事

実
で
し
た
。
ポ
ー
ト
が
便
利
な
場
所
に
あ
り
、
駐
輪
場
を
探
さ

な
く
て
も
済
む
、
簡
単
な
手
続
き
で
借
り
た
り
返
し
た
り
も
で

き
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ふ
た
を
開
け
る
と
、
多
く
の
方
に

利
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
施
策
は
、
桃
太
郎
線
L
R
T
化
の
よ
う
な
大
き

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
公
共
交
通
を
中

心
と
し
た
、
自
転
車
を
含
め
た
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
、

コ
ツ
コ
ツ
と
施
策
は
進
め
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
つ
い
て
、
国
全
体

の
課
題
と
し
て
、
国
も
大
き
く
施
策
を
打
ち
出
し
て
、
動
き
出

し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
国
が
唱
え
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

我
々
も
、
実
際
に
市
民
の
方
と
接
し
て
い
く
な
か
で
、
市
民
の

方
々
も
将
来
に
不
安
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
将
来
の
移
動
手

段
に
つ
い
て
、
本
気
で
考
え
ざ
る
を
え
な
い
時
代
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
喜
ば
し
い
か
ど
う
か
、
少
し
問
題
は
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
ら
の
移
動
手
段
を
自
ら
で
考
え
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
空
気
に
な
っ
た
こ
と

が
、
今
回
の
L
R
T
化

が
、
大
き
く
前
に
進
ん

だ
一
つ
の
要
因
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
一
番
肌
で
感

じ
る
の
は
、
生
活
交
通

の
話
を
す
る
時
に
、
か

い
う
背
景
で
す
が
、
岡
山
市
は
平
成
21
年
に
、
政
令
指
定
都
市

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
都
市
交
通
戦
略
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で
、「
人
中
心
、
公
共
交
通
中
心
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
こ
う
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
数
多
く
の
施
策
を
掲
げ
て
、
計
画
を

推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。
全
然
進
ん
で
な
か
っ
た
と
、
厳
し
い

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
私
等
は
そ
う
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
な
か
な
か
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
行
政
と
し
て
は
、
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
こ
つ
こ

つ
と
取
り
組
ん
で
き
た
と
言
い
た
い
で
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
岡
山
駅
前
広
場
の
バ
ス
の
方
面
別
化
で
す
。

岡
山
駅
前
広
場
は
、
十
分
余
裕
が
あ
る
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
の

で
す
が
、
バ
ス
会
社
ご
と
に
、
あ
る
程
度
バ
ス
停
が
決
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
岡
山
市
に
初
め
て
来
ら
れ
る
方
に
と
っ
て
は
、
ど

こ
そ
こ
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
も
、
バ
ス
停
が
あ
ち
こ
ち
に

な
っ
て
お
り
、
ど
の
バ
ス
停
に
行
っ
て
い
い
の
か
よ
く
分
か
ら

な
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
バ
ス
事
業
主
さ
ん
が
数
多
く

あ
り
、
そ
こ
で
行
政
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
、
調
整
を

し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
方
面
別
化
に
も
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
地
道
な
と
こ
ろ
で
は
、
公
共
交
通
利
用
者
を
増
や
す

た
め
に
、
バ
ス
事
業
主
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
、
コ
ツ

コ
ツ
と
小
学
校
等
へ
行
っ
て
、
バ
ス
教
室
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

岡
山
市
は
平
坦
な
地
形
で
、
気
候
が
温
暖
で
、自
転
車
に
適
し

た
都
市
で
す
。
岡
山
市
に
相
応
し
い
交
通
の
一
つ
と
し
て
、
自

転
車
を
都
市
交
通
政
策
の
一
つ
と
し
て
、
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
転
車
の
実
効
成
果
と
い
う
こ
と
に
取
り
組
み
、

様
々
な
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
交
通
結
節
点
で

の
駐
輪
場
整
備
で
は
な
く
、
手
軽
に
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
行
く

こ
と
が
で
き
、
目
的
地
に
着
け
ば
そ
の
近
く
で
、
自
転
車
を
置

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
民
間
の
活
力
を
利
用
し

て
、
地
下
や
路
上
に
駐
輪
場
を
作
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク

ル
の
「
も
も
ち
ゃ
り
」
と
い
う
も
の
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
も
も
ち
ゃ
り
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
実
験
を
3
回
や
っ
て
、

本
格
導
入
し
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
社
会
実
験
が
う
ま
く
い

平澤　重之氏
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フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
の
構
築
に
向
け
て

【
平
澤
】
岡
山
市
に
お
い
て
は
、
今
、
公
共
交
通
網
形
成
計
画

と
い
う
も
の
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
は
、
地

域
全
体
に
お
い
て
、
質
の
高
い
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的

に
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
、
自
治
体
と
業
者
と
利
用

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
分
担
を
き
ち
ん
と
果
た
し
て
実
現
し

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
議
論
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
吉
備
線
そ
の
も
の
は
、
ま
だ
走
っ

て
い
る
区
間
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
方
が
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
吉
備
線
と
い
う
既
存
の
鉄
道
は
、
た
く
さ
ん
の
方

が
生
活
の
足
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
公
共
交
通
の
意
義
、
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
な

か
で
、
こ
の
吉
備
線
を
さ
ら
に
利
便
性
の
高
い
も
の
に
し
て
、

沿
線
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
周
辺
の
エ
リ
ア
の
方
も
含
め
て
、

利
用
し
て
い
た
だ
く
環
境
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
吉
備
線
の
周

辺
を
含
め
た
エ
リ
ア
の
移
動
の
手
段
の
確
保
を
、
行
っ
て
い
き

た
い
と
い
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
事
業
者
さ
ん
と
協
力
し
て
、
吉
備
線
そ
の
も
の

を
L
R
T
化
す
る
の
で
す
が
、
行
政
の
役
割
と
し
て
は
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、先
ほ
ど
お
話
に
も
出
て
い
ま
し
た
が
、フ
ィ
ー

ダ
ー
交
通
と
し
て
、
新
し
い
駅
を
い
く
つ
か
作
り
ま
す
。
既
存

の
駅
、
新
し
い
駅
に
向
け
て
、
沿
線
だ
け
で
は
な
く
て
、
周
辺

の
地
域
か
ら
、
便
利
に
移
動
で
き
て
、
吉
備
線
・
桃
太
郎
線
に

乗
れ
る
、
利
用
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
環
境
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
の
確
保
を
、
事
業

者
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
く
こ
と
や
、
駅
に
、
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
駐
車
場
を
作
る
と
か
、
駐
輪
場
を
作
る
と

か
、
み
な
さ
ん
が
利
用
し
や
す
く
、
人
が
集
ま
っ
て
こ
ら
れ
る

よ
う
な
、
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
そ
う
い
う
提
案
を

合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
、
さ
ら
に
そ
の
意
義
・
意
味
が
大
き
く

な
っ
て
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
お
金
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

い
う
と
こ
ろ
で
す
。
大
森
市
長
が
お
話
さ
れ
た
こ
と
で
す
が
、

糖
尿
病
は
、
名
古
屋
・
大
阪
に
比
べ
て
、
東
京
が
少
な
い
そ
う

で
す
。
名
古
屋
は
車
を
使
う
率
が
高
い
の
で
多
い
と
い
う
話
で

す
。
そ
う
な
る
と
、
健
康
作
り
に
公
共
交
通
が
役
立
っ
て
、
医

療
費
が
削
減
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
分
の
お
金
を
公
共
交

通
に
回
せ
ば
い
い
の
で
は
と
い
う
お
話
で
す
。

　

先
ほ
ど
か
ら
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
の
話
が
出
て
い
ま
す
が
、
ク

ロ
ス
セ
ク
タ
ー
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
（
利
益
）
が
回
る
の
で
あ
れ

ば
、
公
共
交
通
は
交
通
政
策
だ
け
で
考
え
な
く
て
い
い
話
で
、

福
祉
政
策
で
あ
り
、
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
に
繋
が
り
、
健
康

医
療
費
削
減
に
繋
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
健
康
政
策
で
も
あ
る
と

い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
公
共
交
通
政
策
は
、
総
合

的
政
策
の
運
用
で
も
あ
り
、
赤
字
、
黒
字
と
い
う
問
題
も
、
別

の
考
え
方
に
な
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

道
路
は
、
た
だ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
が
、
道
路
に
は
、

た
い
へ
ん
多
額
の
お
金
が
投
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
路
は
そ
れ

で
よ
く
て
、
公
共
交
通
は
、
事
業
者
に
純
然
た
る
収
益
を
求
め

る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
お
か
し
い
話
で
あ
っ
て
、
欧
米
で
は

そ
う
い
う
考
え
方
を
と
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
に
お

い
て
も
、
赤
字
の
考
え
方
を
変
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
れ
か
ら
、
京
都
大
学
の
廣
井
良
典
教
授
が
、
岡
山
出
身
の

方
で
す
が
、
そ
こ
で
話
を
さ
れ
て
い
た
の
が
、
廣
井
先
生
の

A
I
に
よ
る
未
来
予
測
に
つ
い
て
で
す
。
東
京
一
極
集
中
・
都

市
集
中
型
と
地
方
分
散
型
で
は
ど
っ
ち
が
い
い
か
を
予
測
し
た

と
こ
ろ
、
そ
こ
が
日
本
の
進
路
の
大
き
な
別
れ
道
に
な
っ
て
い

て
、
地
方
分
散
型
に
な
ら
な
い
と
、
日
本
は
長
続
き
し
な
い
と

い
う
A
I
の
予
測
結
果
が
出
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
一
つ
に
は
公
共
交
通
を
充

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
国
土
作
り
に
も
繋
が
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
公
共
交
通
と
い
う
も
の
が
、
単
な
る
交
通

政
策
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
土
政
策
的
な
面
か
ら
も
、
非
常

に
大
き
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

い
、
行
政
の
主
要
課
題
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
時
代
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

富
山
港
線
の
L
R
T
化
は
、
こ
こ
で
も
出
て
き
た
話
で
す
が
、

お
年
寄
り
の
外
出
機
会
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通
を
使
う
こ
と
で
、
よ
り
外
出
も
し
、

歩
く
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。
車
だ
と
、
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
で
歩

数
は
増
え
ま
せ
ん
が
、
公
共
交
通
に
乗
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健

康
に
も
繋
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
年
の
5
月
5
日
に
、
こ
の
同
じ
場
所
で
、
健
康
フ
ェ
ア
の

「
健
康
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
や
り
ま
し
た
。
私
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
、
岡
山
県
の
伊
原
木
知
事
、
大
森
市
長
、
岡
山
大
学
の

槇
野
学
長
、
加
藤
厚
労
大
臣
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

話
題
に
な
っ
た
の
が
、
公
共
交
通
が
健
康
作
り
に
繋
が
る
と
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ま
し
た
。

　

こ
の
次
の
パ
ー
ト
は
岡
山
市
の
デ
ー
タ
で
す
（
図
92
）。

　

平
成
17
年
か
ら
27
年
の
人
口
減
少
10
％
を
超
え
て
い
る
と
こ

ろ
は
ど
こ
か
。
こ
の
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
北
の
ほ
う
と
南
の
端

の
ほ
う
で
す
。
な
ん
と
岡
山
平
野
の
ど
真
ん
中
の
西
大
寺
か
ら

北
の
ほ
う
に
向
か
っ
て
、
宇
野
バ
ス
が
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、

十
数
年
前
に
廃
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
野
部
の
ど
真
ん
中
の

岡
山
市
な
ど
は
、
や
っ
ぱ
り
人
口
は
ま
だ
増
え
て
い
ま
す
が
、

　

も
う
一
つ
言
え
ば
、
左
の
端
の
西
大
寺
方
面
に
行
こ
う
と

思
っ
た
ら
、
38
便
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
総
社
市
は
32
便
で
す
が
、

他
の
路
線
の
40
便
を
併
せ
る
と
、
岡
山
～
総
社
間
は
72
便
あ
り

ま
す
。
そ
れ
だ
け
便
利
だ
と
い
う
こ
と
で
、
総
社
市
は
人
口
が

増
え
て
い
ま
す
。
ど
う
も
30
便
ぐ
ら
い
走
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

黒
字
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
バ
ス
会
社
が
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
辺
り
に
ラ
イ
ン
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
も
し
30
便
以
下
だ
っ
た
ら
ど
う

な
る
の
か
（
図
91
）。
30
便
以
下
を
調
べ
る
と
、

岡
山
市
と
倉
敷
市
の
間
は
見
事
に
な
く
な
り

ま
す
。
J
R
以
外
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
結

果
か
ら
、
行
政
と
協
力
し
て
、
み
ん
な
で
30
便

以
上
走
ら
せ
れ
ば
、
黒
字
に
も
な
り
、
人
口
も

増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
、
仮
説
を
立
て
て
み

公
共
交
通
が
人
口
減
少
を
く
い
止
め
る

【
岡
】
私
は
、
鉄
道
や
公
共
交
通
は
、
人
口
を
増
や
す
力
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
岡
山
は
、
バ
ス
の
問
題
で
、
両
備
グ
ル
ー
プ
・
岡
電

を
含
め
31
路
線
の
廃
止
等
で
、
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。
岡
山

市
の
方
々
も
苦
労
を
さ
れ
、
今
も
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す

が
、
こ
の
背
景
を
よ
く
考
え
る
と
、
岡
山
は
J
R
が
8
方
面
も

走
っ
て
い
て
、
公
共
交
通
が
今
で
も
便
利
で
す
。
で
す
か
ら
、

バ
ス
網
も
四
方
八
方
に
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
て
、
地
方
都
市
に

す
れ
ば
、
電
車
・
バ
ス
が
ず
い
ぶ
ん
便
利
な
ま
ち
な
の
で
す
。

だ
か
ら
事
業
者
た
ち
が
喧
嘩
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
自
動
的
に
発
生
さ
せ

た
マ
ッ
プ
で
、
よ
く
で
き
た
計
画
案
で
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、

実
は
、
岡
山
に
は
、
十
分
交
通
網
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す

（
図
90
）。

【図91】

【図90】

【図92】

桃太郎ライトレール
バス網の拡大再編
30便パターンダイヤ
瀬戸大橋線複線化
赤穂線増便
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共
交
通
は
人
口
を
増
や
す
力
が
あ
る
」
と
い
う
話
と
繋
が
り
ま

す
。
人
口
が
増
え
る
こ
と
で
、
雇
用
の
場
も
増
え
て
い
き
、
さ

ら
に
人
口
の
定
着
が
進
ん
で
い
く
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
る

と
、
岡
山
さ
ん
、
平
澤
さ
ん
が
言
わ
れ
た
持
続
可
能
な
ま
ち
を

作
っ
て
い
く
公
共
交
通
と
い
う
の
は
、
J
R
の
公
共
交
通
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
て
、
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
社
会
を
支
え

る
基
本
的
な
大
事
な
も
の
に
近
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
考
え
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
社
会
を
支
え
る
仕
組

み
と
い
う
の
を
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
結
局
大
事
な
の

か
と
思
い
ま
す
。

　

一
企
業
と
し
て
、
鉄
道
事
業
を
営
む
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で

す
が
、
日
本
に
は
、
伝
統
的
な
公
共
性
と
い
う
仕
組
み
が
出
来

上
が
っ
て
い
ま
す
。
果
た
し
て
い
る
役
割
・
効
果
を
考
え
る
と
、

社
会
を
支
え
る
と
い
う
部
分
が
大
き
く
、
そ
れ
は
、
企
業
と
し

て
支
え
る
も
の
も
重
要
で
す
が
、
社
会
で
支
え
る
と
い
う
部
分

を
、
き
ち
ん
と
社
会
の
人
た
ち
と
共
有
し
て
お
か
な
い
と
、
結

局
、「
や
っ
て
く
れ
」「
じ
ゃ
あ
」
と
引
き
受
け
て
も
、「
鉄
道

会
社
＝
公
共
交
通
事
業
者
」
と
な
り
、
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ

た
ら
、「
サ
ー
ビ
ス
悪
い
や
ん
」
と
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
話
は
、

社
会
を
支
え
る
仕
組
み
を
み
な
さ
ん
と
共
有
し
て
い
く
た
め
に

も
、
吉
備
線
の
L
R
T
化
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
た
ち
と
意
見

交
換
で
き
る
と
い
う
の
は
、
凄
く
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
L
R
T
化
で
、
利
用
促
進
で
あ
る
と
か
、
沿
線
の
活

性
化
、
せ
っ
か
く
作
る
L
R
T
を
ど
う
上
手
く
使
っ
て
い
く
の

か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
平
澤
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
岡
山
さ
ん
か
ら
、
ぜ
ひ
L
R
T
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
、
と
い
う
よ
う
な
話
を
含
め
て
、
お
話
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
大
瀧
委
員
長
か
ら
、
バ
ッ
テ
リ
ー
電
車
の
話
等
を
伺

い
、
最
後
に
岡
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
、
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
先
進
的
な
事
例
に
つ
い

て
も
、
よ
く
ご
承
知
な
の
で
、
今
回
、
岡
山
に
ど
う
活
か
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
、
お
話
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

1
9
8
7
年
と
2
0
1
6
年
で
は
、
3
割
弱
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
で
推
移
を
し
て
い
る
状
況
で

す
が
、
今
後
の
人
口
減
少
、
と
り
わ
け
岡
山
市
の
人
口
減
少
は
、

2
0
2
0
年
を
ピ
ー
ク
に
、
30
年
後
に
は
、
約
5
万
人
減
少
す

る
と
い
う
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
移
動
手
段
を
み
て
も
、
自
動
車
で
の
移
動
が
約
60
％
。

公
共
交
通
を
利
用
し
て
の
移
動
が
約
7
％
と
い
う
状
況
で
す
。

J
R
の
取
り
組
む
課
題
に
し
て
も
、
岡
山
支
社
管
内
の
人
口
減

少
は
、
全
国
平
均
よ
り
も
早
い
ペ
ー
ス
で
減
少
し
て
い
く
こ
と

が
、
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
は
横
ば
い
の
状
態
で
推
移
を
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
の
減

少
が
想
定
さ
れ
、
我
々
と
し
て
も
地
域
価
値
で
あ
っ
た
り
、
線

区
価
値
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
定
住
人
口
の
拡
大
で
あ
っ
た
り
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
、
活
路
を
見
い
だ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
岡
山
エ
リ
ア
が
数
多
く
あ
る
候
補
地
の
中
か
ら
、
行
っ

て
み
た
い
、
乗
っ
て
み
た
い
と
、
言
わ
れ
る
よ
う
な
目
的
地
に

選
択
さ
れ
る
た
め
に
、
地
域
間
の
競
争
を
生
き
残
っ
て
い
く
た

め
の
戦
略
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、利
用
の
減
少
に
よ
っ

て
、
み
す
み
す
衰
退
を
待
っ
て
い
る
よ
り
も
、
利
用
し
や
す
い

形
態
に
変
え
て
、
利
用
増
に
繋
げ
て
い
く
取
り
組
み
が
、
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
公
共
交
通
を
担
う
多
く
の
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の

発
展
は
、
我
々
に
と
っ
て
も
、
大
変
重
要
な
課
題
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
足
を
守
り
、
鉄
道
を
活
性
化
し
、
利
用
者
・

地
域
の
方
々
に
支
持
さ
れ
選
択
を
さ
れ
る
利
用
・
利
便
性
を
高

め
て
い
く
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
我
々
現
場

で
働
く
者
の
雇
用
や
、
生
活
を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
繋
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

鉄
道
事
業
の
公
共
性
を

社
会
で
共
有
化
す
る
こ
と
の
大
切
さ

【
土
井
】大
瀧
さ
ん
の
お
話
は
、岡
さ
ん
が
提
唱
さ
れ
て
い
る「
公

宇
野
バ
ス
が
通
っ
て
い

た
北
部
と
南
部
だ
け
が
、

10
年
で
10
％
以
上
落
ち

て
い
る
の
で
す
。

　

お
そ
ら
く
バ
ス
路
線

が
な
く
な
る
と
、
飲
み

に
も
い
け
な
い
、
遊
び

に
も
い
け
な
い
と
い
う

所
に
住
み
た
く
な
く
な

る
で
し
ょ
う
。
バ
ス
を
失
う
と
、
そ
の
地
域
か
ら
人
口
が
失
わ

れ
始
め
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
バ
ス
が
な
く
な
っ
て
、
最
後
に

は
誰
も
い
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

逆
に
考
え
る
と
、
日
本
は
道
路
と
自
動
車
に
頼
り
す
ぎ
て
、

公
共
交
通
に
お
金
を
投
じ
な
か
っ
た
か
ら
、
全
体
が
落
ち
込
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
我
々
は
仮
説
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
を
研
究
し
て
い
く
と
、
鉄
道
や
バ

ス
を
き
ち
ん
と
走
ら
せ
れ
ば
、
日
本
の
人
口
減
少
が
止
ま
る
ど

こ
ろ
か
、
増
え
て
い
く
と
す
れ
ば
、
岡
山
だ
け
で
も
、
少
な
く

と
も
吉
備
線
L
R
T
化
は
凄
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
い
う
増
便
を
や
っ
て
し
ま
う
の
で
す
か
ら
。
そ
こ
に
は
、

「
も
も
ち
ゃ
り
」
が
も
っ
と
走
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ

と
を
想
像
し
な
が
ら
や
る
と
、
こ
の
人
口
減
少
を
止
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
の
か
と
、
ほ
の
か
に
思
い
始
め
て
い
ま
す
が
、
如

何
で
し
ょ
う
か
。

何
故
岡
山
に
L
R
T
な
の
か
？

【
大
瀧
】
何
故
岡
山
に
L
R
T
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

吉
備
線
の
L
R
T
化
構
想
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
、
備
前
三

門
駅
付
近
の
渋
滞
に
よ
る
高
架
化
の
問
題
が
あ
っ
て
、
高
架
に

す
る
よ
り
も
L
R
T
化
す
る
ほ
う
が
、
コ
ス
ト
面
等
、
地
域
の

活
性
化
、
吉
備
線
全
体
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

L
R
T
化
構
想
が
打
ち
出
さ
れ
た
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
と
認

識
を
し
て
い
ま
す
。

　

吉
備
線
の
L
R
T
化
に
つ
い
て
は
、
輸
送
密
度
を
み
て
も
、

岡　将男氏
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ル
は
、
慢
性
的
な

交
通
渋
滞
と
、
大

気
汚
染
の
改
善
を

目
的
に
、
建
設
さ

れ
た
新
都
市
シ
ス

テ
ム
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

車
両
は
ス
ペ
イ

ン
製
の
4
両
編
成

で
、
架
線
は
敷
設

さ
れ
て
い
な
く
て
、

蓄
電
池
が
内
蔵
さ

れ
て
お
り
、
停
車

す
る
度
に
、
停
留

所
に
設
け
ら
れ
た
架
線
か
ら
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
を
使
っ
て
、
急
速

充
電
を
行
っ
て
、
全
区
間
を
蓄
電
池
で
走
行
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

蓄
電
池
を
動
力
に
し
て
い
る
の
で
、
架
線
が
引
か
れ
て
い
な

い
非
電
化
区
間
も
走
れ
、
エ
ン
ジ
ン
で
走
る
気
動
車
よ
り
も
、

排
気
ガ
ス
を
出
さ
な
い
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
環
境
に
優
し
い
車

両
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
最
高
速
度
50
キ
ロ
ぐ
ら
い
ま
で
走
っ

て
も
そ
ん
な
に
揺
れ
な
い
、
乗
り
心
地
の
い
い
L
R
T
だ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
労
働
力
不
足
や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
そ
れ
に
伴

う
採
用
難
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
働
く
者
の
立
場
と
し
て
、

地
上
設
備
の
設
置
や
そ
れ
に
伴
う
保
守
・
点
検
な
ど
、
現
場
で

働
く
労
働
者
の
作
業
の
効
率
化
に
も
、
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え

ま
す
。
蓄
電
池
車
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
も
実
用
化
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
台
湾
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
海
外
で
も

実
用
化
さ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

技
術
的
な
ハ
ー
ド
ル
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま

す
が
、
蓄
電
池
車
も
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
土
井
】
新
し
く
導
入
す
る
際
に
は
、
新
し
い
技
術
が
伴
い
ま

の
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
ア
ク
セ

ス
性
向
上
に
よ
っ
て
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
て
、
周
辺
に
住
む

皆
さ
ん
の
生
活
を
変
え
て
い
き
た
い
。
そ
の
後
エ
リ
ア
の
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
意
味
で
、
そ
れ
は
欠
か
せ

な
い
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

バ
ッ
テ
リ
ー
車
の
導
入
は
？

【
岡
山
】
今
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
フ
リ
ー
ク
エ
ン
シ
ー
、
運
行

頻
度
が
上
が
り
ま
す
。
現
在
の
吉
備
線
は
、
す
れ
違
う
の
に
何

分
も
待
ち
ま
す
が
、
駅
の
数
も
増
え
ま
す
が
、
こ
れ
が
大
分
解

消
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
車
体
が
軽
く
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
下
の
路
盤
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
こ
う
や
っ
て
計
画
が
出
て
、
一
つ
気
に
な
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
現
状
、
吉
備
線
は
、
電
化
し
て
架
線
を
つ
け
て
総

社
ま
で
、
と
い
う
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
世
界
を
み
る
と
、

架
線
の
な
い
バ
ッ
テ
リ
ー
で
動
く
電
車
が
、
次
々
路
面
電
車
と

し
て
も
入
っ
て
い
ま
す
。
駅
で
充
電
し
て
架
線
な
し
で
走
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
も
含
め
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
な
の
か
と
思
い
ま
す
。

【
土
井
】
私
も
、
バ
ッ
テ
リ
ー
式
の
L
R
T
に
乗
り
ま
し
た
け

れ
ど
、
あ
れ
は
解
放
感
が
あ
り
ま
す
。
架
線
が
あ
る
の
と
な
い

の
と
で
は
全
く
違
い
ま
す
。
し
か
も
急
速
充
電
な
の
で
、
乗
っ

て
い
て
も
違
和
感
が
全
く
な
い
。
例
え
ば
バ
ッ
テ
リ
ー
車
実
現

可
能
性
に
つ
い
て
、
ご
専
門
で
あ
る
大
瀧
委
員
長
の
ほ
う
か
ら
、

お
話
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

蓄
電
池
車
も
一
つ
の
選
択
肢

〜
高
雄
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
体
験
乗
車
か
ら
〜

【
大
瀧
】
専
門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
、
海
外
視
察
で
、

台
湾
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
高
雄
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
に
体

験
乗
車
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
高
雄
ラ
イ
ト
レ
ー

周
辺
に
住
む
皆
さ
ん
の
生
活
を
変
え
て
い
き
た
い

【
平
澤
】
吉
備
線
L
R
T
化
に
期
待
す
る
こ
と
で
す
が
、
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
な
軸
で
あ
る
吉
備
線
を
L
R
T
化
す
る

こ
と
は
、
そ
の
周
辺
の
ま
ち
を
変
え
る
、
住
む
人
た
ち
の
生
活

を
変
え
る
、
生
活
が
変
わ
る
、
向
上
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
非
常
に
重
要
な
事
業
だ
と
い
う
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
さ
に
、
我
々
は
そ
れ
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
出
生
率

が
非
常
に
低
い
状
況
で
、
人
口
増
・
社
会
増
で
補
う
こ
と
が
な

か
な
か
難
し
い
。
人
口
減
少
は
、
全
国
的
で
、
避
け
ら
れ
な
い

現
象
で
す
が
、
か
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
仕
方
が
な
い
と
片
づ
け

る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、吉
備
線
L
R
T
化
は
、し
っ

か
り
と
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て
、
み
な
さ
ん
が
住
み
続

け
ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち
を
創
っ
て
い
く
手
法
の
一
つ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

L
R
T
化
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
駅
が
で
き
ま
す
。
ダ
イ
ヤ

も
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
駅
が
鉄
道
の
駅
と
違

い
、
低
床
車
両
を
活

用
し
ま
す
の
で
、
路

面
電
車
の
原
型
に

近
い
よ
う
な
駅
が

で
き
ま
す
の
で
、
駅

の
前
後
、
例
え
ば
、

鉄
道
が
東
西
に

走
っ
て
い
れ
ば
、
南

北
の
ど
ち
ら
か
ら

で
も
ア
ク
セ
ス
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
に
フ
ィ
ー

ダ
ー
交
通
が
確
保

で
き
れ
ば
、
さ
ら
に

広
い
範
囲
で
利
用

で
き
ま
す
。
我
々

は
、
L
R
T
化
に

よ
っ
て
、
吉
備
線
そ

台湾　高雄ライトレール（高雄LRT）

吉備線LRTイメージ（岡山市作成）
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す
の
で
、
一
度
チ
ェ
ン
ジ
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
、
技
術
的
な
も
の
を

決
め
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
技
術
、

特
に
情
報
技
術
や
電
気
系
の
技
術
、
保
線
に
つ
い
て
も
、
新
し

い
モ
デ
ル
を
、
吉
備
線
の
L
R
T
の
中
で
、
検
討
が
で
き
る
と

い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

鉄
路
で
働
く
誇
り
の
継
承
を

〜
鉄
道
は
日
本
を
支
え
る
大
き
な
イ
ン
フ
ラ
〜

【
岡
】
バ
ッ
テ
リ
ー
ト
ラ
ム
と
い
う
の
は
、
出
来
そ
う
で
な
か

な
か
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
世
界
的
に
は
ど
ん
ど
ん
出
来

て
い
る
ら
し
い
で
す
。
や
っ
ぱ
り
数
量
を
20
輌
ぐ
ら
い
買
え
ば
、

創
ろ
う
と
い
う
メ
ー
カ
ー
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

私
が
、
M
O
M
O
を
導
入
す
る
時
に
、
様
々
な
車
両
メ
ー
カ
ー

の
社
長
た
ち
に
相
談
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
20
年
経
っ
て
、

現
在
1
1
0
輌
で
す
。
で
も
、
本
当
は
、
5
0
0
0
輌
ぐ
ら
い

入
る
ま
で
に
、
日
本
の
公
共
交
通
が
改
革
で
き
て
い
た
ら
、
い

ろ
ん
な
こ
と
が
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

吉
備
線
に
つ
い
て
も
、
岡
山
市
長
、
総
社
市
長
、
J
R
の
元

幹
部
の
方
々
と
も
、
い
ろ
い
ろ
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
20
数
年

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
鉄
道
と
い
う
も
の
が
、
日
本

を
支
え
て
い
る
大
き
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
反
面
、

道
路
や
自
動
車
の
政
策
が
、
前
に
進
み
ま
し
た
が
、
バ
ラ
ン
ス

が
少
し
悪
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
も
、
国
鉄
分
割
民
営
化
が
負
の
遺
産
の
よ
う
に
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
30
年
間
、
そ
の
見
直
し
が
出
来
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
J
R
側
も
、
新
幹
線
と
ホ
テ
ル
と

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ば
か
り
や
っ
て
い
る
、
こ
れ
も
お
か

し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
、
J
R
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
、
信
用
の
ベ
ー
ス
は
鉄
道

輸
送
な
の
だ
と
い
う
誇
り
を
失
わ
な
い
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
そ
こ
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
結
局
、
鉄
路
で
働
く

人
と
し
て
の
誇
り
が
J
R
マ
ン
に
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
古
代
史
が
大
好
き
で
、
だ
か
ら
吉
備
線
の
沿
線
開
発

は
大
変
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
吉
備
線
沿
線
は
、
古
墳
が
こ
れ

だ
け
あ
っ
て
、
桃
太
郎
伝
説
で
日
本
遺
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
観
光
資
源
を
活
用
し
て
、
な
ん
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い

も
あ
り
ま
し
た
。
成
熟
し
た
世
の
中
で
は
、
や
は
り
文
化
や
歴

史
が
観
光
の
イ
ン
フ
ラ
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

吉
備
線
と
い
う
の
は
、
単
に
輸
送
機
関
と
し
て
の
改
革
で
は

な
く
、
強
い
て
言
え
ば
、
観
光
資
源
だ
と
言
え
ま
す
。
こ
の
前
、

堺
で
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
が
世
界
遺
産
に
な
る
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
登
れ
る
古
墳
で
一
番
大
き
い
の
は
造
山
古
墳
な
の

で
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
へ
世
界
か
ら
人
に
来
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
野
望
が
あ
り
ま
し
て
、
吉
備
線
L
R
T
化
の
中
で
、

造
山
古
墳
ま
で
行
く
バ
ス
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

是
非
そ
う
い
う
考
え
方
の
中
で
、
最
新
の
も
の
を
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
も
当
然
で
す
。

数
を
買
え
ば
、
こ
れ
は
車
両
メ
ー
カ
ー
が
開
発
し
て
い
き
ま
す
。

世
界
か
ら
売
り
込
み
に
来
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
デ
ザ
イ
ン

の
い
い
も
の
を
走
ら
せ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

単
に
た
く
さ
ん
運
ぶ
の
で
は
な
く
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
楽
し

ん
で
乗
る
こ
と
が
見
直
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
L
R
T

化
の
話
を
い
た
だ
い
た
時
に
、
車
掌
さ
ん
が
要
ら
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
質
問
が
、
会
場
か
ら
出
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
僕
は
、
逆
に
、
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
と
い
う
仕
事
は
、
重
要

に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

バ
ス
で
も
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
運
転
手
は

外
国
人
で
身
代
わ
り
が
出
来
た
と
し
て
も
、
き
ち
ん
と
世
話
を

す
る
人
が
も
う
一
人
乗
っ
て
い
る
時
代
に
な
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
電
車
も
そ
う
い
う
時
代
が
来
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
雇
用
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
経
済
に
繋
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
吉
備
線
の

L
R
T
化
に
つ
い
て
、
M
O
M
O
と
い
う
電
車
は
、
吉
備
線
が

乗
り
入
れ
る
よ
う
に
作
っ
て
い
る
訳
で
す
し
、
私
た
ち
は
こ
れ

を
食
堂
車
の
よ
う
に
使
っ
て
、
岡
山
の
東
山
ま
で
、
乗
り
入
れ

た
い
と
い
う
こ
と
を
初
め
か
ら
考
え
て
作
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
迎
え
る
な
か
で
、

吉
備
線
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
に
関
わ
る
人
々
が
、
い

ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
工
夫
し
て
い
け
ば
、
こ
れ
は
凄
い

財
産
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
土
井
】
本
日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ
が

「
L
R
T
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
」
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
一
言
ず
つ
、
お
話
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

働
く
者
の
立
場
か
ら
問
題
提
起
を
し
て
い
く

【
大
瀧
】
こ
の
吉
備
線
L
R
T
化
に
向
け
て
、
J
R
西
労
組
岡

山
地
本
と
し
て
、
連
合
岡
山
メ
ー
デ
ー
の
中
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
・
今
年
と
取
り
組
ん
で
、
約

1
0
0
名
ぐ
ら
い
の
方
に
ご
意
見
を
い
た
だ
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
回
答
結
果
が
、「
L
R
T
化
に
つ
い
て
、知
っ
て
い
る
か
」

い
う
問
い
に
つ
い
て
、
49
・
09
％
の
方
が
知
ら
な
い
、
50
・

91
％
の
方
が
知
っ
て
い
る
と
の
回
答
で
、
昨
年
と
同
じ
よ
う
な

傾
向
で
し
た
。
回
答
の
中
に
は
、「
早
期
実
現
を
希
望
す
る
」

で
あ
る
と
か
、「
利
便
性
の
向
上
」「
道
路
の
混
雑
緩
和
」「
沿

線
の
活
性
化
」
に
期
待
感
を
示
す
よ
う
な
回
答
が
あ
る
一
方
で
、

「
L
R
T
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
」「
L
R
T
の
メ
リ
ッ
ト
が
よ

く
分
か
ら
な
い
」「
も
っ
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
よ
う
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
岡
山
市
は
、

地
元
説
明
に
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
で
す
が
、
そ

う
い
う
こ
と
も
踏
ま
え

た
中
で
、
L
R
T
の
認

知
度
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

大瀧　浩二氏



37

る
の
は
凄
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
鉄
道
を
作
っ
て
き
た
の

は
、
岡
山
市
と
J
R
の
お
か
げ
で
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ

う
い
う
期
待
す
る
J
R
西
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
注
文
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
東
京
支
社
に
二
度
ほ
ど
勤
務
し
て
、
岡
山
出
身
の
水

戸
岡
鋭
治
さ
ん
と
い
う
、
J
R
九
州
で
先
駆
的
な
列
車
を
作
っ

て
こ
ら
れ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
と
、
頻
繁
に
取
材
を
す
る
機
会

が
あ
り
、
よ
く
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
J
R
九
州
と
J
R
西
日
本
の
違
い
が
よ
く
出
て
き
ま
し
た
。

J
R
九
州
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
の
で
は
と
言
う
と
、

「
や
ろ
う
」
と
す
ぐ
言
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
J
R
西
日
本
は
、

出
来
な
い
理
由
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
て
、
前
へ
進
ま
な
い
と
い

う
と
い
う
の
で
す
。
J
R
西
日
本
は
、
慎
重
な
会
社
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
。

　

水
戸
岡
さ
ん
と
い
う
方
は
、
心
地
よ
い
列
車
を
作
る
と
い
う

こ
と
が
信
条
で
、
一
生
懸
命
、
い
ろ
ん
な
新
し
い
タ
イ
プ
の
列

車
を
作
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
観
光
地
へ
行
く
ま
で
も
、
楽
し

め
る
観
光
列
車
や
通
勤
列
車
で
も
快
適
な
も
の
を
作
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

岡
山
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
黄
色
い
電
車
ば
か
り
増
え

て
い
る
の
は
、
利
用
者
の
た
め
な
の
で
し
ょ
う
か
。
J
R
西
日

本
管
内
で
も
、
岡
山
支
社
が
一
番
古
い
と
聞
き
ま
し
た
。
最
近

故
障
が
多
く
て
、
頻
繁
に
停
ま
っ
て
い
る
と
い
う
記
事
も
出
て

い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
も
、
見
直
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

吉
備
線
も
、
以
前
は
30
分
に
1
本
だ
っ
た
の
に
、
昼
間
1
時

間
に
1
本
し
か
走
っ
て
い
な
く
て
、
だ
ん
だ
ん
不
便
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
か
ら
話
題
に
上
が
っ
て
い
る
岡
山
は
、

J
R
の
路
線
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
全
国
で
も
有
数
の
路
線
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
特
色
で
、
岡
山
の
都
市
政
策
に
こ
れ

を
活
か
す
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
30
分

に
1
本
ぐ
ら
い
の
フ
リ
ー
ク
エ
ン
シ
ー
（
運
行
頻
度
）
の
確
保

を
目
指
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

J
R
に
言
わ
せ
ま
す
と
、
そ
ん
な
稼
い
で
も
い
な
い
路
線
に

思
い
ま
す
。
現
場
で
働
い
て
い
る
皆
さ
ん
も
、
で
き
る
だ
け
、

「
L
R
T
、
一
体
何
や
ね
ん
」「
ど
う
い
う
中
身
や
ね
ん
」

「
L
R
T
っ
て
そ
も
そ
も
何
や
ね
ん
」
と
い
う
こ
と
も
、
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
お
願
い
で
き
れ
ば
あ
り

が
た
い
と
思
い
ま
す
。

桃
太
郎
線
L
R
T
化
を
成
功
事
例
に

【
平
澤
】
岡
山
市
は
在
来
線
の
鉄
道
網
に
も
恵
ま
れ
て
い
て
、

多
く
の
鉄
道
利
用
客
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
私
が
交
通
政
策

に
関
わ
り
出
し
て
か
ら
、
北
長
瀬
駅
が
で
き
、
西
川
原
駅
が
で

き
、
そ
れ
か
ら
庭
瀬
、
高
島
と
、
南
口
改
札
が
で
き
ま
し
て
、

J
R
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
鉄
道
が

使
い
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い

て
も
、
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
土
井
先
生
の
話
の
中
で
、
人
口
減
少
は
ピ
ン
チ
か

チ
ャ
ン
ス
か
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
視
点
を
変
え

れ
ば
、
こ
れ
は
岡
山
市
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
一
つ
の

手
段
が
、
今
回
の
吉
備
線
の
L
R
T
化
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
時
代
に
、
電
化
さ
れ
て
、
新
し
い
駅
が
で
き
て
、

ダ
イ
ヤ
も
密
に
な
っ
て
、
新
し
い
車
両
が
入
る
な
ん
て
こ
と
は
、

な
か
な
か
全
国
探
し
て
も
、
こ
ん
な
事
例
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
是
非
こ
れ
を
実
現
さ
せ
て
、
岡
山
で
は
そ
う
い
っ
た
取

り
組
み
を
し
て
、
ま
ち
が
変
わ
り
、
市
民
が
住
み
や
す
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
が
評
判
に
な
っ
て
、
全
国
の
都
市
に
お
い
て
も
、

成
功
事
例
と
し
て
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
是
非

行
政
マ
ン
と
し
て
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ク
エ
ン
シ
ー
の
確
保
を

【
岡
山
】
J
R
発
足
の
歴
史
と
平
成
の
歴
史
と
は
ほ
ぼ
重
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
前
、
平
成
の
歴
史
を
調
べ
て
い
て
、

J
R
の
岡
山
支
社
の
デ
ー
タ
を
出
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
岡
山
駅

の
利
用
者
と
い
う
の
は
、
増
え
て
い
る
の
で
す
。
平
成
元
年
と

比
べ
て
、
か
な
り
増
え
て
い
て
、
人
口
減
少
の
な
か
増
え
て
い

　

加
え
て
、
労
働
組
合
の
立
場
で
い
え
ば
、
L
R
T
化
に
よ
っ

て
、
今
の
交
通
体
系
が
大
き
く
変
化
を
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
や
は
り
組
織
内
議
員
で
あ
っ
た
り
、
協
力
議

員
の
み
な
さ
ん
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
交
運
労
協
の
皆
さ
ん

と
、
今
後
の
交
通
体
系
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
も
、

働
く
者
の
立
場
か
ら
、
問
題
提
起
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

J
R
西
労
組
と
し
て
も
、
現
場
で
働
く
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

労
働
環
境
が
、
多
く
の
系
統
で
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
も
想
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
も
議
員
の
皆
さ
ん
や
中
央
本
部
と
も
連
携

を
し
な
が
ら
、
会
社
や
自
治
体
に
対
し
て
、
問
題
提
起
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
土
井
】
い
ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
使
っ
て
、
周
知
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
市
の
方
も
で
す
し
、
県
の
方
も
そ
う
な
る
と
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た
い
と
思
い
ま
す
。

【
土
井
】
み
な
さ
ん
が
、
言
わ
れ
た
こ
と
を
私
が
ま
と
め
る
の

は
難
し
い
の
で
す
が
、
た
ぶ
ん
吉
備
線
の
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
化
と

い
う
も
の
で
、
人
口
減
少
に
対
す
る
素
晴
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
成
功
モ
デ
ル
を
、
是
非
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
吉
備
線
ラ

イ
ト
レ
ー
ル
は
、
吉
備
線
・
岡
山
の
話
だ
け
で
は
な
く
、
J
R

西
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
と
鉄
道
の
関
係
の
あ
り
方
を
考
え

て
い
く
、
あ
る
い
は
ど
う
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
っ
た
ら
い

い
の
か
、
と
い
う
具
体
的
な
ヒ
ン
ト
を
い
っ
ぱ
い
秘
め
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
み
な
さ
ん
が
話
さ
れ
た
内
容
、
新
た
な

キ
ー
ワ
ー
ド
を
是
非
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
て
、
職
場
の
み
な

さ
ん
と
共
有
し
て
い
た
だ
け
た
ら
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
い

ま
す
。

け
で
す
。
し
か
も
、
路
線
は
赤
字
ロ
ー
カ
ル
で
す
。
人
口
が
ど

ん
ど
ん
減
少
し
た
の
で
は
、
J
R
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
に
貢
献
し
て
こ
そ
、
企
業
は
生
き
残
れ
ま
す
。
ど
ん
な
会

社
で
も
そ
う
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
し
か
給
料
を
も
ら
え
な
い
の

で
、
こ
れ
が
分
か
る
か
ど
う
か
が
大
き
い
の
で
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
岡
山
市
も
、
現
場
を
含
め
て
み
な
さ
ん

が
決
断
を
し
て
く
れ
て
、
J
R
も
決
断
し
て
く
れ
て
、
大
き
な

一
歩
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
外
野
で
、

L
R
T
電
車
が
走
っ
た
と
い
っ
て
喜
ん
で
、
儲
け
に
な
っ
た
ら

も
っ
と
喜
ん
で
、
一
緒
に
夢
を
描
い
て
い
く
と
い
う
楽
し
み
や

喜
び
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
最
後
に
言
う
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
、
こ
の
「
吉

備
線
L
R
T
」
の
伝
え
方
に
つ
い
て
、
戦
略
ミ
ス
を
し
ま
し
た
。

L
R
T
と
い
う
言
葉
を
理
解
し
て
い
て
も
、
市
長
を
含
め
み
ん

な
、
言
葉
を
噛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。「
エ
ル
ア
ー
ル
テ
ィ
ー
」

と
言
う
の
は
、
間
違
い
そ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
」
と
呼
ぶ
べ
き
だ
っ
た
で
す
。
も
っ
と
言
え
ば
、
昔
は
、

軽
電
鉄
道
と
言
い
ま
し
た
。
ヘ
ヴ
ィ
レ
ー
ル
に
対
し
て
、
軽
電

鉄
道
・
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
。
同
じ
概
念
で
軽
電
鉄
道
法
と
い
う
の

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

軽
く
て
電
気
。
ま
さ
に
、現
代
の
軽
電
鉄
道
は
、「
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
」
で
す
。
こ
の
前
、
地
方
鉄
道
の
サ
ミ
ッ
ト
で
、
講
演
し
た

の
で
す
が
、
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
と
呼
ん
だ
ほ
う
が
ど
う
も
よ
さ
そ

う
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
モ
ノ
レ
ー
ル
の
よ
う
に
、
一
言
で
、

小
中
学
生
で
も
分
か
り
ま
す
。
是
非
、
会
社
の
名
前
は
、「
桃

太
郎
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
」
に
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、富
山
も
、会
社
は
「
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
」
な
の
で
す
。

宇
都
宮
も
、
会
社
は
「
宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
」
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
L
R
T
だ
と
伝
わ
ら

な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
簡
単
な
英
語
に
し
て
、
モ
ノ
レ
ー
ル

に
対
し
て
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
と
言
っ
た
ほ
う
が
伝
わ
り
や
す
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
是
非
、
皆
さ
ん
に
伝
わ
る
よ
う
に
考
え
て
い
た
だ
き

そ
ん
な
こ
と
で
き
る
か
と
い
っ
た
話
に
な
り
ま
す
が
、
岡
山
市

も
含
め
て
、
み
ん
な
で
ど
う
し
た
ら
で
き
る
の
か
、
本
当
に
考

え
て
い
く
こ
と
が
、
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
J
R
だ
け
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
、
我
々
マ
ス
コ
ミ
も
含
め
て
、
地
域
み
ん
な
に

呼
び
か
け
て
、
問
い
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

長
い
冬
の
時
代
を
抜
け
て
、
や
っ
と
こ
こ
に
来
ま
し
た
の
で
、

是
非
、
吉
備
線
L
R
T
を
、
絶
対
に
成
功
さ
せ
な
い
と
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
J
R
の
み
な
さ
ん
、
地
域
の
み
な
さ
ん
、

行
政
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

行
政
・
事
業
者
の
大
き
な
決
断
が

「
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
」
を
動
か
す

【
岡
】
僅
か
1
年
半
ぐ
ら
い
前
、
吉
備
線
の
件
で
、
岡
山
市
長

も
総
社
市
長
も
、「
も
う
だ
め
か
も
し
れ
ん
」
と
僕
に
言
っ
て

い
ま
し
た
。
大
き
な
決
断
が
、
大
き
な
歩
を
進
め
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
赤
字
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
も
の
に
お
金
を
出
す

と
市
が
決
定
し
た
こ
と
で
す
。
赤
字
補
填
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

一
部
補
修
費
を
負
担
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
決
定
さ
れ
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
、
両
市
長
と
も
非
常
に
大
き
な
決
断
で
す
。
民

間
会
社
に
対
し
て
、
赤
字
補
填
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
な
か

な
か
行
政
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
も
、
長
く
こ
う
い
う
事
業
を
い
ろ
い
ろ
見
て
い
て
、

行
政
マ
ン
は
、
ま
さ
に
荒
業
師
で
す
。
こ
う
い
う
幸
運
を
考
え

た
時
、
荒
業
が
す
ご
く
い
る
の
で
す
。
バ
ス
が
大
変
で
す
。
荒

業
師
が
い
て
、
こ
こ
か
ら
ま
だ
上
手
く
い
く
か
ど
う
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て
い
た
だ
い
て
、
バ

ス
も
ま
と
め
て
、
吉
備
線
に
辿
り
着
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

両
市
長
は
決
断
し
ま
し
た
。
た
だ
、
ま
だ
、
み
ん
な
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
ど
う
や
っ
て
い
く
か
。

　

J
R
側
も
、
大
き
な
決
断
を
し
て
い
ま
す
。
最
初
、
1
／
4

ぐ
ら
い
負
担
し
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
1
／

3
も
負
担
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
を
本
社
が
決
断
し
て
い
る
わ
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【関連の掲載新聞記事】

山陽新聞 2018年4月5日 １面記事
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山陽新聞 2018年4月5日 33面記事
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【
第
７
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
後
の

地
元（
岡
山
）の
新
聞
記
事
】

山陽新聞 
2019年5月29日 28面記事

交通新聞 
2019年6月5日 

3面記事

読売新聞 
2019年5月29日 

3１面記事
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山陽新聞 
2019年6月7日 

26面記事
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LRT
ライトレールトランジット （Light rail transit）の略。「軽量軌道交通」の和訳がある。「大部分を専用軌道として部
分的に道路上（併用軌道）を1両ないし数両編成の列車が電気運転によって走行する、誰でも容易に利用できる都市
の交通システム」とされる。

モーダルシフト
トラックによる幹線貨物輸送を、「地球に優しく、大量輸送が可能な海運または鉄道に転換」することをいう。

モータリゼーション
自動車が市民生活の中に入り込んできている文化的・社会的状態。

MaaS（マース）
Mobility as a Serviceの略で、日本語にすると「サービスとしての移動」。個々人の移動を最適化するために様々な移
動手段を活用し、利用者の利便性を高めるもの。

トランジットモール（Transit mall）
自家用自動車の通行を制限し、バス、路面電車、LRT、タクシーなどの公共交通機関だけが優先的に通行できる形
態の歩車共存道路。

コミュニティバス
自治体などが主体になって住民の足として走らせる乗り合いの小型バス。

フィーダーバス（Feeder bus）
交通網において、幹線（主に鉄道を指す）と接続して支線の役割をもって運行される路線バス、ないしその路線。

フィーダー交通
フィーダーバスの項目参照。

HUB ＆ SPOKE
交通結節点。各種の交通機関において路線や航路が集中する場所。拠点（HUB・ハブ）に集中させ、各拠点（SPOKE・
スポーク）に分散させる方式。ハブ空港など。

地域交通フォローアップ・イノベーション検討会
国土交通省の、有識者による「地域の潜在力を活かして持続可能で利便性の高い交通ネットワークを維持・確保する
ための政策」の検討会。

コンパクトシティ（Compact City）
拡大してきた居住エリアを、特定のエリアに集中させることによって、都市機能を維持しようという考え方。

低床電車（車両）
路面電車で、床面を低く作り、入り口の段差を小さくして乗降しやすくした車両。

コミュニティサイクル
街中にいくつもの自転車貸出拠点（ポート）を設置し、利用者がどこでも貸出・返却できる新しい交通手段。

パークアンドライド（ park and ride）
自宅から自家用車で最寄りの駅またはバス停まで行き、自動車を駐車させた後、バスや鉄道などの公共交通機関を利
用して、都心部の目的地に向かうシステム。

蓄電池車・バッテリートラム
蓄電池で走る路面電車、市街電車の意味。

フリークエンシー
運行頻度のこと。1時間に何本運行されているか、その頻度。

【用語解説】
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【参考資料】
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　JR西労組「第７回政策シンポジウム」でご講演いただいた、グローカル交流推進機構 土井理事長が「再生塾」の理事を務
めておられるというご縁もあり、８月～12月の約５ヶ月間、月１回のペースで研修に参加しました。
　私が参加させていただいた、再生塾・アドバンスドコースの主な研修内容は、少人数のグループで実際のフィールドにおけ
る交通政策課題に取り組み、担当するラーニング・ファシリテーター（再生塾会員）とともにグループワークを重ね、実践的な
「提言」をまとめ、対象となるフィールドに提案することです。
　私のグループには、行政、コンサルタント、バス事業者等、様々な能力や経歴をお持ちの方々がおられ、フィールドは西日本
ジェイアールバスが京都府で運行する路線バス 園福線（JR園部駅前～JR福知山駅前までの51.8Kｍ）を対象に、園福線が抱
えている課題（利用者減少に伴う収支の悪化、乗務員不足、潜在的需要の掘り起こし、持続可能な運行のあり方）の解決に向
けた「提言」をグループとしてまとめました。
　提言を策定するにあたり、フィールドワークとしてグループで園福線に乗車し、事前に調査していた沿線の立寄りスポット
で途中下車しながら、園福線の状況を肌で感じてきました。また、西日本ジェイアールバス・沿線の市町の担当者から園福線
に対する課題認識や利用促進に向けた現在の取り組み状況についてのヒアリングも行い、それらを基にグループで課題解決
に向けた方法を探るディスカッションを重ねてきました。研修の設定日だけでは時間が足らず、業務終了後に大阪界隈に集ま
り、しっかり議論を行いました。そして、最終報告に向けた資料作成については、ラーニング・ファシリテーター（再生塾会員）
のアドバイスをいただきながら、世の中に公表されている様々なデータ（国政調査、パーソントリップ調査、交通調査実績）を
収集・加工し、データに基づく、説得力のある提言資料を作成することを心掛け、最終発表に臨みました。最終発表には、西日
本ジェイアールバスの会社幹部も訪れ、私たちの提言に耳を傾けました。結果として、発表した４チームの中で最優秀賞をい
ただくことができました。
　研修に参加させていただき、まちと交通についての自分の夢を語り、それを チームで共有することのすばらしさや、物事を

考える力、傾聴する力、発言する力、議論する力、数字を読む力、疑う力、表現する力、答えを導き
出す力が、政策提言には必要であることを学ぶ事ができました。また、研修を通じて知り合った
「人のネットワーク」についても大きな財産となりました。

企画・政策・調査部長　福本 英治

フィールドワーク 再生塾

再生塾とは ～持続可能なまちと交通をめざして～
　「再生塾」は、地域がかかえる数多くの問題、なかでもまちと交通の課題の解決・再生に向け、多くの人と対話を通し
て“ビジョン”と“夢”を共有し、 関係する様々な立場の人たちの取り組みを実践的に支援することで、その地でくらす人々
の、安心で豊かな「持続可能なくらし」を実現することを目的として活動しています。2007年、故北村隆一先生の提唱
に賛同した仲間が集まり活動を開始しました。（2009年2月、特定非営利活動法人の認証を受ける。）
　活動の軸は「人づくり」です。まちづくりや交通に携わる学識経験者、行政関係者、技術者の有志らが相互に連携しな
がら、それぞれが専門とする技術や経験をもとに、各地域でまちづくりと交通政策に関わる行政団体、企業等の実務者や
地域住民のみなさまを実践的に支援するべく、これらの方々を対象とした塾（セミナー）や研修活動を積極的に展開して
います。 ▪出典：再生塾　ホームページ

4 １．ＪＲ園福線の概要 

・路線を維持するためには1往復あたり114人の乗車人数が必要 

ちなみに必要乗降人数試算すると 

【基本データの算出】 
      福知山～桧山 桧山～園部 計 
① 収入 円/年 28,982,230 42,732,392 71,714,622 
② 経費 円/年 85,505,828 79,793,421 165,299,249 
③ 乗車人数 人/年 64,216 98,071 162,287 
④ 路線長 km 34 17 51 
⑤ 運行回数 回/日 7 13 - 
⑥＝④×⑤× 
往復×365日 運行キロ km/年 173,740 161,330 335,070 
⑦＝②／⑥ キロあたり経費 円/キロ 492.15 494.60 493.33 
⑧＝①／③ １人あたり 

支払い額 円/人 451 436 442 

【園部～桧山～福知山 １往復運行の場合】 
⑨＝④×往復 運行キロ km/日 102 
⑩＝⑨×⑦ 運行経費 円/往復 50,319 
⑪＝⑩／⑧ 必要乗車数 人/往復 114 

 ⇒ 現状の46人に対して2.5倍 

5 １．ＪＲ園福線の概要 - まとめ 

ポジティブ 

ネガティブ 

・赤字路線（7,000万円/年） 
・ダイヤの利便性が低い 
・乗務員不足・高齢化 
・地域からの無愛着・無関心 
・マイカー依存のライフスタイル 

・沿線施設の集客力 
 （府立丹波自然運動公園） 

あらためて 

園福線の実態 

・路線中間部の非車利用者・施設などにとっては、大切な路線 （依存度が高い） 
・通勤、通学の利用がほとんどを占める （低い水準の固定需要） 
・開業当初の狙い・目的は現在もはや果たされていない 

園福線の存在意義とは 
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もし、園福線がなくなってしまったら 

・園福線を本当に無くしてよいのか？ 

・ 路線価が下がる 固定資産税が減収 

・ 域外への転出が増える 住民税が減収 

・ 地域のコミュニティが 
   機能しなくなる 

地域荒廃（環境整備
負荷の増加） 

・ 既存利用者が困る 

・地域全体の価値が下がる 

代替移動手段の創出 
労力・費用ともに大きい 

１．ＪＲ園福線の概要 - まとめ 

JRバスが撤退した滋賀県甲賀市水口町の例 
2005年⇒2019年 5,389円/㎡減 12％⇓ 次ページ参照 

1 １．ＪＲ園福線の概要  

福知山駅 

園部駅 
鉄道：福知山線 
（福知山駅～三田駅） 
所要時間：約90分 
延長：約72.8km 

鉄道：嵯峨野線 
所要時間：約36分 
延長：約34.2km 

三田駅 

京都駅 

大阪駅 神戸駅 Googleマップ 

園福線 
・ ２市1町を結ぶ 

福知山市 

京丹波町 

南丹市 

・ 総延長 片道約51ｋｍ 

大阪で例えると  

関西国際空港～新大阪間 

＝51ｋｍ 

・ 片道所要時間 
 約90分 

２市1町を結ぶ、延長が長い路線 

ＪＲ園福線      
（バス） 

福知山市 

京丹波町 

南丹市 

2 
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１．ＪＲ園福線の概要 

・利用客数の下げ止まり ⇒ ある一定の固定需要の存在 

年間120万人から17万人へ 

3 １．ＪＲ園福線の概要 

・補助金があっても赤字の状況 
・健全な経営・サービスの維持が困難（特に福知山～桧山間） 

出典：福知山市地域公共交通再編実施計画 ｰ 平成２９年８月 ｰ 京都府福知山市 

7,000万円／年 
収入 

経費 
1億6,000万円／
年 

➖ 
JRバス負担 

7,000万円／
年 2,000万円／年 

補助金 
＝ 

【 最終報告（抜粋）】
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「
Ｓ
ａ
ｙ
ー
ｃ
ｈ
ｏ
（
政
策
・
調

査
機
関
誌
）」
は
、
1
9
9
2
年

７
月
に
創
刊
号
が
発
刊
さ
れ
、
当

時
の
編
集
後
記
に
は
、
Ｓ
ａ
ｙ
ー

ｃ
ｈ
ｏ
と
名
付
け
ら
れ
た
理
由
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｓ
ａ
ｙ
ーｃ
ｈ
ｏ
に
は
、
３
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
１
つ
目
は
、
政
策
・
調
査
の
「
政
」
「
調
」、
２
つ

目
は
「
成
長
」、
３
つ
目
は
「
Ｓ
ａ
ｙ
（
言
う
＝
い
ろ
い
ろ

も
の
申
し
て
い
こ
う
）」
と
い
う
意
味
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

私
は
昨
年
ま
で
業
務
の
担
当
を
し
て
お
り
、
過
去
に

労
使
で
ど
の
よ
う
な
整
理
が
さ
れ
て
い
る
か
、
２
年
間
で

何
回
も
調
べ
ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
文
字
で

残
す
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
生
き
字
引
の

よ
う
な
諸
先
輩
方
が
お
ら
れ
、何
を
聞
い
て
も
答
え
を
持
っ

て
お
り
、
解
決
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
J
R
特
有
の

年
齢
断
層
に
よ
っ
て
、
J
N
R
採
用
の
役
員
の
方
々
が
ど

ん
ど
ん
退
職
さ
れ
、
J
R
採
用
の
役
員
へ
と
世
代
交
代
が

急
速
に
進
み
、
過
去
の
経
緯
を
知
ら
な
い
私
た
ち
の
世
代

が
役
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。
知
ら
な
い
ま
ま
物
事
を
進
め

る
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
文
字
に
残
っ
て
い
る
も
の

が
あ
れ
ば
、
探
し
て
調
べ
る
事
が
で
き
、
諸
先
輩
方
の
思

い
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

時
代
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
時
代
に
応
じ
た
運

動
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
変
え
て
い
い
も
の
」

「
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
」
の
判
断
を
そ
の
時
代
の
役

員
が
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
の
素
材
と
し
て
、
今
回
の
Ｓ
ａ
ｙ
ー
ｃ
ｈ
ｏ	

№
46
は
、「
第
７
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
講
演
録
に

し
ま
し
た
。

　

発
刊
当
初
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、

今
後
も
J
R
西
日
本
グ
ル
ー
プ
で
働
く
組
合
員
が
、
一
歩

づ
つ
確
実
に
「
成
長
」
で
き
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
「
も

の
申
し
て
い
こ
う
（
Ｓ
ａ
ｙ
）」
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
・
政
策
・
調
査
部
長　

福
本	

英
治

10 

 
西日本JRバスによる取組 

園福線バンザイ計画～乗らないバスから乗りたいバスへ 

 
園福線活性化協議会 

 
行政による取組 

 
市民による取組 

2020年 2021年 2022年 

・運賃割引施策 
・国鉄バスまつりの開催など 
可能な施策は全て実施！ 

立上げ準備 
住民を巻き込んだ 
議論・共感者を！ 

自分事として！ 

楽しさ・面白さを 
発信しファンを！ 

To be or not to be 
計画期間は3年間。 
その間に徹底した 
利用者増をめざす！ 

３．ＪＲ園福線への提案  – 園福線バンザイ計画 

STEP1 

STEP2 

STEP3 

STEP3 

11 ３．ＪＲ園福線への提案  – 園福線バンザイ計画 

STEP１ 西日本ＪＲバス その１ 

・通年通学定期（学生証にシールを貼って券に） 
・近畿初！ 片道定期券 
・環境定期券／通学定期のある家族は土日100円 
 （対象：児童・生徒の家族） 
・中学生往復半額ホリデーパス 
・冬期土日半額団体割引（対象：福知山〜桧山の利用者） 
・集まった割引／同時に降車する3人以上の組は一人200円 
 （対象：地元住民） 
・誕生日記念ライド／事前予約をすれば無料 
 （対象：地元住民） 
  福知山駅を平日10〜16時に発着する便、土日はいつでも 
・プール割 （対象：小中学生） 
  自然公園で3人以上で降りる場合ひとりの運賃100円 
 

通学の固定客外、福知山〜桧山の利用者、 
冬季・休日の利用者増をはかる 

１人でも 
ここに増えれば 
儲けもの 

１人でも 
ここに増えれば 
儲けもの 

12 ３．ＪＲ園福線への提案  – 園福線バンザイ計画 

• 区間増便 
 学生利用の利便向上のため、JR駅前から学校の最寄りのバス停までの区間を          
 現行ダイヤの間に運行 
  例：福知山駅前７：２５発～下ノ段（三和分校前）７：５８着 
     下ノ段（三和分校前）１８：１０発～福知山駅前１８：４９着 
 

パターンダイヤ 
 利用者にわかりやすくするため、 一定の間隔で周期的に運行されるダイヤ 
 グラムに変更する 
 

STEP１ 西日本ＪＲバス その１ 

思いついた
アイディア
は全部やる 

マイナスからのスタート、何をやろうが
損はしない！ 上を向くだけだ！ 
だって今は乗ってないんだもん！ 

13 ３．ＪＲ園福線への提案  – 園福線バンザイ計画 

STEP1 西日本ＪＲバス その２ 

国鉄バスまつりの開催 
（対象：全国のバスマニア、乗り物好きの子ども） 
 

桧山駅に昔なつかし国鉄バスが大集合！ 
・日本にただ2カ所残る、長いホーム 
・全国的に注目される場所ということを 
地元にアピール 

全国からファンを！  地域の子どもたちを虜に！  【市民巻き込み施策】 
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地域で連携し、持続可能な園福線をつくり上げ、 
誰もが喜ぶ公共交通のありかたをめざす 

対話と教育を重ね、誰もが
暮らしやすい交通まちづくり
について地域の共通理解を
つくっていく 

行列のできるバスにしよう！ 

３．ＪＲ園福線への提案  – 園福線バンザイ計画 

利用者、ファンを中心に、 
「バス応援団」をつくる 

STEP2  園福線活性化協議会（地域交通まちづくり協議会）の 
      立ち上げ ⇒住民を巻き込んだ議論・教育を始める 

17 ３．ＪＲ園福線への提案  – 園福線バンザイ計画 

（＋行政・西日本ＪＲバス） 

・幼児の絵のラッピングバス（年3回） 
  絵を描いた幼児の園にそのバスが訪問、ＭＭ実施  地域貢献事業として行う、 
  費用は広告を取る、保護者や地元企業から募る 
  →地域の人々の関心を惹き、一体感を作る 

・学生合宿応援プラン 
  福知山駅発、自然運動公園で合宿へ。桧山駅で地元の弁当つき 
  → 京丹波町の地域のお母ちゃんが作る 

・クラウドファンディング、ふるさと納税   …… など 

STEP３  市民・住民 

バスという選択肢 
を、みんなの頭に 
インプット 

本気で3年やればきっと何か変わる 

おもろいことをどんどんやって話題を呼ぶ！ 

とにかく、まずは乗る機会を作る、そしてファンにする！ 
  ↓  ↓  ↓ 

その間に地域での交通環境教育を行い、 
社会インフラとしての地元理解を進める。 
バス応援団をつくり協働でキャンペーン活動を行う 

15 ３．ＪＲ園福線への提案  – 園福線バンザイ計画 

市町 

沿線住民 

西日本ＪＲバス ・ノウハウ提供 
・社会貢献 

・運行委託または 
 実質労働者の提供（運転手） 

協定・協働 

園福線活性化協議会 

・需要に即したサービスの提供 
・窓口の一本化 
（要望がしっかり伝わる） 

事業主体 
（費用を含めたリスク負担） 

アドバイザー 

運行体制      2021年スタート 

運行事業者 

利用・活用・負担 

バス応援団 

・運営に参画 
・キャンペーン 
 協力実施 
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『時は今…！』 

３．ＪＲ園福線への提案  – 園福線バンザイ計画 

V字回復には、いばらの道 
 現状は、1人1台、車に乗っている地域、それが変われるか？ 
 西日本JRバスがどんなに面白い取り組みをして盛り上がっても、 
 地域が一緒に取り組まないと打ち上げ花火で終わる話に 

この地域が豊かに持続していくには、決断の時期 
 
西日本JRバスに、あと3年、赤字に耐えていただく 
その努力に、地域が応えるとき 

福知山城主 明智光秀 

★バンザイ計画3年の間に、「バスがなくなっても私は困らない」 
 という住民の考え方を、何が何でも覆そう！  

 3年で実を結ばなければ 「殿、ご決断を..」 

16 ３．ＪＲ園福線への提案  – 園福線バンザイ計画 

STEP３  行政による取組 
京丹波町・福知山市・南丹市・京都府 

●財源確保と投資 
・駅前駐車場に課税 
・住民税を地域交通維持費として一人数百円上乗せ 
 （納税者人口：福知山市38,880人 京丹波町6,520人） 

→園福線など地域公共交通を支える補助 
 

●マイカーからの乗り換え誘導 
・丹波自然運動公園の駐車場の有料化 
・駅前バス停周辺の自家用車進入禁止 
 

●地域活性化 
・地元と西日本JRバスと共同キャンペーンの展開 
・園福線活性化イベントを地域振興の観光イベントと 
 位置づけ協力 
・桧山駅周辺に観光スポットを設ける 
・各バス停周辺の観光資源の掘り起こしとPR 

7 １．ＪＲ園福線の概要 - まとめ 

• 木之本貸切バスセンター 2002年3月廃止 
        滋賀県伊香郡（現：長浜市）木之本町 
  地価平均 ２００３年 48,500円／㎡ ⇒２０１９年 34,200円／㎡ ⤵29％ 
   坪単価平均２００３年 160,330円／坪  ⇒２０１９年 113,057円／坪   ⤵29％   

ほか、JRバスが撤退した地域と地価変動 

• 加茂営業所 2002年9月廃止 
        京都府相楽郡（現：木津川市）加茂町 
  地価平均 ２００３年  94,000円／㎡ ⇒２０１９年 28,866円／㎡ ⤵69％ 
      坪単価平均２００３年  351,239円／坪  ⇒２０１９年 95,427円／坪 ⤵69％ 

バスの廃止で不便になることで土地の価値が落ちている 

※滋賀県甲賀市水口町は交通の要衝、官公庁が多く買い物の至便性も高く、 
 バイパスがあって都市に近いことで下落幅は比較的小さいと考えられる 

8 ２．ＪＲ園福線の分析 – ステークホルダーの整理 

ビジネス視点での決断は簡単 
未来を考えるカギはこの赤枠の部分ではないだろうか 

存 続 廃 止 
メリット デメリット メリット デメリット 

2市1町 ・交通空白地出現の 
 防止 
・必要なコストを負担 
 せずに済む 
・関係人口の維持 

・当事者意識の欠乏 ・2市1町連携体制の醸成 
・利便性の高い代替交通 
 創出の可能性 

・公共交通空白地の発
生(旧三和町) 
・代替交通手段の創出 
・経費負担増加 
・固定資産税と住民 
 税の減収 

沿線 
住民 

・通勤や通学など 
 遠出の際の移動手段 
・交通不便による転居 
 などを迫られない 
・ライフスタイルの維持 
・高齢になった時に 
 安心 

・アップデートの少
ないサービスの享受 
（諦めや無関心） 
・当事者意識の欠乏 

・利便性の高い代替交通 
 を享受できる可能性 
 

・交通利便性低下 
・外出の機会低下 
 （高齢者） 
・女性の就業機会低下 
・土地価格の低下 
 

西日本
JRバス 

・社会的責任の全う 
・鉄道、バスの相互 
  乗換や売店など関 
 連事業への経済 
 効果 

・赤字の計上 
（7,000万円/年） 
・つきまとう運転手 
 不足問題 
 

・赤字削減（7,000万円/年） 

・人員や資材の再配置 

  （他黒字路線への投資） 

・桧山駅の高度利用・転換 

  （跡地を乗務員養成所に） 

・イメージダウン 

9 ２．ＪＲ園福線の分析 – まとめ 

・うわべの金額だけで見たら、代替策を積み上げた「廃止」に軍配 
 

・しかし、代替交通手段の創出が必要で、それぞれが車両や不足
が叫ばれる乗務員の確保をするのは困難で、スムーズな移行は容
易ではないと予測される 
 

・また、「廃止」で住民の生活に支障が出ることによって、地域の価
値が落ちて地盤沈下も予測される 

⇒ 地域の協力により園福線を維持するのが得策 

ただし、現状7000万の赤字を民間だけで負担し続けることは、 
 不可能 

⇒ 京丹波町・福知山市・南丹市も負担する必要がある 
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